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第１章







　イクシの谷のうっすらと雪の積もった冬の森では、大きな鴉からすを思わせる、墨すみ染ぞめの衣ころもを着たアレト教ヒラス派の僧そう侶りよたちが山仕事に励はげんでいた。

　ソディア国の国教であるアレト教は唯ゆい一いつ神しんのアレト神をいただき、ヒラス派はアレト教中興の祖と言われる聖ヒラスが開いたとされる宗派だった。

　祈いのりと労働を本務とするヒラス派は、アレト教の中でも最も禁きん欲よく的な宗派で、僧侶も日々労働にいそしんできた頑がん健けんな体つきのものが多い。華か美びな装そう飾しよくを一いつ切さい避さけた彼らは、墨染め一色の僧そう衣いを纏まとい、しごく質素に日々を過ごしている。

　冬場の薪たきぎづくりを指揮している作さ務むの司つかさの僧そうが、傍かたわらで斧おのを持って息を切らしている僧侶に声をかけた。

「ナイティスは斧で幹を切るのではなく、鉈なたを使って枝を落とすがよい。無理をするな」

「はい、ありがとうございます」

　ナイティスと呼ばれた僧は白い息を吐はきながら、頭を下げ斧を置き、鉈を手に取った。無骨な墨染めの頭ず巾きんの下から、雪のように白い小作りな美しい顔が覗のぞいていた。僧らしく黒い髪かみが短く刈かられた地味な色しき彩さいの中で、長い睫まつ毛げに囲まれた深い瑠る璃り色いろの瞳ひとみが、雪の中の湖のように鮮あざやかだった。

　ほっそりした体には、斧より小さいとはいえ重そうな鉈が痛々しく見える。その華きや奢しやな手では木の幹を切り倒たおすことなど、とても無理だろうと思われた。

　ナイティスは僧そう院いんの前に置き去りにされた赤子として、僧院に拾われ養われた。それから十九の年を経ても小こ柄がらで可か憐れんな容姿で、男らしい体つきからはほど遠い。冬の森で木を切り倒して薪を作るという過か酷こくな労働には、見るからに向いていなかった。

　僧たちに交じって、村人もそれぞれ道具を使って、薪を作っていた。村人の中でも立派な服装で、いかにも村の長おさかその家族と思われる男が、気づかわしげにナイティスの手元を見ていた。

　ナイティスは鉈を振ふるって薪にできる大きさに枝を落とし、拾い集めては縄なわで束ねるという作業を続けた。薪の束を馬ば橇そりに載のせ、また戻もどって作業をする。繰くり返すうち、再び小さな体の息が上がっていた。

「ナイティス、一度休んだらどうだ？」

　ナイティスを気づかっていた男が、たまりかねたように声をかけてきた。

「いえ、もうすぐ日暮れなので、後少し作業をしましょう」

　ナイティスは声をかけてきた男に笑いかけたが、本当のところはくたびれた体が今にも悲鳴を上げそうだった。

「ナイティスにはこんな仕事は向いてない」

　男が怒おこったように言うので、ナイティスは急いで言葉を継ついだ。

「おかげさまでこの度たび、学がく僧そうに選ばれました。そして、僧院の図書館の書の司つかさの手伝いができることになりました」

「それはよかった」

　学僧になれば、山仕事のような屋外でする作務が免めん除じよされる。微笑ほほえんで聞いていた男の顔が、ナイティスの次の言葉に突とつ然ぜんこわばった。

「森のお勤めも今日で終わりになりました。トール殿どのにはこれまで、いろいろ教えていただき、ありがとうございました」

　ナイティスを気づかっていた男、トールは村長の息むす子こだった。ナイティスも敬意を払はらい、彼を敬けい称しようづけで呼んでいる。トールに深々と頭を下げたナイティスは、いきなり両りよう腕うでを摑つかまれ、驚おどろいた。

「もう森へは来ないのか!?」

「は、はい、私は図書館での作務に就つくので、森には、もう──」

　男の燃えるような目の色に恐きよう怖ふを覚えて、ナイティスは離はなれようとしたが、強く腕を摑まえられている。

「お放しください」

　頼たのんでも、男はその言葉が耳に入らないように動かない。痛いくらいに自分を見つめ続ける。

「どうかされたのか？」

　奇き妙みような緊きん張ちように気が付いたのか、作務の司の僧が割り込んできた。トールは慌あわてたように離れた。ナイティスはトールが見せた異様な雰ふん囲い気きに震ふるえが止まらなかったが、日暮れが近く、人々が作業を急ぐので、自分も慌てて薪作りに戻った。

　冬の間を暖める大量の薪を積んだ馬橇の後につき、僧侶たちはとぼとぼと歩いた。一日がかりの作業に疲つかれ、口を開く者もいない。トールは自分の家の馬に乗り、使用人に馬橇を引かせていた。

　ナイティスも疲れ果て、重たい脚あしを引きずりながら橇の轍わだちの後をついて歩いた。ときどき疲ひ労ろうで重くなった脚がもつれて、転びそうになる。体力の限界に、僧院まで帰り着けるか不安がこみあげた。

　──もし、途と中ちゆうで歩けなくなったら、ひとり置いていってもらおう。

　今日は今まで来たこともない森の奥まで来たのだ。体力のない自分には、とても馬橇と同じ速度で歩けるとは思えなかった。歩いていくうちに次し第だいに脚が痛んできた。ああ、もう、ついて行くのは無理だ、とナイティスは作務の司の僧に声をかけた。

「申し訳ありませんが、私は少し休ませていただき、後から轍を追って帰ります」

　作務の司は眉まゆを上げた。

「もう暗くなる時間なのに」

「これ以上歩くのがつらくて。少し座って休んでいきます」

　ナイティスが作務の司と話しているとき、馬に乗ったトールが傍らにやってきた。

「ナイティスがひとり歩いていくのは心配です。俺の馬に乗るのはいかがでしょう」

　ナイティスは馬に乗ったことがなかった。とっさに首を横に振ったが、トールは馬上から手を差し伸のべた。

「馬に乗った方がいい。ここでひとりで休んで、真っ暗になったらどうするのだ。僧院の皆みなさんが心配されるだろう」

　確かにトールの言う通りだった。作務の司もうなずいている。ナイティスは覚かく悟ごを決めて、馬に乗ってみることにした。トールの腕を借り、鞍くらの前部分にまたがった。自然とトールに体を預けるかたちになる。

　こんなに人と密着したこともなかったので、思わずナイティスは体を離そうとしたが、手た綱づなをとるトールが腰こしに手を回して体を引き寄せた。

「落ちそうで危ない。もっと体を預けた方がいい」

　自分と同じ男性の体に包み込まれるようにして、馬上にいる。そんな自分にナイティスは戸と惑まどった。そもそも男ふたりで一頭の馬上にいるところなど、僧院では見たこともない。しかし、トールの腕はしっかりと自分の体を抱かかえてゆるぎない。

　──いいのだろうか、こんな、まるで女性が馬に乗せてもらうときのような……。

　ためらいはあるが、トールの体のぬくもりが疲ひ労ろう困こん憊ぱいした体に沁しみとおるようで、ナイティスは急に眠ねむ気けが萌きざした。

「眠ねむいのか」

　トールが優やさしく訊きいてくる。

「あ、いえ、そんなことは……」

「遠えん慮りよすることはない。僧院まで眠るといい。俺が支えているから」

　しっかりとトールが体を支えてくれるので、ナイティスはいつしか不安も恐怖もなく馬上にいた。緩ゆるやかな馬の歩みのリズムが眠りに誘いざなう。いけない……と思いつつも、睡すい魔まに引きこまれる。

　ナイティスはついうとうとした。そして、不意にトールが馬に拍はく車しやをかけ、馬が駆かけ出したときも、まだ半分は眠りの中にいたのだった。










　いきなり馬の速度が上がり、異様な揺ゆれにナイティスは覚かく醒せいした。

「トール殿!?　どこへ向かってるのですか？」

　行先が僧院なら、なぜこんなに速く走る必要があるのだろう。ナイティスは、トールが目指しているのは僧院ではないと気付いた。では自分はどこへ連れて行かれるのだ？　何のために？

　トールは答えず、ナイティスの体をしっかりと抱だき締しめたまま馬を飛ばしている。ナイティスは総毛立つような恐怖に囚とらわれた。この男は自分をどうしようというのだろうか。

「トール殿？」

　一言も答えないまま、トールは馬を止めた。ナイティスが離れようとしても腕を緩めず、もがくナイティスを抱いたまま馬からおりた。どこへ、とナイティスが見回すと、旅人が緊きん急きゆう時じに使う避ひ難なん小屋があった。トールは驚きと恐怖に大きな目を見張るナイティスを、そのまま中へ連れていった。

　強ごう引いんに避難小屋の中へ連れ込まれ、ナイティスはよろめきながら床ゆかに倒れた。トールが小屋の戸の閂かんぬきをかけているのが見えた。

　──まさか？

　小屋の中はもうほとんど闇やみだった。トールの表情すら分からないくらいだ。それでもこちらに腕を差し伸べる様子は分かった。

「ナイティス、もう会えないなんて、俺は嫌いやだ」

　逃にげようと後ずさったが、男の腕にとらえられた。

「は、離してください。わ、私は僧そう侶りよなんです」

「今は僧院にいるけれど、お前は種しゆ器きの者だろう？」

　トールの言葉に、ナイティスはカッと怒いかりがこみあげた。

「私は種器ではありません！」

　険しい口調で叫さけんだ。種器というのは、定期的に発情期に襲おそわれ、発情期中に交こう接せつすると子をみごもる者たちのことだった。

　種器は女にも男にも存在する。貴き種しゆと呼ばれる、頭脳や容姿に優すぐれた生まれつきの者たちと、対たい偶ぐうする存在だと言われている。発情期中の種器は交接のことしか考えられない、淫みだら極きわまりない性質になってしまう。

　そのため、ソディアの国の中では貶おとしめられ、蔑べつ視しされていたりする。しかし貴種の者たちが種器を求める本能もすさまじく、それぞれ求めあう思いが一いつ致ちすれば、比類なき番つがいとして幸福な人生が約束される。しかし、その相手に巡めぐり合えない種器の者は、愁うれいの深い世を送ることになるのだった。

　種器の者は容姿艶えん麗れいに生まれつく者が多く、ソディアで成年とされる十七の年を迎むかえる前後から発情する。発情の期間は自分を満たしてもらうために狂くるおしく乱れ、相手を求めて止やまないという。

　ナイティスは幼い頃ころから、優しげで美しい顔立ち、抜ぬけるような白い肌はだをしていて、種器の者ではないか、と多くの人から言われていた。そのため成年を迎えても、すぐには正式な僧侶にしてもらえなかった。

　発情すると淫らな匂においを放つ種器の者は、純潔を守るヒラス派僧そう院いんには入れない決まりとなっていたからだ。十七をすぎ、二十の年が近づいても発情する気配がないため、ようやく僧侶見習いから僧侶になれたのだった。

　これまでの苦労や切なさを思い出し、ナイティスは怒りに震えながら言った。

「私は発情もしていないし、種器ではないはずです」

「いや、お前は発情が遅おそいだけで、いずれそれを迎えるはず。だから俺と一いつ緒しよになってくれ」

　トールの表情はすっかり闇の中に消えていた。興奮を押し殺したような上ずった声だけが響ひびく。一緒になる？　その言葉が示すことにようやく気が付き、ナイティスは悲鳴のような声を上げた。

「違ちがう！　私は種器じゃない！」

「還げん俗ぞくして俺のものになってくれ」

「いやだ！」

　欲よく望ぼうに満ちた男の声が耳元でささやく。

「俺に抱かれて愛されれば、きっとお前の資し質しつは目覚めるはず。綺き麗れいなお前が僧院で一生を送るなんて耐たえられない」

　ナイティスは顔を背そむけていたが、強い腕うでの中から逃のがれられない。

「お前のことが好きなんだ」

　熱く耳元でささやいてくる言葉も疎うとましいだけだった。ナイティスは暴れたが、その抵てい抗こうを封ふうじながら、男の手が僧そう衣いの裾すそから侵しん入にゆうしてくる。

「いやっ！　やめてっ！」

　同じ墨すみ染ぞめの下した穿ばきに手がかかり、ずらしてくる。男の手のおぞましい感かん触しよくにナイティスは叫んだ。このまま、この男に体を思いどおりにされ、無理やり還俗させられるなんて、嫌だ、耐えられない。

「もう僧院に帰さない。お前を妻として迎えたい」

「か、勝手に、そんな、こと、いやだっ！　触さわるなぁ！」

　衣服の中に入りじかに肌に触ふれてきた手に、悲鳴が迸ほとばしった。そのとき、小屋の外から激しく戸を叩たたく音がした。厳しい男の声が届いた。

「トール、ここを開けろ！　ナイティスを返すのだ！」

　脚あしを撫なで上げ、さらに上に行こうとしていた手が止まった。ナイティスは慌あわてて男の手から身をよじって、少しでも逃れようとした。戸の外からの声には聞き覚えがあった。おそらく兄あに弟子でしのエギだ。

「嫌だ。絶対に渡わたすものか」

　トールは抱きかかえようとするが、ナイティスは渾こん身しんの力でトールの胸を押した。一いつ瞬しゆん、トールがよろめいた隙すきに、自分を抱く腕の中から逃れた。

　そのとき、戸が外側から激しく押され、閂かんぬきがはじけ飛んだ。松明たいまつを持った男たちがなだれ込み、小屋の中が眩まぶしいほど明るくなった。僧院の中で数少ない、武芸を身に着けている武ぶ僧そうでもあるエギは、飛び込んでくるなりトールを押さえつけた。

「ナイティス、無事か？」

「は、はい」

　ナイティスはめくりあげられた僧衣を整えながら、息をついた。










　ナイティスが連れ去られた後、僧侶たちは大混乱の状態に陥おちいったのだが、そこへ王都まで使いに行っていたエギが戻もどるところへ出会ったのだという。エギは大きな手でナイティスの頭を撫でた。

「お前が無事でよかった」

　エギにすがって声を上げて泣きたい気持ちになったナイティスは、ぎゅっと唇くちびるを嚙かんで頭を下げた。怖こわかった。今までの僧院での暮らしの中で、自分の知っている怖さではなかった。無理やり男に体を奪うばわれて僧院にいられなくなる、そんな事態を、ナイティスは今まで想像もしたことがなかった。

　ナイティスはエギたちに連れられて僧院に戻った。僧院までの帰りはエギの馬に乗った。最初、ナイティスはトールのことを思い出し、ためらった。

「どうした。早く帰ろう」

　エギが腕を伸のばし、軽々と鞍くらの上まで引き上げられた。

「相変わらず軽いな」

　自分の背中にエギの体を感じると、ナイティスは落ち着かなかった。いつも親切なエギなのだから、と思っていても、体がすくむ。

「もう大だい丈じよう夫ぶだから、心配するな」

　エギは馬を走らせず、ゆっくりと進めてくれた。

「怖かったのか？」

「……はい」

「今日で森の作さ務むは終わりだったとか」

「はい。私は図書館の作務へ回していただくことになっています」

「私も今度、王宮の図書館へ行くことになった」

　エギが僧院から選ばれ、王宮図書館で書の司つかさの仕事をしながら学ぶ学がく僧そうになることは、ナイティスも耳にしていた。

「エギ殿どのが羨うらやましいです。王宮の図書館は百万もの図書があると伺うかがっています。私も一度でいいから見てみたい」

　ナイティスの言葉に、エギは返事をせず黙だまって馬を進めていた。ナイティスもそれ以上エギと話すこともなく、馬上に無言のまま座っていた。

「疲つかれているだろう。眠ねむればよい」

　優やさしいエギの言葉にあらがうことができず、その広い胸に身をもたせかけ、ナイティスはうつらうつらとした。

　夢の中で、自分の体に回されたエギの腕の力が不意に強くなったような気がして、ナイティスは慌てて目を覚まし、辺りを見回した。エギは変わらぬ平静な顔つきで馬を走らせている。いつの間にか僧院の近くまでたどり着いていた。










　ヒラス派僧院の僧そう侶りよを略りやく奪だつしようとした、その罪は重いと考えられた。しかし村むら長おさの息むす子こであるからなのか、トールは村では厳しい処分を免まぬがれ、僧院にいくばくかの金を納めただけで処分を済まされた。

「何ということだ。神聖な僧侶を穢けがそうとしたというに」

　知らせを受けた僧院長は忌いま々いまし気げに言ったが、話を聞かされるナイティスはうなだれたままだった。しかも驚おどろいたことに、その後、ナイティスのもとに、トールから手紙が届くようになった。一度だけ目を通し、その後は開かい封ふうもせずに突つき返しているが、ナイティスに求きゆう婚こんする内容だった。

　雪が止んだ満月の夜、聖堂から夜半よわの祈いのりを終え戻ろうとするとき、僧院の高い塀へいの向こうから響く男の声がした。その言葉の内容に、ナイティスは思わず耳をふさいだ。

「ナイティス、お前に言いたいことがある。何度でも言うぞ。俺のところへ来い。俺の妻になれ」

　聖堂から出た僧侶たちの群れがざわつき、ナイティスはいたたまれなさに身を縮めた。急いで部屋へ駆かけ戻り、まるでトールが入ってくるのを閉め出すかのように、必死に堅かたく戸を閉とざした。

　あの男は狂くるっている、としか思えない。男の僧侶である自分を娶めとろうなどと、とんでもない。こんな息子の暴挙を、父親である村長が早く止めてほしい、ナイティスは夜半の祈りの後、夜明けの祈りまでの間、質素な寝ね床どこの中で眠れないでいた。

　一夜明けて、トールが僧そう院いんまで出かけて僧侶であるナイティスに求婚している話は、僧院近くの村々に広がっていた。托たく鉢はつや村人の来る礼拝に出ると好こう奇きの目で見られるため、ナイティスはしばらくは僧院の自分のいる一角から出なくなっていた。

　冬晴れのある日、ナイティスは書の司の下もとで、古い本の扱あつかいを教わっていた。虫食いの穴を丁てい寧ねいに繕つくろい、巻物は巻き直し、冊子は小こ口ぐちの埃ほこりを払はらい、革かわや紙の表紙を丁寧に布で拭ぬぐう。僧院の図書館はアレト教の経きよう典てんを中心に、イクシの谷では随ずい一いちの蔵書量を誇ほこっていた。

　木製の高い棚たなが林のように続き、ひとつひとつの棚たな板いたの上に、古い巻物や重じゆう厚こうな表紙の本が置かれている。石造りの壁かべの厚い書庫は火の気を遠ざけてあり、しんしんと底冷えがする。ナイティスは寒さに身を震ふるわせた。司はひとつの木箱を丁てい重ちような手つきで取り上げ、いかにも口くち惜おしそうに言った。

「この中身がいつの間にか失われておったんだ。それが無念でならぬ」

　それはずいぶんと古びた木の書しよ櫃ひつだった。ナイティスは司が大事そうに開いた櫃の中を覗のぞきこんだ。破れた小さな紙し片へんだけが残っている。

「これは聖ヒラスの手しゆ稿こうの残片だ。これだけが残っていたのだ」

　いつの頃ころか不明だが、このイクシの僧院の中でも最も大切にされていた聖ヒラスの直筆の書が、盗ぬすまれたのだと言う。全部で五枚あった書が無くなり、最後の一枚にあったという署名の部分だけがちぎれて残っていた。

　ナイティスは聖ヒラスの書き込みを見つめた。細い繊せん細さいな字で、その名前と書いた年月が記されている。

　アレト教の他宗派が荘そう厳ごんな聖堂や華か美びな儀ぎ式しきという奢しや侈しに溺おぼれていた頃、聖ヒラスは労働と祈りに立ち返ることを旨むねとする宗派、ヒラス派を確立した。自分を律する厳しい人だったのだろうか、とナイティスは思った。

　それでもアレト神への愛を第一に生きる、優しい人だったに違ちがいない。何百年も前のものなのに、残された字は優しげで可か憐れんですらあった。

　書の司は寡か黙もくな老人で、見習い僧だった頃から、ナイティスに図書のことを教えてくれていた。体が頑がん健けんでないのが分かっていたのだろう、正式に僧侶になったナイティスを図書館に迎むかえ入れてくれた。無口だが自分を思いやってくれる気持ちは伝わるので、ナイティスは司のことが大好きだった。

　書の司とナイティスが聖ヒラスの書櫃を片付けていると、見習い僧がやってきて、ナイティスに僧院長のところへ来るようにと告げた。ナイティスは司と顔を見合わせた。

「いったい、何ごとでしょうか」

　図書や作務に関かかわる話なら、司と一いつ緒しよに呼び出されるはず。ナイティスは嫌いやな予感がした。あれ以来、もう一度トールが昼間の僧院の外から呼ばわったことがあった。近きん隣りんの人たちも聞きつけ、僧院の塀の前はトールをあざ笑う声やら応おう援えんする声で、大変な賑にぎわいになっていたという。

　ナイティスのいた図書館の書庫まではその声は届かなかったが、後で騒さわぎを聞かされ、ナイティスは恥はずかしさと怒いかりでいつもは白い頰ほおを真っ赤に染めたのだった。

　あの件に関して、僧院長から何か注意を受けるのかもしれない。自分にはどうすることもできないのに。ナイティスは急いで僧院長の部屋へ向かった。

　僧院長は寄る年とし波なみに髪かみも眉まゆもすっかり白くなっており、同じ墨すみ染ぞめの質素な僧そう衣いでも威い厳げんに満ちた姿だった。垂れ下がった瞼まぶたの奥の鋭するどい目に射い貫ぬかれるようで、ナイティスは心臓が落ち着かなかった。しばらくナイティスを見つめていた僧院長が口を開いた。

「ナイティス、お前に王都へ行ってもらいたいのだ」

　思いがけぬ言葉に、ナイティスは瑠る璃り色いろの瞳ひとみを大きく見開いた。

「王都とおっしゃいますと？」

「王宮の図書館へ行き、書の司のもとで勤めながら学ぶのだ」

　王宮の図書館で書の司について勤め学ぶ、それは名めい誉よなことだった。しかし、それを受けるのはナイティスではなかったはずだ。

「エギ殿は？」

　この僧院一の武ぶ僧そうで学識も豊かな僧であるエギが、王都へ行くことになっていた。僧侶としての学びだけでなく、王都で幅はば広ひろい知識と教養を身につけ王おう侯こう貴族とも繫つながりを持つ、その大事な役目を担になうために、エギが選ばれたと聞いていた。僧院長の次の言葉に、ナイティスは絶句した。

「エギは僧院を離はなれた」

　呆ぼう然ぜんとして言葉も出ないナイティスから、僧院長は目をそらした。

「還げん俗ぞくしたそうだ」

　ナイティスはさらに驚き、僧院長に尋たずねた。

「なぜです。理由はあるのでしょうか？」

「私は知らぬ。そのような勝手な人間は僧院を出るまでだ」

　僧院長は吐はき捨てるように言った。知らぬという言葉だったが、ありありと怒りが滲にじんで、何かしら事情は知っているものと思われた。

「しかし、エギ殿の代わりに私というのは……」

　降って湧わいた話に、ナイティスは言葉が出ないままだった。王都はここから馬でも七日はかかる。ふだん村に出ることも少ないナイティスは、もちろん行ったことがない。王都、しかも王宮の図書館で学べるというのは身に余る話だったが、当とう惑わくすることの方が大きかった。

「書の司はすでに若き日に学んだことがある。次はお前に学んでもらおう」

　僧院長はナイティスから視線をそらしたまま言った。

「それに、お前も村長の倅せがれから離れた方が、気が楽だろう」

　はっと、ナイティスの頰に血が上る。自分が選ばれたのは、それが理由かもしれない。エギは貴種の生まれつきで知力胆たん力りよくに優すぐれ、社交的で人好きのする男だった。イクシの中では立派な家の出身で、明らかに将来は僧院長などの要職に就つくことを期待されており、そのための王都行きだったはずだ。

　ナイティスは自分には彼のような資質はなく、そのような役割を果たせるとは思えなかった。エギのように、王侯貴族に対して、僧院を代表して振ふる舞まうことなどできるのだろうか。

「か、考えさせていた──」

「考える間はない。明日出発だ」

　ええっ！　とナイティスは悲鳴のような声を上げたが、僧院長は冷たく言い放った。

「ヒラス派の僧は執しゆう着ちやくを持たぬもの。生きるために持つものは自分の身ひとつのはず。別れは今日のうちに言っておくように」










　次の日にはナイティスは粗そ末まつな布ぬの袋ぶくろひとつを持ち、生まれたばかりで置き去りにされて以来、ずっと過ごしてきたイクシの谷の僧院を出た。突とつ然ぜんのことに戸と惑まどう仲間たちの眼まな差ざしにさらされながらの旅立ちだった。書の司つかさは言葉少なに別れを告げ、最後、一冊の冊子を渡わたしてくれた。自分で編んだ聖ヒラスの書いた書物の目録だという。

「王宮の図書館にはここの何百倍もの本があるという。この目録に聖ヒラスが書かれた本を見つけて、足していってくれ」

　ナイティスは涙なみだが零こぼれそうになりながら、書の司に頭を下げた。

　王宮までは馬車の旅になり、古ぼけた狭せまい乗合馬車の中で見知らぬ他ほかの人間たちと一緒なので、ナイティスは落ち着かなかった。頭ず巾きんを深くかぶっていたが、馬車の乗客たちは遠えん慮りよなく顔を覗き込み、訊きいてくる。

「あんた、王都まで行くのかい？」

「娘むすめっ子みたいな坊ぼうさんだな」

「綺き麗れいな顔じゃあないの」

　そこまで言って気が付いたのか、くすくすと袖そでを引き笑い合う。

「ほら、あの村むら長おさの倅のトールが」

「ああ、なるほど。こりゃ、トールが変な気を起こすのも、あながち物好きなだけじゃないな」

　ナイティスは聞かないふりをしていたが、好奇の目にさらされ続けるのに疲つかれていた。頭巾をさらに深くかぶり、寝ねたふりをする。

「僧そう院いんも大変だな。綺麗な坊さんは男がつきまとうし、男前の貴種の坊さんは種器の淫いん売ばいと駆かけ落ちしちまうし」

　寝たふりをしたまま、ナイティスは体をこわばらせた。貴種、坊さん、駆け落ち、その言葉が耳を打ったのだ。昨日、僧院の人々に別れを告げたときも、エギの姿はなかった。僧そう坊ぼうが近いエギに親しいはずの僧そう侶りよに訊いてみたが、「僧院を出しゆつ奔ぽんしたらしい」としか教えてくれなかった。

　僧院長は還俗した、と言っていたはずだ。馬車の乗客たちは、エギが還俗し僧院を出たのは、駆け落ち、それも種器の淫売と一緒になるためと言っている。「淫売」と言うときの人々の蔑さげすみに満ちた言い方が、ナイティスには恐おそろしかった。

　馬車旅の暇ひまを持て余あまし、乗客たちはあけすけな話に興じていた。何度も話題はエギとその駆け落ちの話に立ち戻もどる。ナイティスの聞き間ま違ちがいではなく、エギは淫売宿の種器の者を連れて逃にげたのだ。

　潮の満ち引きのように発情期が訪おとずれる種器は、普ふ通つうの仕事に就くのが難しく、体を売ることを生業なりわいとしている者が多いと聞いたことがある。発情期には飽あくことなく交接してやまないので、養ってもらうことと引き換かえに客を取るのだ。ナイティスはまだ種器の者を見たことがなかった。昔からよく自分はそうではないかと言われてきたが。

　あの凜り々りしく堂々とした武僧のエギが、いつ、どうして、村はずれにある淫売宿にいたという種器の者と関わるようになったのだろう。ナイティスには信じられないことばかりだった。

「なあ、坊さんよ。駆け落ちした坊ぼう主ずはどんな奴やつだったんだ？」

　いつの間にか顔を上げて話を聞いていたナイティスは、いきなり声を掛かけられてびくりとした。震ふるえながら答える。

「あ、え、エギ殿どのは武僧として強くてたくましく、学識豊かで人ひと柄がらも立派で、末は僧院を背し負よって立つと言われ……」

「へええ、そんな立派なお方がなんで淫売を連れて逃げたんだろ」

　せせら笑うように中年の小男が、汚きたない歯をむき出しにして言った。

「それも小さくてやせっぽちの男の子の種器なんだ。あんたの方がずっと別べつ嬪ぴんだぞ」

　ナイティスは顔を背そむけた。エギが誰だれと一緒に逃げたかなど、これ以上聞きたくはない。幸い、馬車はその日の宿のある村に差し掛かり、一いつ軒けんの旅籠はたごの前で停とまった。

　宿にいても好こう奇きの目にさらされているようで、ナイティスは僧院よりもずっと豪ごう勢せいな具ぐ沢だく山さんのスープも喉のどを通らず、早々に小さな部屋へ戻った。まさか、こんな遠く離れたところまでトールの噂うわさが流れているのだろうか？　とナイティスはため息をついた。

　頭巾のついたマントを脱ぬぐたびに、一いつ斉せいに人の目が集まるので、まるで裸はだかで人前に立っているかのような不安を覚えるのだ。

　実際には周りの人間たちは、粗末な墨すみ染ぞめの僧衣の僧侶が、思いがけないくらい気品のある美しい容よう貌ぼうをしているのに驚おどろき、ついひそひそと噂し合っているのだが、ナイティスには分からないことだった。

　村と畑と何もない野原が広がる風景の中を幾いく日にちか通り過ぎていくうちに、少しずつ家が増えていった。ナイティスは地面が見えないほど家が立ち並ぶ様子を見るのは、初めてだった。これが町というものなのだ。町も次し第だいに建物が立派になっていき、とうとう城じよう壁へきに囲まれた大きな町に入った。

　ナイティスは僧院から発行された通行証を見せて、城壁内へ入った。イクシの谷の村からの馬車はここまでで、ここからは別の馬車に乗り継ついで行くことになる。この城壁内にはヒラス派の僧院があるので、ナイティスは訪ねて行くことにした。

　城壁の中の大きな通り沿いに旅籠はたごや店が立ち並んでいる。色いろ鮮あざやかな野菜や果物は、ナイティスが見たことのないものばかりだった。つい立ち止まって見とれていると、隣となりの旅籠に入ろうとしている男がいきなり声をかけてきた。

「ナイティス、なぜここに？」

　誰も知り合いのいないはずのこの町で不意に名前を呼ばれ、ナイティスは慌あわててその声の主を見、大きく息を吸い込んだ。

「エギ殿！」

　ふたりは言葉もなく見つめ合った。エギは僧そう衣いではなく村の男たちのような服を着て、変わらぬ凜々しい顔立ちだったが、その表情は疲れと翳かげりを帯びていた。

「エギ殿こそ、なぜ僧院を出られたのです？」

　旅の途と中ちゆうで、人々が駆け落ちと言っていた。それは本当のことなのか？　ナイティスはただそれが知りたかった。エギはほろ苦い微び笑しようを浮うかべた。

「僧でいることに飽きたのだ」

「本当に？」

　学がく僧そうとして王宮の図書館へ入るはずだったのだ。王宮でさまざまな事こと柄がらが始まるはずだったのに、何を飽きたなどと言うのだろう？　ナイティスには分からなかった。

「それで還げん俗ぞくし、伴はん侶りよを迎むかえたのだ」

　ヒラス派の僧としての純潔の誓ちかいを破った。だが、それはエギが望んだことなのだ。ナイティスはまた気を鎮しずめるために、大きく息を吸った。

「ご結けつ婚こんされたのですね」

「これを婚こん姻いんとは言わぬだろうけどな。誰にも祝福されず、私たちは一いつ緒しよになった」

　自じ嘲ちようするような口調に、何があったのだろう、とナイティスは胸を痛める。そしてエギの顔の翳りが気になる。何が辛つらいのだろうか、と思うほど、切なげな表情でナイティスのことを見ているのだ。

「エギ殿、何かお辛いことでも？」

　とうとうナイティスは訊いてしまった。

「ナイティスはどこへ向かっているのだ？　王宮か？　私の代わりに」

　そういうエギの口調が「自分が行くはずだったのに」と呟つぶやいているようにも思えて、ナイティスは気き後おくれしながら答えた。

「はい、私は王宮の図書館へ行き、勤め学びます。エギ殿の代わりに」

「そうか、精しよう進じんされるのだぞ」

　そう言い残し、自分のことは何も語らず、エギは去って行こうとした。

「待って」

　追おうとしたナイティスの前に、ひらりと小さな影かげが飛び出してきた。ナイティスよりも小こ柄がらな体をした人間はエギに抱だきついた。その体がくらくらするほど強きよう烈れつな匂においを放っている。

　──な、なに、この匂いは？

　今まで嗅かいだことのない甘さと、切なさをかき立てるような匂いがする。その匂いにナイティスは、なぜか全身の毛がぞわりと逆立つような感覚を覚えた。

「エギは俺のものなんだ」

　少年は鋭するどい目でナイティスを見た。顔立ちは整ってるとも言えるが、目ばかり大きく、白いぽっきり折れてしまいそうな肢し体たいとは不ふ釣つり合いに見えた。

「もしかして、あんたがナイティス？」

　険しい顔でこちらを見ている少年に、ナイティスははっと気づいた。エギの駆け落ちの相手、種器の者はこの少年なのだ。「淫いん売ばい」と聞かされ、思い描えがいていたのとは全く違ちがう風ふう貌ぼうだった。艶えん冶やな魅み力りよくで人を虜とりこにするようなところはなく、ひとりでひっそりと誰にも会わずに暮らしている人間のように寂さびしげに見えた。

「部屋に戻っていろ！」

　聞いたことのないような大声でエギが叫さけんだ。少年が叫び返す。

「こいつが、あんたが俺を抱くときにいつも呼んでいるナイティスか！」

　少年の口をふさぎたそうな様子でエギは、「黙だまれっ！」と怒ど鳴なりつけた。

「確かに美形だな。でもあんたが魂たましいを持ってかれるほどの相手には見えないな。まだ子どもじゃないか」

　少年は口を尖とがらせてエギに向かう。ナイティスは呟いた。

「エギ殿、どうして？」

　エギの表情は暗あん鬱うつとしていた。

「お前を穢けがすくらいなら、自分が堕おちた方が良かったのだ」

　エギの口からそんなことを聞きたくなかった。誰よりも優すぐれた僧であり、僧院内での未来が約束されていたはずのエギが。エギは哀かなしい目をしてこちらを見ている。

　ナイティスは聞いてはいけないことを聞いてしまったという衝しよう撃げきと哀しみに、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。やがてナイティスはエギに向かって頭を下げ、そのまま反対の方向へ背を向けて歩き出した。

　重い足取りでナイティスがヒラス派の僧院を訪れると、穏おだやかに同どう朋ほうを歓かん迎げいしてくれ、そのまま一夜の宿のもてなしにもあった。王宮の図書館に籍せきを置き、勉学することになる話になると、そこの僧侶たちは誰もが羨うらやましそうな顔をした。

「百万の図書があると申しますよ、王宮の図書館は！」

　壮そう麗れいな石造りの宮きゆう殿でんにもみまごう建物に、ナイティスが見たこともないほどの多くの書物が収められているという。

「ヒラス派の聖典だけでひとつの分類となって、大きな棚たなに並んでいるのですよ。まったく素す晴ばらしいところでした」

　一度図書館を訪れたという年配の僧そう侶りよは、自分のことを自じ慢まんするかのように言った。僧侶たちと話をしているうちは楽しかったが、小さな客用の部屋でひとりになると、ナイティスの心は再び曇くもった。エギはなぜあの少年と駆かけ落ちしたのだろうか。

　そしてエギの顔の翳りが気になって仕方がなかった。少年が口走っていた言葉の数々を、ナイティスは思い出したくなかった。伴侶を得たと言っていたはずのエギは……幸せそうには見えなかったのだ。

『お前を穢けがすくらいなら、自分が堕ちた方が良かったのだ』

　最後、エギは確かにそう言っていた。見たこともない暗い表情だったエギを思い、ナイティスの心は哀しみにふさがれた。







第２章







　乗り継いだ馬車はエギがいた町を出て幾日か走り、ついにソディアの王都が見えてきた。エギのことを思い出しては心が重くなっていたナイティスだったが、王都に近づくにつれ生来旺おう盛せいな好こう奇き心しんがむくむくと湧わいてきた。ナイティスは見たこともない大きな都市を目にし、ささいなことでも見落とすまい、と大きな瑠る璃り色いろの瞳ひとみを見張っていた。

　城門を入ってから、今まで見たものとは比べ物にならないほど賑にぎやかな大通りが続く。通りの行く手に、王宮に入るためのさらに大きく立派な門が見えてきた。

　王宮の辺りを出入りする人々は、身なりからしてイクシの村人とは違う。門の両りよう脇わきに立つ衛兵ですら、槍やりを持ったいかめしく豪ごう華かな格好をしていた。王宮近くに入るには身分の証あかしを見せなければならない。ナイティスは衛兵に、僧そう院いん長から王宮図書館の司書長に宛あてた手紙を見せて入った。

　王都の中心に聳そびえる白い王宮は、つややかな白い丸屋根が陽ひ射ざしを受けて眩まぶしく輝かがやいて見えた。ナイティスは呆然と立ちすくみ、長い時間をかけて王宮を眺ながめた。数えきれないほどの飾かざり窓と浮うき彫ぼりのある大きな扉とびらを持つ王宮は、いくら見ても見み飽あきぬ見事さと美しさだった。

　最も高く大きく壮麗な白い石造りの建物が王宮、王宮のすぐ横にある尖せん塔とうに囲まれた荘そう厳ごんな建物がアレト教カダイ派の寺院だった。カダイ派はこの国で最も大きい宗派だった。

　ナイティスは話には聞いていたが、初めて見るカダイ派の寺院を前に、再び立ち尽くしていた。建物も王宮についで豪ごう壮そうであり、清貧を旨むねとするヒラス派とは違って、僧たちの僧そう衣いも紫むらさきや緑に金の縁ふち飾かざりという彩いろどりが華か美びに思えるくらいだった。

　ナイティスは王宮内にある小さなヒラス派の僧院に滞たい在ざいし、勤めと勉学のために図書館に通うことになっていた。王宮やカダイ派寺院を通りすぎながら、広々とした王宮の庭に咲さき乱れる美しい花々をナイティスは感かん嘆たんの眼まな差ざしで見つめた。花ひとつですら、イクシの谷で見たことのないものばかりだった。

　庭師にヒラス派僧院の場所を訊きき、やっと僧院にたどり着いた。どこにあってもヒラス派僧院は飾り気のない灰色の石造りで、墨すみ染ぞめの衣ころもの僧たちが庭にある畑を耕したり、薬草を摘つんだりしている。ナイティスはその光景にほっと心なごんだ。

「おお、よう来られた」

　挨あい拶さつに伺うかがうと、ヒラス派の僧院長は背のこごんだ穏やかそうな老人で、ふたつの目だけが生き生きと力強く輝いていた。

「エギ殿どのから急に代わられたとか」

「はい。ナイティスと申します」

　イクシからの手紙を読んだ僧院長がエギのことを聞いてこないので、ナイティスはひそかにほっとした。

「ナイティス殿は聖ヒラスの『青の書』の写本をしたいということか」

　ナイティスはうなずいた。イクシの僧院にある、聖ヒラスが信しん仰こうと暮らしについて綴つづった『青の書』は、時につれ文字が薄うすくなってきており、ナイティスが読もうと思って開いたとき、あるページが読み取れなくなっていたのだ。

　ナイティスは王宮図書館にある『青の書』を見て、写しを作ろうと思っていた。それ以外にも書の司つかさに託たくされた聖ヒラスの著書の目録を確かく認にんし、王宮にしかない本があればイクシの僧院に置くための写本を作るつもりだった。

　エギは図書館付きと言っても、おそらくは王宮内の人々との人脈づくりを期待されていただろう。しかし突とつ然ぜんここに来ることになった自分には、そこまでの役割は求められていないはずだった。ナイティスは自分にできることを考えると、聖ヒラスの文ぶん献けん目録と写本を作成することが第一だと考えていた。

「少し休んだら、一いつ緒しよに図書館へ行こう。書の司には私もお目にかかりたい」

　僧院長に連れられて、ナイティスは王宮図書館に向かった。図書館は王宮の建物に比べると古びていたが、城のように大きくて立派だった。王都に来てから、自分は首が痛くなるほど上ばかり見ている、とナイティスは少しおかしくなった。

　磨みがかれた石の玄げん関かんも立派で、白いまぐさ石にはアレト神の物語が刻み込まれていた。この美しい図書館に毎日通えるのか、とナイティスは久しぶりに心が躍おどった。中へ入ると一層気持ちが昂たかぶった。

　部屋の天てん井じようまで届く大きな書しよ架かが壁かべを埋うめ尽くし、古びた革かわ装そう幀ていの本がぎっしりと並んでいる。天井には星座が描かれ、上方には天窓があり、光が差し込んでいた。書架は部屋の中にも林のように立ち並んでおり、その合間にある大きな木の机には、学生や学がく僧そうらしき姿がちらほら見受けられた。

　瑠璃色の大きな目を見張り頰ほおを紅潮させているナイティスを見て、僧院長は微笑ほほえんだ。

「素晴らしいだろう。この国一番の図書館だ」

「本当に素晴らしいです。生きているうちに読みつくせないほどの本の量ですね……！」

　そしてはっと気が付いたようにナイティスは言った。

「こんな沢たく山さんの本から、どうやって自分の読みたい本を探すのですか？」

　僧院長が説明しようとしたとき、後ろから声がかかった。

「ここの説明は私からすべきじゃないかな？　僧院長殿」

　振ふり返ると、墨すみ染ぞめの僧そう衣いを着た背の高い瘦やせた男が立っていた。

「ああ、書の司殿。紹しよう介かいしよう、イクシの谷の僧院から来たナイティスだ」

　ナイティスは名乗り、深々とお辞じ儀ぎをした。

「ここの書の司のフィグレンだ。私も君と同じヒラス派の者だ」

　顔つきは厳しかったが、話してみると、フィグレンはそれほど怖こわい人間でもなさそうだった。

「本を探すときはまずこの本を見る」

　フィグレンは大きな本を取り出した。ページのところに小さな見出しがついていて、『ヒラス派』と書かれたところを指さした。

「ヒラス派について書かれた本はここに集めてある」

　そのページには本の題名と著者の名前がずらりと書かれていた。

「書いた者の名前で調べるときはこの本を使う」

　フィグレンは別の本を取り出した。そこの見出しには人の名前がある。

「本のことを書いてある最後の部分に、番号があるだろう。これが書架の番号で、その下の段の番号の順番に本は並べられている」

　ナイティスのいた僧院はここまで本は多くないので、このような立派な目録というものはなく、古くて大事な聖典から順番に並べているだけだった。

「ここの順番は古いものからじゃないのですね」

「ここの分類は主題による。聖典から始まり、法律書、歴史書、技術書、音楽書、物語と並んでいる」

「物語？」

　ナイティスは首を傾かしげた。

「ああ、イクシの僧院には物語の本が置いてないのだな。聖典にあるたとえ話にも似ているが、もっといろんな話がある。ほら、炉ろ端ばたで語り部べが昔の勲いさおしを語るだろう。あのような遠い昔の話や作り話を集めたものだ」

　冬の長い夜に旅の語り部を囲んで聞く話が、ナイティスは大好きだった。昔の英えい雄ゆうや王、王子や王女の話。目を輝かせるナイティスに、フィグレンは小さく釘くぎを刺さした。

「物語もたくさんある。だが、そればかり読むのに夢中にならぬようにな」

「もちろんです」

「いつも大変なのだ。物語に没ぼつ頭とうして、本来の勉強を忘れ果ててしまう者がいる」

　物語とはそれほど面おも白しろいものなのだ。ナイティスは誘ゆう惑わくに気を付けようと心に誓ちかった。

「ナイティスは『青の書』の写本を作りたいそうだ」

　僧院長が口を添そえてくれた。

「では写本の作り方も学ばなければ」

　フィグレンは写字僧そうのいる部屋に案内してくれた。何人もの僧が一心に机に向かっている。

「内容だけを写す写字もあれば、ほれ、このようにそっくりそのまま絵も字も写していくものもある」

　見せてくれたのは、古い見事な彩さい色しき画がのある本を、筆ひつ跡せきもそのままに細い筆で写し取っているところだった。他ほかにも線せん描びよう画がを描えがく者、彩色を施ほどこす者もいる。本に関かかわるあらゆることを学べそうだ。ナイティスは嬉うれしさに心躍った。

　フィグレンと僧院長と別れたナイティスは、夕べの祈いのりの鐘かねが鳴るまで、ひとり書架の間を逍しよう遥ようした。聖典の書架の間をめぐり、聖典の背を眺めているだけで夕べを迎むかえそうだった。

　やがてナイティスは歩き疲つかれ、机のあるところへ行って座ってみた。ぽつりぽつりと座っているのは王立大学の学生なのだろうか。みな育ちのよさそうな上品な顔立ちの若者で、贅ぜい沢たくな衣装を身に着けていた。

　ナイティスは書架を巡めぐっていたときに手にとった本を、机の上で開いた。天窓から落ちてくる光が自分の頭ず巾きんを深い影かげにしてしまい、読みにくい。ナイティスはマントの頭巾を下ろした。一いつ瞬しゆん、何かざわつくような物音が聞こえた気がしたが、ナイティスはすぐ本に没頭した。百年も前に書かれた、聖ヒラスの生おい立ちについての本だった。

　しばらくは夢中で本を読んでいたが、ナイティスはすぐ隣となりの席に誰だれか座ったのに気が付いた。しかもその視線がじっと自分に注がれているような気がした。目を向けると、こちらを見つめる青年と目が合った。青年はにっこりと笑いかけてくる。

「やあ、初めて見る顔だね。その墨染めの衣はヒラス派だろ」

「はい」

　ナイティスは短く返事をして、続けて本を読もうとした。が、青年は明らかに自分を見つめ続けている。ナイティスは落ち着かなかった。それに青年が声をかけてきた。

「ヒラス派の僧ということは男の子なのかい？」

「男の子という年ではありません。私は成年を過ぎています」

　この国の成年は十七の年だった。それを過ぎれば一人前の男なのだ。ほっそりと華きや奢しやな体つきと少女のような容よう貌ぼうで、なかなか一人前扱あつかいしてもらえないが。

「普ふ通つうの男にはとても見えない。種しゆ器きの者に見えるんだけど」

　ナイティスは慌あわてて頭巾をかぶった。うっかり顔をさらしていた、そのせいか、と唇くちびるを嚙かんだ。

「そんな、怖がらなくていいよ。仲良くしよう」

　青年は言葉をかけてきたが、ナイティスは本を持って席を立った。また種器の者扱いだ。トールやエギのことが苦く思い浮うかんできて、ナイティスは足早に書架の間を歩いた。と、驚おどろいたことに青年が追いかけてくる。こんなところで走るわけにもいかないのに、とナイティスは書架の間をぐるぐると歩きまわった。

「逃にげないで。話をしよう」

　青年はまだ後をついてくる。ナイティスは本を書架に戻もどし、外へ逃げようと心を決めた。男の腕うでが伸のびて自分の腕をとらえようとする。ナイティスは思わず小走りに走りだそうとし、書架のところに立っていた人間とぶつかりそうになった。

「何をしている！　図書館で走っては危ない」

「も、申し訳ありません」

　謝りながらも、その若い、まだ少年のような声に顔を上げて、ナイティスは激しく驚いた。息を吞のむほど美しい、背中まで垂れさがる金色の髪かみ、碧あおい目の少年が立っていた。

　身長はナイティスより少し高いくらいだが、威い風ふう堂どう々どうとして自然と人の頭こうべを垂れさせるような威い厳げんがあった。瞳ひとみの色によく合う青いマントを着た身なりも、ナイティスを追いかけてきた青年に比べて格段に豪ごう奢しやだった。

「お前は兄上のところに来た種器の者か。なぜ僧そう衣いを着ている？」

　少年は眉まゆを上げて訊たずねてきた。ナイティスは当とう惑わくしながらも、この少年が尋じん常じような子どもではなさそうだと確信を持った。　>>>♥

「ヒラス派の僧そう院いんでは、お前のような種器の者にも僧衣を着せるのか」

　少年は無ぶ遠えん慮りよなくらい真っ直すぐに問いかけてきた。

「わ、私は種器の者ではありません」

　心臓が早はや鐘がねのように鳴った。少年は驚いたように目を見開いた。

「乙おと女めのような顔をしているのでそうかと思ったが……悪かったな」

　謝りながらも、いぶかしそうにナイティスの顔をまじまじと見る。

「種器の者の匂においもわずかに感じるが……本当に違ちがうのか」

　匂い？　ナイティスはどきりとしながらも首を横に振った。

「俺はお前が種器だと感じたのだが」

　少年は首をすくめた。ふたりの様子を離はなれたところから青年が窺うかがっていた。青年に向かって、少年は言葉をかけた。

「おい、お前、お前はなぜこの人を追いかけていたのだ」

　いきなり声をかけられて、青年は跳とび上がった。

「は、シグレス王子様、あ、あの、この人があまりに綺き麗れいだったので」

　ナイティスは跳び上がりこそしなかったが、王子という呼びかけに仰ぎよう天てんした。この美び貌ぼうの少年は王宮に住まいする王子らしい。

「ふむ、別に種器だから追いかけていたわけではないのだな。ここは王宮だ。貴き種しゆに生まれ付いたものが多い。俺も感じたし、種器の匂いに引き付けられたのかと思ったのだが」

「私は種器の生まれではございません」

　ナイティスは王子への敬意が薄うすれない程度に、きっぱりとした口調で言った。

「さきほどは王子様とは知らずぶつかってしまい、誠まことに申し訳ございませんでした」

　深々と頭を下げ、いつの間にか後ろに落ちていた頭巾をかぶった。

「無礼者！」

　いきなり、後ろから大きな声の𠮟しつ責せきとともに頭巾をずり下ろされ、ナイティスは悲鳴を上げた。

「王子の前で許しもなく被かぶり物をするとは」

　振ふり向くと、見上げるほど背の高い黒ずくめの偉い丈じよう夫ふが立っていた。驚きと恐きよう怖ふに震ふるえていると、シグレス王子は闊かつ達たつな口調で言った。

「構わぬ。その綺麗な顔を隠かくしておかないと、学生連中がうるさいだろう。遠慮なくかぶるがよい」

　そして黒い偉丈夫の従者を連れ、長い金きん髪ぱつをなびかせるように立ち去った。その姿が書しよ架かの向こうへ見えなくなると、ナイティスはへたへたと座り込みそうになった。










「シグレス様とな？　『碧あおの王子』にお目にかかれたか。それは良かった」

　ヒラス派僧院の慎つつましい夕食の席で、フィグレンは水で薄めた葡ぶ萄どう酒しゆを手に笑った。

「今年十六の年を迎えられたが、たいそう聡そう明めいで面白いお方だ。あの年ですでに大学の上の階級で学び修めておられる。本がお好きで図書館に理解がある。何かにつけ我々の味方をしていただける」

「味方？」

「図書館に本を購こう入にゆうするための援えん助じよをくださったり、人を雇やとうための口くち添ぞえをしてくださる。ご兄弟の中では一番お若いが、一番もののよく分かったお方なのだ」

　フィグレンがそう言うなら、きっとそうなのだろう、とナイティスはいかにも怜れい悧りに見えた空の色のような碧い目を思い浮かべた。衣装の色といい、『碧の王子』という呼び名は彼にぴったりだった。

「シグレス王子様は他にご兄弟がいらっしゃるのですね」

「ああ、兄君がお二方、姉君がお一方、この方はすでに隣りん国ごくに嫁とつがれた」

「王子様たちは図書館によくいらっしゃるのですか？」

「いや、シグレス王子以外は滅めつ多たにお越こしはない。上の兄君のイザリク王子は病弱であまり王宮の外へは出られない。二番目の王子は」

　フィグレンは言葉を切ると、少し言いにくそうな表情になった。何か問題でもある王子なのだろうか？　ナイティスがその顔を見守っていると、フィグレンは酢すを飲んだような顔で言った。

「二番目のガイナス王子は武芸には秀ひいでておられるが、勉学をお好みにはならない。貴種としてのご性質がやや過ぎるのだ」

　貴種としての性質？　ナイティスは首をかしげたが、次の言葉にぎょっとした。

「シグレス王子より五つほど年かさなだけだが、すでに自分の宮に沢たく山さんの種器の者を召めし抱かかえておられるのだ。後宮に種器の者を数多く侍はべらしているうえに、さらに種器の者を見つけては召し出される」

　種器──トールとの事件以来、自分の身近で何度この言葉を聞いただろう。ナイティスは不ふ吉きつな予感にぞくりとした。今日もまた間ま違ちがえられたのだ。それを思い出して、はっとした。何かと種器の者に間違われる自分は、この王子に出会わないように気を付けなければ。

　ガイナスの王子という身分の高貴さと種器の者を漁あさる好色さの取り合わせが異様に感じられて、ナイティスは思わず眉を顰ひそめていた。

「お世よ継つぎとなられるのは、イザリク王子様なのでしょうか」

「世の常ならそうだ。しかしイザリク王子は本当にお体が弱く、ほとんどお歩きにもならないのだ。いざというとき国を率い、戦いに乗り出すのが王だ。果たしてそのお役目が務まるかどうか。この国はふたつの大国に接し、決して安あん寧ねいとは言えないのだ」

「ではガイナス王子様でしょうか」

　と言いつつも、種器の者を後宮に集めるという漁色家の面を聞くと、どうしても気持ちが穏おだやかでいられない。

「ガイナス王子は戦場では鬼き神じんの生まれ変わりのように勇ましいと評判だが……愛のない御お方かたなのだ」

　愛のない……その言葉の冷たい響ひびきに、ナイティスは再び身を震わせた。

「神の無む償しようの愛を奉ほうじる、我々ヒラス派をいつも嘲あざけっておいでだ」

「ではシグレス王子様にこの国を治めていただきたいものです……」

　ナイティスはついそんなことを言ってしまい、はっと口を押さえた。フィグレンは苦い笑いを浮うかべた。

「王都に来たばかりのナイティスにももう分かってしまったか。しかしシグレス王子は三番目の御み子こだ。しかも母はは御ごのご身分は高いが隣となりの国のお生まれなのだ。この国での後ろ盾だてがない。ガイナス王子の母御は、この国の大臣の娘むすめで、その兄は将軍、カダイ派の僧院長が弟だ」

　フィグレンは、白はく王おう宮きゆうと呼ばれる、王都の中で一番大きな宮きゆう殿でんに王と正せい妃ひとその息むす子こであるイザリク王子が住み、赤せき宮ぐうと呼ばれる白王宮の西にある宮が赤宮妃ひとその息子であるガイナス王子、青せい宮ぐうと呼ばれる東の宮が青宮妃とその息子であるシグレス王子が住んでいることを教えてくれた。

　それぞれの宮の色をしるしにしているので、シグレス王子は青い衣装を身に着けていたのだ。それは美しい金髪の彼にたいそうよく似合っていた。

　食事を終えると、ナイティスは自分に与あたえられた小さな部屋に引き上げ、旅の荷物を広げながら、昼間の出来事を思い出した。

　図書館でしつこく声をかけ自分を追いかけてきた青年は不ふ愉ゆ快かいだったが、シグレス王子にお目にかかることができた。ナイティスは再び王子の姿を思い浮かべた。天窓から落ちる光に金色の髪が輝かがやいていた。聡明そうにきらめく碧い目。語り部べの話に出てくる天の御みつ使かいのように、素す晴ばらしく美しい少年だった。

　──また図書館でお目にかかれる日があるだろうか。

　ナイティスは久しぶりに美しい夢が見られそうだ、と微笑ほほえみながら床とこに就ついた。










　翌日からナイティスは写字生たちに教わりながら、写本作りにいそしんだ。貴重な聖ヒラスの著書は図書館の奥の貴重な図書を置く貴重書庫に収められているので、まだ見ることができない。写本作成の腕うでを磨みがいてからということになった。

　写本の作業に疲つかれると、ナイティスは最初に連れていってもらった目録室で、聖ヒラスの著作の目録を調べたり、どの本がイクシの僧そう院いんに必要か、写すべき本を選定する作業を行っていた。

　午後は夕べの祈いのりが始まる前に一息入れる時間を設けて、書架の間を巡めぐった。あまりにさまざまな本があることにナイティスは驚おどろいていた。中でも最初の日、没ぼつ頭とうしすぎないように、と釘くぎを刺さされた、物語の置いてある書架に心こころ惹ひかれていた。聖典や法律、科学などの書と違って、美しい挿さし絵えと生き生きとした人々の生きざまが描えがかれている。

　ことに王子と王女が出会い、引き裂さかれては再び巡り合う、美しい恋こいの物語の本がたくさんあった。ナイティスはイクシにいた昔から、語り部の話を聞くときも、実は恋こい歌うたが一番好きだったことを思い出した。僧そう侶りよの身でありながら恋こい物もの語がたりを読みたがるとはと、やましく思う気持ちはあるのだが、どうしても読みたくなる自分を抑おさえられない。

　小さな愛らしい金色の草花の模様が押された赤い革かわの本を、そっと手にとって開いてみる。身分を偽いつわって城の外へ出てみた姫ひめが、美しい青年に出会ったとき、ナイティスまで胸がどきどきとした。書架と書架の間の狭せまい空間に立ったまま、ナイティスは見知らぬ青年に胸焦こがす姫ひめ君ぎみの運命を夢中になって読んでいた。

「何を立ち読みしておるのだ」

　不意に声をかけられて、ナイティスは大事な本を取り落としそうになった。目の前に金髪の少年が立っている。本の内容について何か言われたくなく、思わず体の後ろに隠そうとした。

「なぜ隠すのだ」

「ごらんになるほどのものではありません」

「ここの書架のものなら物語の類たぐいだな。ヒラス派の僧であるのに、意外なものを読んでいるんだな」

　シグレスはどこか面おも白しろそうに言った。

「もっと固い本ばかり読んでいると思ったら」

「い、今は休きゆう憩けいをとっております」

「何を読んでいる？」

　いきなりシグレスが手を伸のばして、後ろに隠した本を奪うばい取った。

「お返しくださいっ」

　ナイティスが奪い返す前に、シグレスは表紙に書かれた本の題名を見てとっていた。

「ほう、恋物語だな。僧侶のくせにこういう本を好むのか」

　ナイティスは恥はずかしさで頰ほおを真っ赤に染めた。

「悪い本ではない。姉上がお好きだった」

　シグレスをちらりと見ると、ふと遠くを見るような目をしていた。

「姉上はこのような姫君がよその国の王子と恋をして結ばれる話がお好きだったが、ご自分はずいぶん年上の王のところへ嫁いでいかれた。そのとき、このあたりの分類にある本を置いていかれたのだ」

　そして本を指さした。

「その模様の草花は姉上のおしるしだ。お好きな本も持たずに嫁いでいかれたのだ」

「お、王子様はこの本をお読みになりにいらしたのですか？」

「俺が図書館へ来たのは、教きよう理り問もん答どうの準備のためだ。十七の年にアレト教の各派と教理問答を行い、まず一人前の学問を修めていることを認められ、その後一年かけて諸国を巡る旅をし、成年を迎むかえるのが、この国の王子の行うべき儀ぎ式しきだ」

　シグレスはもうすぐ十七になるのだ。美しい少年王子の横顔を眺ながめながら、ナイティスは気が付いた。

「教理問答の本でしたら、こことは全然違ちがうところにございます」

　そしてその分類のある書しよ架かの方へ案内しようとした。

「知っている。もう選んで、ケディンに必要な本は宮へ貸し出す手続きをとってもらっているのだ」

　ケディンはシグレスに付いている黒衣の偉い丈じよう夫ふだった。初めてシグレスに出会ったときに一いつ緒しよにいた騎き士しだ。シグレスにはもうひとり、クランという名前の、こちらは白ずくめの男が警護についていた。彼らは白しろ騎き士し、黒くろ騎き士しと呼ばれているのを、いつしかナイティスも知るようになっていた。

　クランは褐かつ色しよくの長い髪かみを束ね、秀ひいでた額を見せた、白の似合う気品のある男だった。ケディンは同じように長く髪を伸ばしていたが、黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみ、黒装しよう束ぞくの姿は、クランとは対照的だった。

「では、王子様もこの分類のところにある物語をお読みになるのですね」

　王子も自分と変わらなかったことに安心して、ナイティスは微笑んだ。

「俺はこんな女子ども用のものは読まないが」

　とたんにナイティスの微笑が消えたが、シグレスは面白そうに続けた。

「最近、大学で評判の書の司つかさを見に来たのだ」

「フィグレン殿どのでしょうか？」

　書の司フィグレンなら、いつもこの図書館の自分の部屋におり、会うのはそう珍めずらしいことでもないのに、とナイティスは思った。だが、次のシグレスの言葉にぎょっと驚いた。

「今、学生たちの間で評判の書の司は、イクシの谷から来たヒラス派の僧侶で、聖ヒラスについてはずいぶん文ぶん献けんを読み込んだ勉学の徒らしい。午前中はだいたい写字室で写本を作っている。午後になると聖典を見ているふりをして、物語のある書架のところまでそっと移動して──」

「そ、そんなことはございません！」

　慌あわててナイティスは声を上げた。

「立ち読みをしている、と聞いたのだ」

　シグレスは澄すまして続けた。確かに自分は夢中になって物語を立ち読みしていた。ナイティスは弁解もできず頰に血の色を上らせた。

　恥ずかしさに言葉を失っているナイティスに向かって、シグレスは朗ほがらかに言った。

「お前の立ち読みは目立つぞ。借りて行って自分の部屋で読んだらどうだ」

「……」

「皆みなには、みだりにお前に声を掛かけぬように言ってあるから、気が付いてないのだろうが」

　ナイティスははっとした。初めて図書館に来た日に青年に付きまとわれて以来、図書館では気を付けているから、誰だれも声を掛けてこないのだと思っていた。実はそれはシグレスからの注意があって、学生たちが遠えん慮りよしているのだろうか。

「……これからは気を付けます」

　僧侶である自分が図書館にある恋物語を借りることに、気が引けていたのだった。それでも立ち読み姿を皆に見られるよりはいいから、借りてみよう、とナイティスは思った。

「今度、俺にお前の好きな物語を薦すすめてくれ」

「わ、私の好きな物語はお読みにならないのでは？」

　ナイティスは戸と惑まどいながら返した。シグレスの目がいたずらっぽく輝かがやく。

「教理問答の本に飽あきたときに面白いものが読みたいのだ。本当に面白いと思うものを頼たのむぞ」

　沢たく山さんの本を借り出した黒騎士のケディンが戻もどってきた。じろりとナイティスに鋭するどい視線を向ける。白騎士のクランはいつも優やさしい目を向けてくれるが、最初に出会ったときから黒騎士にはよく思われていないようだ、とナイティスは心の中でそっとため息をついた。

　ずっと立ったままこっそり読んでいた本を借りて、部屋に持って帰った。夕べの祈りが終わり夕食を摂とった後、部屋の中で読みふけった。話の中に美しい王子が登場してくると、自然とシグレスの姿が思い浮うかんでくる。

　流れる黄金を思わせる髪、大理石のような肌はだ。瞳は空の碧あお。物語の美しい文章がそのまま当てはまるようだった。ナイティスは物語の中にどんな美しい王子が出てきても、シグレスにはかなわないような気がした。










「明日、シグレス王子が図書館の貴重書庫に入って、聖ヒラスの書しよ櫃ひつをご覧になる。滅めつ多たに人に見せるものではないので、お前も見学しなさい」

　フィグレンの言葉に、ナイティスは目を輝かせた。聖ヒラスの書櫃には、いずれ写本させてもらおうと思っている『青の書』も入っている。貴重な原本を閲えつ覧らんできる良い機会だった。

　当日は図書館の最さい奥おうにある貴重書庫へシグレスと白騎士黒騎士、大学で王子の教授をしている学者を案内した。

　二重の扉とびらを開けて中へ入ると、ひんやりして薄うす暗ぐらい。口元を覆おおい、手を清めたフィグレンが、厚地の布の上に書櫃を置き、丁てい寧ねいに一冊ずつ本を取り出した。この書櫃に入っているのは、聖ヒラスが亡なくなるまで手元に置いていた本と書簡だという。

　青い革表紙の大きな『青の書』を、フィグレンが恭うやうやしいまでの慎しん重ちような手つきで開いた。ナイティスはため息をついた。聖ヒラスが自ら信しん仰こうと僧そう侶りよの生活について書いた、ヒラス派の聖典中の聖典だった。『青の書』以外にも、書櫃の中には聖ヒラスの手しゆ稿こうや書きつけのある本が沢山入っていた。

　聖ヒラスが実際に読み、書き込みをした痕あとがあるのかと思うと、ナイティスは何とも言えぬ厳おごそかな気持ちになった。本の余白のページにびっしりと書き込まれている文字は繊せん細さいで、以前、イクシの僧そう院いんで見た聖ヒラスの手しゆ跡せきを思い出した。

「これはなんだ？」

　同じく口元を覆ったシグレスが、冊子から落ちた紙し片へんを手にとった。ナイティスは目にして驚おどろいた。今まで見ていた墨すみで書かれた白いページとは異なり、鮮あざやかな色しき彩さいで男の姿が描えがかれている。

「これが聖ヒラスの肖しよう像ぞうなのですか？　俗ぞく世せにおられた頃ころの」

　こちらを向いた凜とした男の顔を見て、ナイティスはフィグレンに問うた。勇ましい甲かつ冑ちゆうを身に着けた騎士の像だった。

「いや、聖ヒラスはもっと優しげな顔の像しか見たことがないが……」

　フィグレンは紙片を凝ぎよう視ししながら答えた。ナイティスの知る聖ヒラスの石像や画像も、頭ず巾きんから細い顎あごが覗のぞき、優しい目をしているものだった。

「聖ヒラスは種器の者であったという話が、オーランには伝わっている。聖ヒラスはオーランからソディアに来たのだろう？」

　ナイティスは驚きに目を見張った。今まで僧院で聞いたことがない話だ。

「そんな……そんな話は聞いたことがありません」

「俺の母上はオーラン出身だから、何度か聞かされたことがある。オーランでは有名な話なのだそうだ」

　シグレスの言葉に、ナイティスはかぶりを振ふった。信じられなかった。

「それに種器の者は僧侶になれないと……」

「そのため、聖ヒラスは去勢したという話だ」

　ナイティスは絶句していたが、フィグレンは憮ぶ然ぜんとした表情で怒おこる様子もない。自分が知らないだけでみんなが知っていることなのだろうか？

　ナイティスはいきなり聞かされたことに戸惑うばかりだった。俗ぞく人じんだった頃の聖ヒラスの人となりがどのようであったかなど、考えたこともなかった。

「きっとこれは俗世のときの恋こい人びとですよね、先生」

　シグレスは屈くつ託たくなく、傍かたわらの教授に訊きいている。教授も当とう惑わくしているのか、口の中で何か呟つぶやくだけで、決定的なことは言わない。

「母上にお見せしたい。きっと喜ばれるだろう」

「なぜですか？」

　ついナイティスは口にした。シグレスはナイティスを見て答えた。

「母上はオーランの王家にいたときから、聖ヒラスについての物語を集めておられたのだ」

「物語？」

　聖ヒラスが聖人になったという物語なのだろうか。問いかけるナイティスに向かって、シグレスは首を横に振った。

「オーランの騎士と種器の男が番つがいとして結ばれたが、騎士は戦いくさで亡くなり、残された男は自ら去勢して僧侶となった。そういう物語だ」

「それは本当のお話なのでしょうか」

「オーランには伝わっているが、ソディアではむしろ話すのを禁じられたのかもしれない。聖ヒラスの神格化には邪じや魔まなものだろう」

「邪魔……」

　オーランもソディアも同じアレト教を信仰するものが多く、両国の王家もアレト教の信者だ。王家以下、宮きゆう廷ていにはカダイ派を信仰する者が多いと聞くが、シグレスの母は小さな宗派であるヒラス派を信仰していたのだろうか。ナイティスが尋たずねると、シグレスはかぶりを振った。

「オーランの宮廷は文芸や本作りが盛んで、母上はお気に入りの物語を集めておられたのだ。中でもお好きなのが、聖ヒラスが俗世にいた頃ころの話だった」

　自分が深く信仰するヒラス派の教理を作った聖ヒラスに、まさかそのような過去があったとは知らなかった。ナイティスはその物語を読みたいような読みたくないような、両方の思いが同時に湧わいた。

「興味があるなら、貸してやろう。ただし熱ねつ烈れつな恋こい歌うたが入っているらしいぞ。俺は読んだことがないが」

「……」

「母上は聖ヒラスの物語など気に入った話を集めて、青色の革かわの装そう幀ていの本に作っておられる。それは見事なものだ。お気に入りなので、それは王宮図書館には置かず、青せい宮ぐうの図書室に置いてある」

　そんな美本なら、一目でいいから見てみたい。ナイティスが内心うずうずしているのに気が付いているのか、シグレスはうれしそうに語った。

「この騎き士しの絵をお見せすると、また新しい本を作りたいとおっしゃるだろう。好きな物語を選んで、絵師に挿さし絵えを描かせ、製本師に装幀をさせ、お好みの本を作るのが、母上の一番の趣しゆ味みなのだ。とにかく本のことになると夢中になられる」

「ご本を読まれるのが一番お好きでいらっしゃるのですね」

　シグレスはうなずいた。オーランから嫁とついだ青せい宮ぐう妃ひは人前に滅多に姿を現されないという噂うわさを、ナイティスも耳にしていた。

　人前に出ようとせず、本に囲まれて過ごしているらしい青宮妃に、ナイティスは親しみを覚えた。いつか図書館でお目にかかれるやもしれない。ナイティスはそれを楽しみに待つことにした。










　シグレスは大学の帰りなのか、夕べの祈いのりの時間の前に、しばしば図書館を訪おとずれた。ナイティスは午前中は写字室で写本作成に没ぼつ頭とうしていたが、午後は図書館内の貸し出し机の当番や図書を書しよ架かに戻す作業をしているため、シグレスの姿を見かけることが多かった。シグレスもまたナイティスを見つけると、必ず声をかけるのだった。

「お前に青宮の本を見せてやろうと思って持ってきたぞ」

　シグレスの言葉に、ナイティスは目を輝かせた。装幀が美しいと聞く青宮の本。シグレスの荷物を持つケディンが荷に袋ぶくろの中から本を取り出し、シグレスに渡わたした。

「なんて美しい」

　思わず感かん嘆たんの言葉を洩もらした。紫むらさきを帯びた濃こい青、瑠る璃り色いろの革の装幀によく映はえる金の文字で表紙に題が書かれていた。

「外側より中が見事なのだ」

　ナイティスはシグレスから押し頂くように受け取り、そっとページを開いた。文頭が美しい飾かざり文字で書かれ、続く文字も見事なものだった。

　章の初めには彩さい色しきされた挿絵があり、その絵え柄がらも実に美しい。才能ある者が隅すみ々ずみにまで技ぎ巧こうを凝こらしたことが分かる本だった。図書館の中では貴重書庫にしかないような本だ。

「これは……きっと恋こい物もの語がたりですね」

　ナイティスはちらりと内容に目を走らせた。美しい乙おと女めと凜り々りしい若者が、お互たがい名乗りもせずに夜祭りで出会うところから始まっていた。

「この物語は長いのだ。読みたいか？」

　少し読んだだけでも、惹ひきつけられる出だしで、その内容が気になる。

「読みたい……です」

「では母上に頼たのんで貸していただこう」

「聖ヒラスの物語は貸していただけるのですか？」

　ナイティスは貴重書庫のときのことを思いだした。

「母上があの物語をヒラス派僧そうに見せるのは、冒ぼう瀆とくに当たるかもしれないと心配しておられたから持ってこなかった。聖ヒラスの恋物語だからな」

　冒瀆という言葉に思わずシグレスを見ると、シグレスがいつの間にかひどく自分の近くにいるので、ナイティスはどきりとした。本の挿絵を一いつ緒しよに覗きこんでいるからなのだが、長い睫まつ毛げの碧あおい瞳ひとみが、ありえないほどの近さにあった。緊きん張ちようのせいか、胸がどきどきと鳴ったままおさまらない。

　聖ヒラスの恋、そして冒瀆という言葉のせいなのか、あまりにも近いシグレスのせいなのか。ナイティスは自分の動どう揺ようをごまかすように急いで言った。

「青宮妃様のご本をお借りしてよろしいのでしょうか」

「構わん。母上も自分と同じくらいの本好きがいるのは嬉うれしいだろう」

　本当に嬉しいのかは分からないが、貸していただけるなら、ぜひお借りしたい、とナイティスは頼むことにした。

　次の日、シグレスは青宮妃の所蔵本を持って王宮図書館にやってきた。大事な本を紙に包んだ菓か子しと一緒に無造作に布袋に入れているので、思わずナイティスは非難の声を上げた。

「なぜだ？　母上はいつも物を食べながら読んでいらっしゃるぞ。お前も食べながら読むといいと思って、菓子も持ってきてやったのに」

　愛書家であるのに乱暴な扱あつかいをなさる妃きさきに、すこし呆あきれながらもナイティスは言った。

「大事な本は食べ物と別にして運んだ方がよろしいです。食べながら読むというのはお勧すすめいたしません。手を洗ってから読むものです」

「お前は堅かた苦くるしいな」

「書の司つかさの見習いでございますから」

　堅苦しいと言われ、ナイティスは思わず、つんとした口調になった。そのくせすぐに、王子に向かってこんな口を利きいてしまった、と動揺した。狼狽うろたえるナイティスのことを、シグレスは何も気にしていないようだった。手にした本のページを開いて、賑にぎやかに人々の集つどう祭りの絵を見せた。

「このナトラの夜祭りというのは、今でもやっている祭りだ」

「今もこのように賑やかなのですか？」

「今もこの本と同じように祭りは賑わい、人々が出会うのだと聞くぞ」

　ちょうど開いたページに祭りの夜に出会って抱だき合う男女の挿絵があり、ナイティスはシグレスが何を思ってその絵を見ているかと、思わず頰ほおが熱くなった。だが、シグレスは描えがかれた男女には興味がなさそうだった。

　怜れい悧りな王子は淡たん々たんとナトラの祭りについて説明してくれた。ナイティスはひとつの本をふたりで覗のぞきこんでいると、あまりの近さにまた落ち着かなかった。顔を寄せるシグレスの長い金色の髪かみが、自分の指にかかるくらい近いのだ。

　──金より美しい金色をしている。

　ナイティスはいつしか、本の挿絵より、陽ひ射ざしに輝かがやく金の髪の方を見つめていた。ぼうっとしていると、シグレスの声が自分に呼びかけているのではっとした。

「ナトラは知っているのか？　ナトラは王都から一日ほどかかる大きな街だ。俺はまだ行ったことがないのだが、この祭りのときは市も立つし、踊おどりの行列が練り歩いたり、芝しば居い小屋がたくさん並んだりするらしい」

「そんな楽しそうな祭りなら、ぜひ見てみたいです」

　何の気なしに漏もらした言葉だったが、シグレスはナイティスをまっすぐ見つめた。

「では俺がいつか連れて行ってやろう」

　ナイティスは胸がどきりと鳴った。

「シグレス様が？」

「ああ、ナトラの夜祭りは俺も行ってみたいと思っていた」

　年下の美しい少年が、いったいどんな思いをこめてそんな言葉を発しているのか。ナイティスは再び動揺して、シグレスの顔を真っ正面から見ることができなかった。










　ナイティスが図書館にいると、王子に付いている騎き士し、クランとケディンが横に立ち、シグレスが弓を引いているのが窓から見えた。王宮図書館の近くでわざわざ弓を引くのが珍めずらしく、ナイティスは外に出て見物した。

　シグレスは姿勢良く弓を引いていた。風を切る、ひゅうっと鋭するどい音がし、まっすぐ飛んだ矢が木に掛けた的を射る。いつもは垂らしている金きん髪ぱつを後ろで束ね、瞳を据すえて弓を引く姿が凜々しい。

　王子のそばに立つふたりの騎士のうち、クランは並外れて背が高く、長い褐かつ色しよくの髪を後ろで束ね、秀ひいでた額の下に澄すんだ褐色の瞳、形の良い高い鼻び梁りようを持つ美び丈じよう夫ふだった。三十の年を過ぎていて、剣けんの腕うでと美び貌ぼう、聡そう明めいさで宮きゆう廷ていでも並ぶもののない騎士と言われていると、ナイティスは書の司たちから聞いた。

　クランに比べるとケディンはずっと若く、無口でどこか謎なぞめいた雰ふん囲い気きがあった。ケディンはクランよりやや背が低く、がっしりとした体形をしており、黒い髪も黒い目も厳しく美しい顔を引き立てていた。

「シグレス様は弓がお得意なのですね」

　ナイティスは隣となりにやってきたフィグレンに語りかけた。

「そのようだな」

「いつもここで練習をされるのでしょうか」

「いや、今までシグレス様がここで武芸の稽けい古こをなさるところなど、見たことがないのだが」

　クランが声をかけた。

「シグレス様、弓の次は剣の稽古をいたしましょう」

　シグレスがやや不満そうな顔つきになった。

「剣は青せい宮ぐうに帰ってからでいい」

「せっかく体が温まってきたのですから。ほら、ケディンが相手をいたします」

　ケディンがいつの間にか取り出した稽古用の木ぼつ剣けんを手に、さっさと前へ出る。シグレスは不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で、クランから渡された木剣をとった。

　ケディンが優すぐれた使い手であるのか、シグレスの技量が劣おとるのか、ナイティスには分からなかったが、明らかなのはケディンが優勢だということだった。弓に比べると、重い剣を振ふり回すには、まだシグレスの体は出来上がっていないように見える。

「弓に比べると、シグレス様は剣に慣れておられぬのですね」

　そばに来たクランに、ナイティスはそっと言った。

「木剣を振り回すには腕わん力りよくが必要です。同時に下半身も鍛きたえておかないと」

「シグレス様はケディン殿どのに比べると、華きや奢しやでいらっしゃるから」

　ナイティスが言うと、クランはそっと唇くちびるに指を当ててみせた。

「それは王子には言わぬほうがよろしいです。あなたに言われたら、王子はさぞがっかりされるでしょう」

「確かに、私のような僧そう侶りよに言われると、馬ば鹿かにされたようにお感じになるかも」

　ナイティスははっとしたが、クランは微笑ほほえんで首を横に振った。

「そうではなく。わざわざ図書館の庭で得意の弓を引かれるのはなぜか、お分かりですか？」

　ナイティスは戸と惑まどった。

「……分かりません」

「図書館にはあなたがいらっしゃるからです」

「私に見せてくださっているのですか？」

「そう、ご自分には勉学以外にもできることがあるのを、あなたにお見せしたいのです」

「それは……」

　ナイティスはクランの笑え顔がおを呆ぼう然ぜんと見つめた。わざわざ王子が自分に？

「何を話しておるのだ？」

　剣を振るっていたはずのシグレスが、ふたりのところまで走ってやってきた。ナイティスは驚おどろいて口を噤つぐんだ。

「シグレス様は弓がお上手だという話を」

「本当か？　剣を使うと俺はへぼだという話をふたりでして、笑っていたのではないか？」

「笑うだなんてことはしておりません」

「そうか？　向こうから見ていると、お前たちは俺を見ては笑っていたぞ」

　シグレスは尖とがった口調で言った。そんなふうにしていると、年相応の少年らしさがのぞく。

「剣は重くて大変なのですね」

　ナイティスが言っても、シグレスの機き嫌げんは直らなかった。

「腕に力がないのだ」

「稽古を続ければ、いつかケディン殿のような腕になりますよ」

「お前はあのような腕が良いのか」

　遠くに立つケディンの盛り上がった筋肉を見て、ナイティスはくすりと笑った。

「私は今から鍛えても、あのような腕にはならないと思います」

「何を言っとるのだ？　お前はあのような腕の男が好きなのかと訊きいてるのだ」

　え？　とナイティスは思わず、シグレスの顔を見た。はっと気が付いた表情になったシグレスは、顔を背そむけた。

「私は……男ですし、ヒラス派の僧侶でございますから」

　好きという言葉の意図を測りかねて、ナイティスは小声で呟つぶやいた。

「分かっておる」

　シグレスは怒おこったように向きを変えて、ケディンのところへ大おお股またで歩いて行った。シグレスを怒らせてしまったのか……ナイティスが追おうとすると、クランが止めた。

「放ほうっておいてあげてください。お顔を見られたくないのでしょう」

　ナイティスがなおも問いただそうとすると、大きな声がした。

「クラン、青宮へ戻もどるぞ！」

　離はなれたところから少年王子が叫さけんでいた。

「余計なことは言わずとも良い！」

　クランは端たん正せいな顔に微笑みを浮うかべ王子をちらりと見て、ナイティスに頭を下げたが、その笑顔はまるで少年を見守る父親か兄のように見えた。

「照れておいでなのですよ」

　それはどういう意味……ナイティスの疑問が言葉になる前に、クランは白い騎士装しよう束ぞくの広い背中を見せ、シグレスの下もとへ歩き始めていた。







第３章







　姫ひめ君ぎみから女王まで、宮廷の誰だれからも憧あこがれられるような、華はなやいだ美貌の騎士はクラン。寡か黙もくで神秘的なたたずまいの騎士が登場すると、ケディン。知ち恵えを武器にする賢けん者じやはフィグレン。物語を読むナイティスは、つい王宮で出会う、身近な人たちの姿を思い浮かべた。

　──イクシの谷の僧そう院いんにいるときは、こんな素す晴ばらしい人たちが本当に存在しているなんて、考えたこともなかった。

　神こう々ごうしいまでに美しい王子が出てくると、自分が知っている中で最も美しい少年である、金髪の王子のことを思い浮かべた。

　物語の中の王子は最後、必ず美しい姫と結ばれる。物語とはそういうものなのだ。ナイティスだって、物語の締しめくくりはふたりの幸せな結けつ婚こんを読むのが好きだった。

　──シグレス王子もいずれ、お似合いの美しい姫とご結婚されるのだ。

　それはどんな挿さし絵えよりも美しい光景だろう。しかし、思い浮かべるナイティスは少しだけ胸が疼うずいた。

　──なんだろう。私はなぜこんな気持ちになるのだろう？

　シグレスの幸せを自分は喜べないのだろうか？　あれほどお世話になっている王子であるのに。自分の狭きよう量りようさを腹立たしく思いながらも、ナイティスは自分の心の奥を覗のぞくことが怖こわかった。自分の心はどこへ向かおうとしているのだろうか。

　ナイティスの複雑な思いも知らないシグレスは、夕べの祈いのりの時間の前にしばしば王宮図書館へやってきた。長い金色の髪かみをなびかせながら、ナイティスに話しかけたり、からかったりしてくる。

「お前のお薦すすめの本は恥はずかしいな。こんな歯の浮くような台詞せりふを言う男がいいのか」

「それならお読みにならないでください！」

　ナイティスはぷいっと顔を背けた。

「シグレス様が恋こい物もの語がたりを読んでみたいとおっしゃるから選んだのです！」

　本当に読みたいのかと疑いながら、ナイティスは言われた通り、自分の好きな恋物語を薦めたのだ。読むと自然とシグレスの姿が思い浮かんでくる本だった。

　しかし、本の中の王子は典てん雅がな言こと葉ば遣づかいで姫に愛を囁ささやいていたが、同じ美しい金きん髪ぱつの王子であっても、この少年はそれを笑い飛ばしている。

「教理問答の勉強で頭が疲つかれたのだ。気分転てん換かんだ」

「そういうときは恋物語など読まずに、早くお休みください」

「お前は青宮の侍じ女じよと同じような物言いをしているな。あの者たちもいつも俺に向かって、本を読むな読むなと言うぞ」

「……」

　途と方ほうに暮れたナイティスは辺りを見回した。こんなとき、クランなら、やんわりとシグレスをたしなめてくれるが、今日は後ろに立っているのはケディンだった。ケディンはいつもじっとシグレスのことだけを見つめていて、ナイティスには目もくれないのだった。

　ナイティスが王宮図書館に来て数カ月が経たっていた。書の司つかさの見習いとして、王宮図書館での仕事にも慣れ、図書館の本の配はい架か場所も覚え、自分で案内できるようになっていた。午前中は写本の制作、午後は図書館の中で貸し出しの机に交代で座ったり、返へん却きやくされた本を書しよ架かに戻しに行く。

　図書館が休みの日は、ナイティスは一日好きな本を読んで過ごすことが多かった。ナイティスが僧院の庭の木こ陰かげのベンチで本を開いていると、図書館で見たことのある学生たちが僧院に立ち入るのが見えた。

　学生も僧院にやってきて祈りを捧ささげることもあるのだ、と微笑ましく思っていると、その学生たちは礼拝堂へ向かわず、すぐ庭の方へやってきた。自分の方へ歩いてくるので、ナイティスは思わず本を後ろに隠かくすようにして後ずさった。

「書の司殿、ご機嫌よう」

　三人いる学生の中で、最も立派な服装で見み目め形かたちも良い青年が声を掛かけてきた。ナイティスは小声で挨あい拶さつを返し、「私は書の司の見習いです」と言って頭を下げた。

「あなたなら、じきに書の司におなりでしょう」

　青年は愛あい想そ良く言った。しかし、いまだにナイティスは、図書館以外のところで学生から声をかけられると緊きん張ちようしてしまうのだった。

　書の司の仕事は自分に向いているだろう、とはナイティスも思う。体を使う作さ務むよりは。だが、書の司になれるかどうかは、フィグレンよりさらに上にいる司書長が決めることだった。今の司書長はカダイ派の僧そう侶りよで、あまり図書館には来たがらないという話だった。豪ごう華かな僧そう衣いで歩く姿を、ナイティスは図書館の中ではまだ一度しか見かけたことがなかった。

「一度、あなたと本の話がしたくて来たんです。本日は図書館をお休みされていたので、僧院に来てみました」

　いかにも育ちの良さそうな青年は、明るい口調で続ける。しかし、ナイティスはいたたまれなくなり、その場から逃にげ出したかった。

「何を読んでいるんですか？」

　ナイティスは後ろに隠した本を出す気にはなれなかった。シグレスから借りていた青せい宮ぐう妃ひ所蔵の本を読んでいたのだった。ナトラの夜祭りで出会った若者と乙おと女めは、今ちょうど王宮の夜会で偶ぐう然ぜんの再会を果たしたところだった。

　正直なところ、顔を見知っているだけの青年たちと本の話をするより、早くこの続きが読みたい。

「『ナトラの夜の歌』という娘むすめたちが大好きな恋物語だ。二十巻もあるのだ」

　不意に聞き覚えのある声が後ろから聞こえて、ナイティスは驚いて振ふり向いた。いつの間に僧院の中に入ったのか、勝気そうな碧あおい瞳ひとみを光らせた少年が立っている。視線を青年たちに戻すと、慌あわてて彼らは王子に頭を下げていた。

「人の読んでいる本の内容を勝手に明かすのは、よろしくないことです」

　ナイティスは思わず不満気に口に出した。

「そこに見えた文字を読んだだけだ」

　シグレスがからかうように即そく座ざに返す。シグレスとやりとりをしながら、ナイティスは自分が王子には気軽に口を利きけるのに、青年たち相手にはずいぶん緊張していたことに気が付いた。青年たちもナイティスと王子のやりとりに驚おどろいているようだった。

　青年たちはシグレスが現れてからは、ほとんど口も利けない様子で、そそくさと立ち去ってしまった。

「あの者たちは何をしに来ていたのだ」

「本の話をしたいとおっしゃっていました」

　そうか、とシグレスはぶっきらぼうに言った。

「お前と話がしたいだけであろう」

「私と？」

「そうだ、寄ってくる者たちにあまり気安くするな」と言ったシグレスの顔が、いつになく大人びた男らしい表情に見えて、ナイティスはどきりとした。ふいに、シグレスが少年の時期を通り抜ぬけて、大人の男になってしまったような気がしたのだ。

「私のような話の面おも白しろくない者と話しても……」

　ナイティスが口ごもると、シグレスは快活な口調で言った。

「お前は面白くないわけではないぞ。意外と抜けていたり、面白いところがある」

「そんなことはございません！」

　思わずむっとして言うと、シグレスはさっきの大人びた表情が噓うそのように、少年らしい開けっぴろげな笑え顔がおになった。

「俺に向かって、すぐむっとするところも面白い」

　ナイティスはささいなことで王子に文句を返している自分に、はっと気が付き今さらのように動どう揺ようした。

「良い、気にするな。そこがお前の良いところなのだから」

　黒くろ騎き士しケディンが腕うでに荷物を抱かかえたまま近づいてきた。ふたりきりでしゃべっているのを遮さえぎるために来たように思えて、ナイティスは慌てて後ろに下がった。

「これは母上の本の続きだ。お前は読むのが速いからな」

　ナイティスはシグレスに礼を言って受け取った。シグレスはケディンに促うながされ、しぶしぶといった感じで僧院を去った。ナイティスは再び座って本を開いたが、しばらく上の空でシグレスのことを思い浮うかべていた。

　──わざわざ僧院まで本を届けに来てくださったのだろうか？

　祈りのついでの用であれば気にしないのだが、王家はカダイ派で、シグレスが祈りに訪おとずれるのはカダイ派の礼拝堂のはずだった。ナイティスは考えたが、何も結論めいたことが浮かばないので、頭を振って考えを追いやり、本の中の世界へ戻もどって行った。

　ナイティスは、しばらくして読み終わった本をシグレスに返した。以前本を借りたときに菓か子しをもらったので、ナイティスも僧そう院いんで作られた素そ朴ぼくな焼き菓子を添そえた。

「ありがとうございました。これは僧院で作ったもので、青宮妃様とお召めし上がりください」

「お前が作ったのか？」

「私は料理の作務にはついておりませんので」

「なんだ、お前の手製ではないのか」

　シグレスはつまらなそうに言った。ナイティスはそんな風に言われて戸と惑まどった。

「今、母上は青宮にはいらっしゃらない。母上は父上がお離はなしにならないので、ほとんど白はく王おう宮きゆうの方で過ごしておられる」

　国王のご寵ちよう愛あいが深いのだとナイティスはほんのり頰ほおを染めた。その顔をちらりと見て、シグレスは言った。

「お前が考えているようなことだけではない。母上は父上と政まつり事ごとの話もされるのだ」

　ナイティスは別の意味でさらに顔が赤くなった。

「母上が戻って来られたら、青宮の図書室を見せてやろう。母上は本がお好きだから、お前のような本の虫に会えたら喜ばれるだろう」

　本の虫呼ばわりされてしまったが、ナイティスはシグレスの母である青宮妃にお目にかかれるかもしれない、と思うと嬉うれしかった。王宮へ図書館の使いで行くことはあっても、奥まったところに住まう方々に目通りする機会はほとんどなかった。

　王宮の本を愛する貴婦人は、どのような方だろう。ナイティスはうっとりと考えた。

「ぜひお目通りをお願いいたします」

「お前は驚くだろうな」

　シグレスは小さく笑った。どういうことだろう？　とナイティスは疑問に思ったが、シグレスの微笑ほほえみを見ていたかったので、深く追つい及きゆうしなかった。










　大学の授業を終えたシグレスが図書館に現れるのを、ナイティスはいつしか心待ちにしていた。夕日が差し込む時間になると、ナイティスはそわそわと落ち着かなかった。

　ある日の夕方、シグレスはいつもとは異なる、真しん剣けんな口調でナイティスに訊きいてきた。

「ヒラス派では種しゆ器きの者は僧侶にはなれないのだろう。それでも神の前では平等というのか？　種器の者は差別されているのではないのか？」

　ナイティスはどきりとした。なぜシグレスが、いきなりこのようなことを言いだすのか、その意図をいぶかしく思った。

「お前はヒラス派でも種器の者を僧侶にしてよいとは考えないのか？」

「ヒラス派だけでなくアレト教では神の前ではみな平等なのです。ヒラス派は純潔を誓ちかいますので種器の者は僧院にはいられませんが、僧院の外で祈いのり学ぶことができます」

　言ってしまってから、純潔という言葉に胸がさらにどきどきと鳴るようで、ナイティスは自分で戸惑った。

　ナイティスの様子に気が付かないかのように、シグレスはさらに訊いてきた。

「カダイ派では種器の者も受け入れているというぞ」

　カダイ派では番つがいである貴き種しゆに死に別れたりした種器が、出家して僧院に入ることができるのだと言う。ナイティスは今まで知らなかったカダイ派のありかたを知って驚いた。しかし、カダイ派は表立って妻帯はしないが、厳しい純潔の戒かい律りつを守ってはいないと聞く。

「ヒラス派の僧院は戒律が厳しいのです。その代わり、種器の者でも誰だれでも、ヒラス派の礼拝や図書館の本で、在家でもヒラス派の教えを学べるのです。そういう場所としてどんな小さな僧院でも図書館が設けられ、人々に開放されているのです。ヒラス派僧にはなれなくても種器の者も神の教えを学び、神と共に生きる道を全まつとうすることができるはずです」

　カダイ派、クレダス派という宗派では、礼拝堂はあっても一いつ般ぱんに開かれている図書館を置いているところはなく、在家の人間の学びの場所は少ないと聞いている。

「私も王宮図書館で学んだことを、イクシの谷の僧院の図書館で生かし、在家の人々を導くことができればと思います」

　ナイティスが言うと、シグレスははっと驚きの色を顔に浮かべた。

「お前はイクシの谷に戻るのか？」

「はい、いずれは」

　そう答えて、ナイティスもまた衝しよう撃げきに胸を打たれた。今まで、いずれはイクシに戻りたいと思っていた。しかしそうなると、シグレスと二度と会うこともなくなるのだ。

「お前は王宮の書の司になるのではないのか？」

　シグレスはナイティスの目をひたと見み据すえた。ナイティスは何も答えられなかった。

「この図書館の蔵書をすべて読み通すまで、ここでもっと学べばよいのに」

「……学びたいとは思います。しかし、帰る期限が来れば、イクシへ戻らねばなりません」

「ここにいたいとは思わないのか？」

　シグレスの言葉はいつも率そつ直ちよくだった。ナイティスはその言葉に、鋭するどく胸を刺さされたような気がした。実際にその痛みを感じているように唇くちびるを嚙かんだ。今、確かに自分も思ったのだ、ここにいたいと。

「イクシから次にここで学びたい者が参れば、私はイクシへ戻ることになります」

「そうか」

　シグレスはそっけなく言って背を向けた。離れていく姿を見つめていると切なくなる。背に揺ゆれる金の髪かみを見ながら、ナイティスは愕がく然ぜんとした。ここにいたいと思うのは図書館のことだけだろうか。今、離れがたいと思ったのは、シグレスのそばのことで、自分が僧そう侶りよにあるまじき思いを抱いだいているのではないかと。

　その夜、ナイティスは本を手に取らなかった。いつもなら寝ねる前のひととき、シグレスから借りている物語の本を読むのが一番の楽しみだった。しかし今は見るのも恐おそろしいような気持ちになっていた。

　──私は僧侶であるのに、まさか、それもシグレス様に。

　物語に描えがかれているのは恋こい。ナイティスは机の上にあった本をきっちり袋ふくろに納めて見えないようにした。

　──こんなものばかり読んでいるから、私は心が浮うわついてしまっているのだ。

　もう続きは読まずにシグレスに返した方が良い、ナイティスは瞑めい目もくしてそう思った。










　ナイティスがシグレスと種器について話した数日後、書の司たちは司書長から出で迎むかえの命令を受けた。第二王子であるガイナス王子が、北方の辺境守護の任務を終え帰き還かんするという。

　その騎き馬ば隊列が図書館の前を通って、王宮に戻るので、図書館の中にいる者たちも手を止め、外で出迎えるのだ。ナイティスもフィグレンについて外に出た。館内にいた写字生や学生たちも外で王子の隊列を待った。

　王子の軍隊の一群が美々しい出いで立ちで通りすぎた。ガイナスは体格の良い美び丈じよう夫ふでひときわ大きい立派な馬にまたがり、見事な鎧よろいを陽ひ射ざしに輝かがやかせていた。

　──これがガイナス王子……。

　羽の付いた鈍にぶく鉄色に光る兜かぶとの下の、浅黒い冷たいほど整った顔は、酷こく薄はくそうにも見える。シグレスと全く似ていない、そのときナイティスが思ったのはそれだけだった。王子の後ろの馬に、美しい顔立ちのほっそりした男が乗っていた。

　抜ぬけるような白い肌はだで、ひとりだけ柔やわらかそうな絹の服をまとい、いかめしい軍備の者たちの中で異い彩さいを放っていた。しかも男から異様な甘い匂においがする。ぞくりとした。この匂いには覚えがあった。

　──これはエギ殿どのの相手の少年も放っていた匂い……。

　これが種器の者が発情して放つ匂いなのだろうか。はっとして辺りを見回すと、学生たちの中で明らかに様子がおかしい者がいた。いつもは育ちの良さを感じさせる彼らがギラギラと目を血走らせて、その男のことを食い入るように見つめていた。

　──貴種の者が発情した種器を見るときの眼め……。

　ふだんの上品さをかなぐり捨て、獲え物ものを狙ねらうときの獣けものの眼まな差ざしになった彼らを見て、ナイティスはトールのことを思い出した。熱を持った異様な視線はあのときのトールに似ていた。

　軍隊が通り過ぎ、頭ず巾きんをかぶり直したナイティスが図書館へ戻ろうとしたときだった。隊列を離れた一騎きがこちらに向かってきた。

「そこの僧、待て」

　見回すとすでにフィグレンは館内に入り、僧は自分しかいなかった。ナイティスはどきりと立ちすくみながら、騎上の兵士を見上げた。

「なにか、ご用でしょうか」

「主命である。この後、夕刻に赤せき宮ぐうに参るように」

「よ、用向きはなんでございましょう？」

　緊きん張ちようでカラカラになった喉のどを振ふり絞しぼって、ナイティスは尋たずねた。

「私は知らぬ。ガイナス王子様の仰おおせのとおりにしたまで」

　兵士は冷たく言い放つと騎馬の向きを変えた。ナイティスの周りにいる人々がざわつく。赤宮は白はく王おう宮きゆうの西にあり、ガイナスが暮らしているところだった。先ほど騎馬で通ったガイナスはちらりともこちらへ視線を向けたようには見えなかった。それなのに、ナイティスの姿を見て、自分の宮へ呼び出そうとしているのだろうか。

　震ふるえが止まらないまま、ナイティスはフィグレンの姿を求めて図書館へ走り込んだ。慌あわただしい物音に眉まゆを顰ひそめて顔を上げたフィグレンも、血相を変えたナイティスの姿に異状を感じたようだった。

「何かあったのか？」

「せ、赤宮に来るようにとお召めしが」

　フィグレンの顔にも驚おどろきが走った。

「ガイナス王子様か？」

「なぜ、私にでしょう？」

　種器の者に間ま違ちがわれている、そうとしか考えられなかった。種器ではないと、どう身の証あかしを立てればよいのか。ナイティスは緊張と恐きよう怖ふに震えが止まらない。フィグレンは難しい顔のまま答えた。

「私も一いつ緒しよについて行こう。一緒に行けば、いきなり無む体たいなことはなさらないだろう」

　無体なこと、ナイティスの体にまた震えが走った。そしてそれはガイナスには日常茶さ飯はん事じなのだろう。

　ナイティスは思わず、閲えつ覧らん室の方へ急いだ。今の時間なら、大学の授業を終えたシグレスがいるかもしれない。思ったとおり、神学の書しよ架かのところに、シグレスと白しろ騎き士しクランの姿を見いだしたとき、ナイティスはその場に頽くずおれそうになった。

「どうした？　何か急ぎの用か」

　分厚い革かわ表紙の本を手にしたシグレスが声をかけてきた。

「ガイナス王子様のお召しが」

　それまで朗ほがらかな色を浮うかべていた瞳ひとみが緊張した。

「兄上がお前に？　用向きは何だ？」

「教えていただけませんでした」

　震えが止まらないナイティスを見据えながら、シグレスは一言、「俺がついて行ってやろう」と言った。白騎士のクランが気き遣づかわしげに王子を見つめる。

「イクシの谷は青せい宮ぐうの領地だ。そこにあるヒラス派僧そう院いんの僧は、俺の領民になる。行ってもおかしくはあるまい」

　青宮と呼ばれるのがシグレスの母、青宮妃とシグレスが住む宮だった。白王宮には王と正せい妃ひと第一王子が住まい、赤宮はガイナスとその母である赤宮妃がいる。ナイティスはまだ妃きさきや王子の住む宮には行ったことがなかった。シグレスが一緒に赤宮へ行ってくれる、そのことにナイティスは心の底から安あん堵どし感謝した。

　シグレスたちが帰ってこないことを心配したのか、図書館に黒騎士のケディンが迎むかえに来た。クランから話を聞いたケディンは眉まゆを顰ひそめた。

「なぜガイナス様のお召しに、シグレス様がわざわざ付き添そう必要があるのでしょう」

「兄上の目的が分からぬからだ」

「書の司殿もご一緒に行かれるのでは。シグレス様がなぜ、このような一いつ介かいの僧侶に付き添わねばならぬのか解げせません」

「──ならばお前はついて来ずともよい」

　きっぱりした冷ややかな口調のシグレスに、ケディンは動どう揺ようした様子を見せた。

「いえ、私もお供いたします」

　黒ずくめの偉い丈じよう夫ふが狼狽うろたえるのは、シグレスに対してだけということに、ナイティスは気が付いた。そして主君に対するものだけではない、切なげな眼の色にも。まるで恋する姫ひめ君ぎみに冷たくあしらわれたときのような顔を、ケディンはしていた。ナイティスは、その一いつ瞬しゆんだけは自分の恐怖も不安も忘れて、ケディンが気の毒になった。

「何ごともないように、必ずナイティスを守れ」

「……はい」

　自分より身分の低い僧そう侶りよを守れと言われて、ケディンは少し不服そうな様子をしていたが、シグレスの鋭するどい一いち瞥べつに頭を下げた。










　白黒の騎士を連れたシグレスの後ろにつき、フィグレンに傍かたわらを守られるようにして、ナイティスは赤宮に向かった。赤宮は赤い屋根が葺ふいてあり、柱はしら飾かざりなどが赤で揃そろえられている。宮に一歩入って、ナイティスは動どう悸きが高まった。どこからともなく発情した種器の放つ、重苦しいまでに甘い匂いが漂ただよってくるのだ。

　赤宮で客間に通された一行は、しばらく待たされた。きらびやかな装いの侍じ女じよが飲み物を運んで勧すすめた。銀細工の器うつわの美しさに、ナイティスは手を触ふれようとした。

「ここで出されたものを口にするな」

　シグレスが瞳を前に据すえたまま、小声でナイティスに言った。ナイティスはどきりとして手を止めた。

「兄上のところには、種器の者を発情させる薬があるという。だからこの宮はいつ来ても種器の匂いがするのだ」

　自分は種器ではない、とずっと言い続けているが、ナイティス自身にも確証はない。ずいぶん年をとっても発情しなかったら、ようやく種器ではなかったという身の証が立てられるだろうが。今、ここでその薬が飲み物に入れられていたら……恐おそろしくなって、ナイティスは器から目をそらした。

　茶色の毛皮の縁ふち取どりのある、緋ひ色いろのマントを身につけたガイナスが入ってきた。髪かみも目も暗あん褐かつ色しよくで、高い鼻び梁りようと薄うすい唇くちびるが猛もう禽きん類るいを思わせる酷薄な印象を与あたえる。金きん髪ぱつに青いマントの弟とは対照的な彩いろどりだった。同じ父を持つ兄弟とは思えないほど、シグレスには似ていない。

「なぜお前が一緒に来るのだ？」

　ガイナスは不ふ愉ゆ快かいそうな口調で、まずシグレスに向かって言った。

「この者は私の領地、イクシの谷からやってまいりました、私の領民です」

「俺がお前の領地を奪うばうとでもいうのか？　僧を宮に召し出したくらいで」

「ではなぜこの者を呼び出されたのでしょうか」

「僧そう衣いを着ている種器が珍めずらしかったからだ。話を聞こうと召し出したまでのこと」

「では、私がいるところでお話しいたしましょう。ちなみにこの者は種器ではありません」

「お前はまだ子どもだから分からんだろうが、この者からは種器の匂いがするぞ。こんな匂いをさせる者が、なぜ僧院にいるのか分からんな。近いうちに発情期を迎えるだろう」

　自分を種器と決めつけるガイナスに、ナイティスはぞっとした。続く言葉に震えが止まらなかった。

「お前も貴種ゆえ種器の者には興味があるだろうが、お前にはまだ早い。発情した種器が満足するまで相手をするのは、子どもには難しいぞ。まず初めは俺の手にかけて丹たん精せいしてやろう。その後、お前にくれてやってもいい」

　ガイナスは平然と言い放った。シグレスは顔色を変えた。

「この者は種器ではないと言っております」

「わ、私はもう成年を過ぎておりますが、は、発情はしておりません」

　おそるおそるナイティスは震える声で口を挟はさんだ。ガイナスと初めて目があった。獲え物ものを見定めようとする、好色さと残ざん酷こくさが入り混じったガイナスの視線が恐ろしくてたまらない。

「調べてやろうというのだ、この俺が。種器の扱あつかいにかけては、宮きゆう廷ていで俺の右に出るものはいない」

「この者はヒラス派の僧侶です。手を出すことはなりません」

　凜りんとした口調でシグレスが言うと、ガイナスは声こわ高だかに笑い出した。

「はは、呆あきれたな。シグレス、本ばかり読みふけっていると思ったら、いつの間にやら色気づいて。お前、この種器をそんなに自分のものにしたいのか」

「用向きは伺うかがいましたので、連れて帰ります」

　シグレスが立ち上がると、ガイナスは睨にらみつけた。

「その者は置いていけ」

「種器かどうかも分からぬ僧侶を宮に引き込むなど、言ごん語ご道どう断だんの振る舞まいでは？　この者が破は戒かい僧そうとなってしまうでしょう」

「俺が責任をとって、この赤宮へ置いてやるというに……僧院の不味まずい飯の方が良いのか？　カダイ派の僧侶は誘さそいをかけると乗ってくる者も多いのに。まあ、カダイ派では戒かい律りつを守るのもただの方ほう便べんになっているらしいが」　>>>♥

　アレト教の僧侶は姦かん淫いんを禁じる戒律があるが、カダイ派ではそれが有名無実のものになっているという。その様子をありありと知らされて、ナイティスはその放ほう恣しな宗派の内実に、思わず眉を顰めた。

「ヒラス派はそうではありません、兄上。この者は連れて帰ります」

　兄と弟の間に、かけらも親しみのない視線が交かわされた。シグレスを守るように白黒の騎士が立ちはだかる。

　ケディンは巌いわおのような厳しくも静かな顔つきだったが、クランがひどく青ざめて汗あせを浮かべ、目に異様な興奮を浮かべていることにナイティスは気が付いた。

　睨み合いはしばし続いたが、ふっとガイナスが視線をそらし、シグレスは深々と頭を下げた。後ろに控ひかえるナイティスたちも一いつ斉せいに深く一礼した。

　足が床ゆかに張り付いたように立ちすくんでいたが、フィグレンに促うながされ、ナイティスは赤宮を出た。宮を出て、クランがほうっとため息をついた。額の汗を拭ふきながら、呟つぶやくように言った。

「あの匂におい、たまらぬ。よくガイナス様は平然としておられるな」

　クランは貴種の生まれで、明らかに発情した種器の匂いに反応している。ケディンやフィグレンは常態と変わらぬように見えるので、貴種ではないらしい。クランほど苦し気ではないが、シグレスもいつもに比べると落ち着かない様子だった。

「俺はまだ成年を迎えていないせいか、それほど気にはならないが、いずれそうなるのだろう」

　まさか、シグレスも成年を過ぎると、ガイナスのように種器の者を多く侍はべらせるのだろうか。ナイティスは、欲よく望ぼうに燃えるようだったガイナスの眼まな差ざしを思い出すと、ぞっと身み震ぶるいした。恐きよう怖ふからは解放されたが、心の中は穏おだやかにはならなかった。

　今日のところは無事に切り抜ぬけた。しかし今後もガイナスからのお召めしが来たら、果たしてどう言い逃のがれをすればよいのか、ナイティスには分からなかった。いつもシグレスを呼び、解決してもらうわけにもいかないような気がした。

「どうにかして、私が種器でないという身の証あかしを立てなければと思うのですが」

　ナイティスがそう言うと、シグレスは怜れい悧りな瞳ひとみを曇くもらせた。

「何をもって、お前が種器でないという証を示すことができるのか、俺にも分からない。兄上のところにあるという、発情を起こす薬、それに反応しないということで証明できればよいのだろうが」

　ナイティスはぎょっとして言葉を失った。それを自分の体で試ためすのは恐ろしい。その薬を飲んで、もし自分が種器であったとしたら……。

　ガイナスは自分を見るなり、種器であると決めつけていた。ガイナスだけでなく、これまで会う多くの人が自分のことをそうだと言う。

　──そんなはずはない。だって今まで生きてきて、何の兆きざしもないのだから。

　ナイティスは身を震ふるわせながら自分の拳こぶしを握にぎりしめた。

「心配しなくてよい。お前のことは俺が守る」

　ナイティスははっと顔を上げた。シグレスの真しん摯しな碧あおい瞳が目に入る。胸が絞しぼられるようになって何かがこみあげた。

「泣くな」

「泣いてはおりませぬ」

　唇を嚙かみしめながらこらえた。涙なみだは見せたくなかった。

　──この方は私に味方してくださる。

　胸の奥の熱さを抱かかえながら、ナイティスは頭を深く下げた。







第４章







　王宮図書館の中では静せい寂じやくにしなければならないが、図書館の庭や回かい廊ろうでは対話することが許されていた。心に巣くう不安を忘れるため、ナイティスは図書館の庭の一角でシグレスとヒラス派教理について対話することに熱中した。

　聡そう明めいな王子は一度話したり、読んだりするだけで内容を覚え理解している。それだけではなく、次にその話題になるときには、ナイティスも返答に詰つまるほど鋭するどい質問を投げかけてきた。出来の良い生徒を前に、ナイティスは驚おどろきつつも嬉うれしかった。

「俺が思うに、ヒラス派は心情を重視しすぎるのでは？」

　ナイティスは内心では感心しながらも返した。

「民たみの心情に添そって救いを与えることが、ヒラス派の目指すところです」

「心情に偏かたよりすぎては、知性を否定することになりかねない」

「分かりやすく民に届く教理は、決して知性を否定するものではありません」

「教えが素そ朴ぼくに過ぎるな、と俺は思うのだが」

「それは……シグレス様だからでございましょう」

　シグレスはむっとした顔になった。美しく整った顔立ちに不意に子どもっぽさが走る。

「お前はすぐ、俺は特別だから、という言い方をする。そんな片付け方はつまらん」

　実際のところ、その年ねん齢れいでは恐ろしくなるほどの怜悧さに、ナイティスはどう返してよいか分からなくなるのだった。

「ひとしずくの神への愛が、知識の大おお海うな原ばらに勝まさるというのだろう、お前たちヒラス派は」

　ナイティスは静かにうなずいた。とはいえ、ナイティスは比ひ喩ゆとして存在を知っていても、海を見たことはなかった。

「ではその愛というのは誰だれにとっても同じものなのか？　神の愛は平等だとお前たちは言うが、お前たちの神への愛は平等か？　たったひとしずくだけでよしとするが、それだけの価値があるものなのか」

「ひとしずくあれば何にも勝るものなのです。それぞれのひとしずくに価値がございます」

「……堂どう々どう巡めぐりになるな。それが心情を重視しすぎるように思えるのだ」

「知識も典礼も音楽も、神への捧ささげものになりますが、最も神が喜ばれるものが愛と祈いのり、ヒラス派はそれに重きを置くものでございます」

　きたるシグレスの成年の儀ぎでは、各派の教理について、いかに深く学んでいるかが問われることになる。

　しかしシグレスにおいては、心配するようなことは何もなさそうだった。カダイ派、ヒラス派、もうひとつの重要な宗派のクレダス派についても、僧そう侶りよ顔負けの問答をすることができるだろう。

「清貧と純潔を守り、沈ちん思し黙もつ考こうし神と対話する。お前はそんな人生でよいのか？」

　不意にシグレスが問いかけてきた。ナイティスはひそかに動どう揺ようしながら答えた。

「それがヒラス派の僧でございます」

「お前は本心からそうしたいのか？」

　シグレスの碧い瞳はどこまでも澄すんでいて、向かい合うナイティスは懼おそれに近いものを感じ、つい目を伏ふせた。あまりに碧く美しかった。

「……はい。そう思っております」

　いったいシグレスがこんなことを訊きく理由は？　と戸と惑まどうナイティスは、次の言葉に打たれたように顔を上げた。

「もし、お前が種しゆ器きだとしたら、ヒラス派の僧ではいられないだろう。そのときはどうするのだ？」

「そんなことはございません！」

　遮さえぎるようにナイティスは叫さけんだ。怒いかりに似た感情で体が震えている。そんなナイティスの剣けん幕まくにひるむ様子もなく、シグレスは言った。

「お前が種器でないという証はまだ立っていない。俺は可能性のことを言っている」

「でも、でもあんまりな──」

「俺が不思議なのは、冷静で聡明な僧侶であるお前が、このことに対しては怖こわいものに目と耳を塞ふさいだ子どものようになってしまうことだ」

「……！」

　シグレスはガイナスとは違ちがう。自分に対して悪意を持って、このようなことを言うのではない。それはナイティスも分かっていた。分かっているからこそ、その言葉は耳を塞いでしまいたいほど怖いのだ。

「……シグレス様にはお分かりにならないでしょう」

「お前だって俺のことは分からないだろう。そういうものではないか」

　今、ナイティスには王子に向けて言葉を選ぶゆとりはなかった。

「私には僧侶以外の人生などございません！」

　王子に向かって、こんな切りつけるような物言いを……と心の中では後こう悔かいしたが、唇くちびるからこぼれる言葉を止められなかった。

「分かった」

　シグレスは立ち上がった。少し離はなれたところに控ひかえていた黒くろ騎き士しも立ち上がる。

「申し訳ございません」

　慌あわてて頭を下げると、シグレスは「兄上に気をつけるのだ」と呟つぶやくように言った。

「お前は兄上にとって、今、最も興味を引かれる対象だ。兄上は種器だけでなく、禁きん忌きを犯おかして手に入れることを好まれる。人の妻や許嫁いいなずけのいる娘むすめ、戒かい律りつを守る僧侶など。お前はその両方に合がつ致ちするかもしれないのだ」

　体が恐怖でびくりとすくむ。「種器ではない」という言葉を繰くり返す気力もなかった。こんなに強く警告してくるということは、ガイナスがシグレスに何か言ってきているのだろう。

　シグレスの金色の髪かみが揺ゆれ、黒騎士に守られるように歩き出した。

「あ、あの、シグレス様」

　思わず言葉をかけた。シグレスが怜悧な横顔を見せて振ふり返る。

「わ、私が、もし、種器であったとしても、ガイナス様のところへは決して参りません。僧そう院いんにいられなくなったとしても、祈りながら暮らします。もし、できれば、図書館で働きながら……」

　わずかに唇を上げて、シグレスは微笑ほほえんだ。

「それを聞いて安心した」

　ナイティスは小さい胸の痛みを感じながら、大きな黒騎士が付きそう後ろ姿を見送り、回廊から図書館の中へ入った。

「貧びん乏ぼうな鴉からすが、シグレス様の周りをつつき回るのが誠まことに目め障ざわりだ」

　カダイ派の緑に金の縁ふち取どりの入った僧そう衣いに身を包んだ男が、図書館の書しよ架かの間をすれ違いざまに言葉を投げつけてきた。ナイティスは咄とつ嗟さにカダイ派僧を睨にらんだが、相手は鼻をフンと鳴らして行ってしまった。

　美しい王子と親しく言葉を交かわしている自分の姿は、貧しげでさぞかし見苦しいのだろう。ナイティスは清潔に洗ってはいるが、大きくて体に合っておらず不格好な自分の墨すみ染ぞめの僧衣を見た。

　その袖そで口ぐちから覗のぞく華きや奢しやな白い手が、気取ったカダイ派僧が歯がみをするほど美しいことに、ナイティス自身は気づいていなかった。ナイティスが図書館に来る時間をわざわざ待ってやってきて、その姿を遠巻きに眺ながめる学生たちがいることにも。

　当番していた書の司つかさに代わってナイティスが図書を貸し出す机に座ると、学生が次から次へと図書を持ってやってきた。小さな仕切りのある箱に貸し出す者の名前の紙の札が置いてあり、それに貸し出したい書名と返す日付を書き込み、図書を貸し出す。

　図書を手て渡わたす一いつ瞬しゆん、自分の手に小さな紙し片へんを落とす者がいた。急いで図書の上に載のせ、突つき返す。すると、その学生は哀かなしげな目をしたが、ナイティスは目をそらした。恋こい文ぶみらしきものをもらってもすぐさま返す。そうすることが、自分にとっても相手にとっても一番良いことだ、とナイティスは思っていた。

　自分は僧侶なのだから、そう思いながらも、ナイティスはシグレスとの会話を思い浮うかべていた。もし自分が種器だとしたら。それを考えるだけで震ふるえがくるほど恐おそろしい。僧院で祈り、学び、図書館で働き、本を読む生活が失われることは想像もしたくなかった。

　それにもし僧院にいられなくなったら、自分はどこへ行けばいいのだろう。残ざん酷こくそうなガイナスのところで、幸せに生きておられるとも思えなかった。シグレスの顔がふと脳のう裏りに浮かんだが、慌てて首を振って追い払はらった。あの聡明で美しい王子に、自分が釣つり合うとはとうてい思えない。

　図書館の書架の奥から、白騎士クランがひとりの男と一いつ緒しよにやってくるのが見えた。クランの恭うやうやしい様子に、ナイティスは男が第一王子ではないかと緊きん張ちようしたが、クラン以外の供の姿はないので、そうではなさそうだった。

　病弱な第一王子には警固の騎士以外に医い療りようの心得のある者など、常に数人の者が付き従うと聞いている。それにほとんど歩くことができないはずだ。金きん髪ぱつを緩ゆるやかに編んで背に垂らした男は、ゆっくりとした足取りで歩いている。

　青を基調にした身なりは豪ごう奢しやで、どこかシグレスに似た端たん麗れいな顔立ちだった。シグレスに同母の兄がいるとは聞いていないが、おそらくはシグレスに近い王族に違いない、とナイティスは頭を下げた。

　それにしてもそばに控える、いつもは冷静なクランの憧しよう憬けいを浮かべた表情があまりに珍めずらしく、ナイティスはそちらの方が気になって仕方なかった。もしかして、この男はクランの恋こい人びとなのだろうか。騎士の中の騎士と言われる立派な彼が、静かに書架の本を手にとる男を陶とう酔すいの眼まな差ざしで見つめていた。

　男の穏おだやかな横顔はその熱い視線をゆったり受け止めている。やがて男はナイティスの座る貸し出しの机のところへやってきて、吸い込まれるような優やさしい微び笑しようを向けた。男は名乗らず、自分の名前のある札を黙だまって指さした。

　男のために貸し出しをした後、レイユスというその名のある札を、ナイティスはいつまでも飽あくことなく眺めていた。

　次の日、シグレスが貸し出しの机にいるナイティスのところへ来た。

「種器の者が宗教者として生きていたという事例が載っているような本はないのか？」

　ナイティスは絶句した。そんな本があるだろうか？　それにそんな本を探すというのは……。

「わ、私は種器では──」

「お前のことを言ってるのではない。一いつ般ぱん的な話として探しているのだ。早く探してくれ。フィグレンにも訊いてくれ」

「……はい」

　主題で探してもフィグレンに訊いても、シグレスが望むとおりの本は探し出せなかった。その代わりに、俗ぞく世せにおりながら宗教に深く関かかわりながら生きてきた人々の著作はいくつか見つかった。シグレスの前に並べると、彼はそのうちいくつかを手に取った。

「この本も良い内容でした」

　ナイティスがシグレスに別の本を薦すすめると、シグレスは「もう読んだのか？」と尋たずねてきた。

「すべてではありませんが、概がい要ようが分かるところまでは」

「どのような内容だ？」

「僧そう侶りよとして僧院にいた方が、俗世の方と恋こいをして還げん俗ぞくした後も、アレト神の教えと祈いのりを周りに広めておられたのです」

　説明しながら、はっとナイティスは口を噤つぐんだ。つい中を読んでしまったが、探せというのは、自分にこれを読ませるためでは？　自分はシグレスの意図通りに動いてしまっているのだろうか？

　黙ってしまったナイティスに、シグレスは言った。

「お前にこれを目指せと言ってるのではない」

「……」

「考えるのを止やめてはいけないということだ。あらゆる可能性に気を配り、考えを巡めぐらす。そうでなければ道が塞ふさがれたとき、立ち止まるだけになってしまう」

　ナイティスは俯うつむいて無言で聞いていた。とても成年前の少年とは思えない言葉に内心感かん嘆たんしながらも、感情が追いつかない。

「俺もこれを読んでおく。お前も読むがいい」

　ナイティスは黙ったまま首しゆ肯こうした。シグレスが立ち去った後、図書館に来たレイユスという男について訊きいてみたかったことを思い出した。しかし、今はシグレスに会うと種器の話になってしまう。またの機会に尋ねることにした。

　──あの御お方かたも種器ではないだろうか。

　シグレスに似た顔立ちの優ゆう雅がな男は、シグレスよりも華奢で小こ柄がらだった。年ねん齢れいはシグレスの兄ほどだろうか。貴き種しゆであるクランが、憧憬の眼差しでレイユスに寄り添そっていた美しい光景を思い出す。

　──あれが物語に出てくる騎士の愛というものなのだ、きっと。

　王宮中の女性たちから憧あこがれられているクランの秘密を知ってしまったようで、ナイティスはひとり小さく微笑んだ。










　シグレスの教理問答が行われる日になった。白はく王おう宮きゆうの謁えつ見けんの広間で行われる。教理問答には僧侶たちも立ち会うのを許されていた。ナイティスも重要な儀ぎ式しきのときだけに着る、墨すみ染ぞめだが上等な僧衣を着て、フィグレンやヒラス派の僧侶たちと一緒に王宮へ向かった。

　ナイティスは王宮内の広間に入るのは初めてだった。王宮図書館も豪ごう壮そうな建物だといつも感嘆して眺めていたが、王宮はその比ではなかった。

　巨きよ大だいな白い石の柱に支えられた丸い天てん井じようには、金地にアレト神を表す太陽紋もんと神の愛を示す鳥が描えがかれ、ナイティスは壮そう麗れいさと眩まぶしさに目を細めた。視線を下ろすと、着き飾かざった宮きゆう廷てい中の人々が並んでいるのが見える。

　中央の王座に王おう冠かんと黒いマントに威い儀ぎを正した王の姿があった。顔立ちはシグレスにもガイナスにも似ておらず、やや神経質そうだが気品のある堂々とした壮そう年ねんの男だった。王の左右に緋ひ色いろのマントを着ているガイナスと、初めて見るほっそりした、王子らしい贅ぜい沢たくな白い衣装に同色のマントの男が座っていた。

　ガイナスよりは年かさに見えるが、いかにも頼たよりなく弱々しい姿だった。これが病弱だという第一王子のイザリクなのだろうか。イザリクにぴったり寄り添う、豪ごう華かな銀色の式服の貫かん禄ろくある女性が、その母である正せい妃ひなのだろう。頭に頂いた王おう妃ひの冠かんむりがきらきらと遠目にもまばゆい。

　ガイナスの母方の一族は、母である赤せき宮ぐう妃ひを始め、誰だれもが猛たけ々だけしいまでの生命力を感じさせる、鋭するどく快活な顔つきをしていた。ナイティスはしばし、王家の人々の姿に見入った。

　はっと気が付いて、青せい宮ぐう妃の姿を求めたが、青衣の貴婦人の姿は見かけない。息むす子こである王子の晴れのこの席にはいないようだった。人前に出るのが苦手と聞くので、人目に触ふれない幕の内側から見つめているのかもしれない、とナイティスは思った。図書館で会ったレイユスという男を思い出し、その姿も捜さがしたが、王の周りに集つどう貴き顕けんの中には見いだせなかった。

　華はな々ばなしいラッパの音が響ひびき、僧侶たちが入ってきた。カダイ派、ヒラス派、クレダス派という、三つの宗派の僧が揃そろった。いずれも僧そう院いん長ちようの位にある僧たちだった。それぞれの宗派の代表者からの質問に答えるのが、王子の成年の儀式のひとつだった。僧侶たちが並び終わると、シグレスが入ってきた。

　見つめる人たちの讃さん嘆たんが、じわじわと波のように伝わってくる。ナイティスも思わずため息をついた。大理石を彫ほった像のように整った美び貌ぼう。金髪によく映る青の正装、同じ色のマントが青空のように晴れやかだった。

　シグレスは王座に一礼し、カダイ派から教理問答が始まった。張りのある若々しい声でシグレスが答える。内容も言こと葉ば遣づかいも、深い学識を感じさせる、王子の成年の儀にふさわしい堂々としたものだった。周りから賞賛と感嘆の声が漏もれる。ナイティスもシグレスが碧あおい瞳ひとみを輝かがやかせながら語る姿に、心を奪うばわれていた。

　クレダス派の問答も鮮あざやかに答え終わり、いよいよヒラス派からの問いの番だった。ナイティスの鼓こ動どうの高まりも最高潮に達した。

「ヒラス派よりシグレス王子に回答を求める。ヒラス派において最も至高とされるものは何か」

「ヒラス派長老へ答える。ヒラス派において最も至高とされるのは神への愛である。ひとしずくの神への愛が、知識の大おお海うな原ばらに勝まさるというのが、聖ヒラスの言葉である」

「その愛を為なすために必要なものは何か」

「ものを必要とせず、ただ愛する心のみで足るのがヒラス派である」

　自分の教えたことをすべて理解し見事に答えるシグレスを見ているだけで、ナイティスは胸が熱くなり、こみあげるものを必死で抑おさえた。語る言葉も声もその表情も、これほど美しいものは見たことがなかった。

「ヒラス派において神に最も近しいものは何か」

「ヒラス派においては神の下もとにすべてが平等である。この世の王とて例外ではなく、尊ぶべきは神の国の王であるアレト神のみである」

　王子が語るにはいささか過激な言葉を凜りん々りんと響く声で答えたシグレスが、ふと視線をヒラス派僧院長から外し、ナイティスの方へ向けた。

　シグレスは自分がここにいることを分かっていたのだろうか？　ナイティスが驚おどろいたそのとき、広間の遠くで見ていたはずの自分が、シグレスの目の前にいるような気がした。ひどく近いところにある碧い瞳を真っ向から受け止めた瞬しゆん間かん、ナイティスは何かが体の内部で弾はじけたような感覚に襲おそわれた。

　得体の知れぬ感覚は下半身に広がり、口には出せない恥はずかしい部分が熱を帯びているのを感じた。

　──な、なに、これはっ!?

　熱でじわじわと何かが溶とける。濡ぬれている、そして自分の意思とは関係なしにそこが蠢うごめいているような……今まで感じたことのない快感を伴ともなっていた。ナイティスは立っていられず、足元がふらついた。どこかへ墜おちていくような気分だった。さっきまでひどく近くにいたような気がするシグレスは、今はずっと遠い広間の向こうに見える。

　周りの僧が不ふ審しんそうに自分を見る。シグレスの声がまだ響いているが、ナイティスはもうそれ以上シグレスの姿を見ていられなかった。手近にある柱にすがりついた。ナイティスの近くにいた男たちから、抑えられないような興奮した声が上がった。

「なんだ、こりゃ？　この甘い匂においは」

「おい、種器の匂いがする！」

「発情した種器がいるぞ！」

　呆ぼう然ぜんとしながらナイティスは、柱にしがみつき体を支えていた。貴族階級には貴種に生まれつく者が多い。成年の儀が終わったか分からないが、貴族たちのいる席の辺りから、男たちが何人か立ち上がり寄ってくるのが見えた。目を血走らせた貴種の男たちが、自分に腕うでを伸のばしてくる。恐きよう怖ふのあまり体が凍こおり付いた。

「なんだ、ヒラス派の僧じゃないのか？」

「いや、これは種器だ。発情しているじゃないか」

　下半身がしびれたように甘く重い。その部分が熱く濡れて、誰かに触れてもらいたいとひくついているようだ。まさか、こんな、晴れの場所で、自分はいったい……何本もの男たちの腕が迫せまってくるのを見て、ナイティスは悲鳴を上げた。

「その種器は俺のものだ」

　ナイティスの体を柱から引きはがそうとしていた男たちの動きが止まった。ガイナスの声だった。体から発する匂いを嗅かぎつけ、あっという間に王座の近くの自席から駆かけ付けたらしい。ナイティスは激しく首を横に振ふった。嫌いやだ、ガイナスは絶対に嫌だ。

「その人を放せ！」

　不意にさっきまで神について問答をしていた声が、すぐ近くで響いた。何かがふわりと飛び込んで、目の前が真っ青になる。シグレスの青いマントだった。全身をマントで覆おおわれたナイティスをかばうように、ガイナスと対たい峙じするシグレスの声が聞こえた。

「この人に触れることは許さない！」

「教理問答が終わったからと言って、すぐさま成年になれるもんじゃない。この種器の相手はお前には無理だ」

「この人は俺の番つがいの相手だ」

　ナイティスの心臓は止まりそうになった。シグレスの明めい瞭りようでよく響く声に、周囲がざわつくのが聞こえた。　>>>♥

「さっきの俺の声と言葉に反応して、発情した。俺に対たい偶ぐうする者だ」

　突とつ然ぜん、マントに包くるまれたままの体が宙に浮ういた。誰かに抱だきかかえられている。また悲鳴を上げると、すぐ横で小さくささやく声がした。

「大だい丈じよう夫ぶだ。ほかの誰にも触さわらせない」

　シグレスの声に涙なみだがこぼれた。自分を抱かかえているのは黒くろ騎き士しか白騎士なのだろうか。

　安心すると、再び体の奥から妖あやしい感覚が蠢うごめきだす。シグレスの言葉に頭は安あん堵どしたのに、体の方が誰かに触れられたくて、腰こしがくねりだしそうになる。ナイティスは切なさと悔くやしさに唇くちびるを嚙かんだ。自分の体が制せい御ぎよできない。これが発情するということなのか。




　気が付くとナイティスは見知らぬ豪華な部屋の寝しん台だいの上にいた。心配そうに自分を見つめるシグレスと目が合うと、全身に稲いな妻ずまが貫つらぬくようだった。まだ少年であっても貴種の男。その男の手に体を開かれたいという欲よく望ぼうが、火をつけた枯かれ草くさのように全身を焼く。

　──なんということを、私は……。

　羞しゆう恥ちに朱しゆに染まった顔を見られたくなくて、ナイティスは震ふるえながら俯うつむいた。

「これを飲むのだ。発情を抑える薬だ」

　シグレスが差し出した杯さかずきを、体を起こして手を震わせて受ける。全身が激しく震えるので、杯に唇をつけるのもままならなかった。飲もうとしても、唇から薬がだらだらと零こぼれる。

「どうしたのだ？」

　シグレスの手が触れるだけで、体がしびれたようになり、ナイティスは再び倒たおれた。体の奥に突つき上げてくる衝しよう動どうが恥ずかしく、シグレスの前から消えてしまいたかった。

「これを飲まないと、発情が抑まらない。飲めないのか……」

　シグレスの言葉が止やみ、ナイティスの唇に唇が重なった。心臓がおかしくなりそうなほど驚くが、あまりに近いところにシグレスを感じるので、目が開けられない。唇から苦い薬が注ぎ込まれた。思わずナイティスは呻うめき声を上げた。薬は苦くても唇の感かん触しよくが甘い。初めて感じる唇と舌に恍こう惚こつとなった。

　唇が離れると、ようやくシグレスの顔が目に入った。また顔が、全身が熱くなってくる。ナイティスは寝台に顔を埋うずめた。シグレスが、顔を伏ふせるナイティスに掛かけ布をかけてくれた。

「今は休むがいい」

　震えながらナイティスはうなずいた。今は何も考えず眠ねむりたい。考えたくない。自分が発情しているということを。自分が種器であったということを。










　ナイティスが目を覚ましたとき、寝台の天てん蓋がいから垂れる薄うす青あおの紗しやの帳とばりに包まれていた。ここはどこだろう……と身を起こし、ナイティスは自分に起こったことをすべて思い出し、絶望に打ちのめされた。シグレスの目の前で、大事な成年の儀の最中に発情したのだ。自分はまぎれもなく種器だった。

「お目覚めでございますか？」

　不意に帳の向こうから女性に声をかけられて驚いた。

「ここはどこですか？」

「青せい宮ぐうでございます。シグレス王子様のお部屋ですよ」

　シグレスの部屋？　ナイティスが寝台の帳を開けると、侍じ女じよらしき女性が微笑ほほえみながら立っていた。

「薬湯と茶をお持ちいたしました」

「私はいったい……」

「ずっとまる一日お眠りでした」

　するとあれは昨日のことなのだ。

「薬湯をお飲みください。効果が切れるとまた症しよう状じようが出るそうです」

　症状……気が付けばあの恥ずかしい衝動が収まっていた。種器でも身分の高い家に生まれると、淫いん売ばい宿に身を売ることもなく、薬で発情を抑えながら生活していると聞いた。その薬なのだ。

　切れるとまたあれが……ナイティスは昨日の自分を思い出し、慌あわてて薬湯を手に取って飲んだ。ナイティスが薬を飲んでいるのを見て、女性は部屋を出て行った。その苦い味に、昨日の口移しで味わった唇の甘さが蘇よみがえって、どきりとした。

　──僧そう侶りよだというのに、私は……。

　そう考えたとき、発情した自分がヒラス派の僧侶でいられないことに改めて気が付き、頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚えた。

　──私は、もうヒラス派の僧そう院いんには戻もどれないのか!?

　震えながら薬湯を飲み干し、寝台を下りた。シグレスと話をするために寝しん室しつから次の間に行くと、侍女たちが慌てて立ち上がった。

「シグレス様はどちらにいらっしゃるのですか？」

　ナイティスの言葉に、侍女たちは恭うやうやしく答えた。

「王を訪問されておられます」

　ナイティスは苛いら立だちながら、シグレスの帰りを待った。薬湯のせいか、もう昨日のような甘い淫みだらな感覚には襲おそわれないが、全身が微び熱ねつを発したように生温かく重くだるい。侍女が朝食を勧すすめてきたが、ナイティスはものを食べる気が起きなかった。

「いったん、僧院へ戻ります」

　ナイティスが侍女に言うと、困ったような顔で微笑んだ。

「あなた様はもう僧院にはお戻りになれないはず」

「し、しかし、いつまでも王子の寝室をお借りしているのは……」

　自分の僧そう坊ぼうに戻れなくても、せめて僧院の旅人の泊とまる宿しゆく坊ぼう、あるいは納な屋やの片かた隅すみでもよい、僧院に戻りたいとナイティスは思った。

「シグレス様より、あなた様はこの宮にお住まいになると伺うかがっております」

「なっ！」

　ナイティスは驚おどろきに言葉が続かなかった。

「妃きさきの扱あつかいをせよとのご下か命めいでございます」

「そ、そんな、ことがあるわけが──」

　妃という言葉が聞き違ちがいであるように、とナイティスは心の中で祈いのった。シグレスがそんなことを命じるなんて？

「一夜でも王や王子と寝室を共にした御お方かたは、ご下命があれば妃として扱うのが王家の習ならわしでございます」

　年の頃ころは四十を超こえて見える、いかにも宮きゆう廷ていの作法を知り尽つくしたような侍女が微笑んで答えた。

「い、一夜といっても、シグレス様と私は、な、なにも」

　そこまで言って、かっと頰ほおに血が上った。薬を口移しで飲ませてもらい、唇は触ふれあった。だが、それだけ……。自分は眠っていたので、一夜を共に過ごしたのかどうかも分からないのだ。

「シグレス様がお戻りになったら、お話しくださいませ。私わたくしたちは王子の仰おおせに従うのみでございます。よろしければこちらにお召めし替かえください」

　侍女は優ゆう雅がに長い裾すそを翻ひるがえして去った。ナイティスは呆ぼう然ぜんと寝台に座ったままだった。寝台の横の小机には、侍女が置いていった白い絹の服が置いてある。ナイティスはそれには手を触れなかった。

　しばらく経たって、あの侍女が入ってきた。

「シグレス様がお戻りになりました。まあ、そんなお姿のままでいらっしゃるとは。どうぞお召し替えを。お手伝いいたします」

　ナイティスは首を横に振ふった。侍女は困り顔のまま、白い服を手にしていた。

「デイラ、何をそんなに待たせるのだ」

　いつものきかん気な碧あおい瞳ひとみを輝かがやかせて、シグレスがつかつかと入ってきた。ナイティスはその姿を目にしないように俯いた。デイラと呼ばれた侍女は慌てて声をかける。

「まあ、王子様、お召し替えの時間くらいお待ちくださいませ」

「ナイティスが着き替がえたくないと言っておるのだろう」

　ナイティスは昨日来の僧そうの礼服のまま、寝台にいたのだった。

「僧そう衣いは僧院へ返さねば。お前はもうヒラス派の僧侶ではないのだ」

　あくまでも冷静なシグレスの口調に、ナイティスはかっと怒いかりがこみあげてきた。

「ひ、ひとごとだと思って、そのように簡単におっしゃるのですか」

「簡単に済ますつもりはない。作法に則のつとって、お前を妃の扱いとするつもりだ」

「それがっ！」

　ナイティスは思わず叫さけんだ。

「そんな簡単に、妃の扱いとおっしゃるのはなぜ！」

　シグレスは眉まゆを顰ひそめ碧い目を光らせた。口調に怒りと苛立ちが交まじる。

「妃に迎むかえるのでは不満か？」

「……シグレス様は、これから、他ほかの姫ひめ君ぎみとご結けつ婚こんをされるのでは？」

「兄上からお前を守るには、これが一番良い方策と思ったまでのこと。それに俺は他に誰だれも娶めとらない。後宮に女や種器の者を蓄たくわえたりはしない」

「……」

　ナイティスは言葉が出なかった。シグレスが自分を守ろうとしてくれる気持ちはありがたい。しかし、妃という言葉の重みを、本当にシグレスは分かっているのだろうか？　ナイティスにはシグレスが何を考えているか分からなかった。

　形だけのことと思っているのか？　妃というのは──考えると体全体がのぼせたように熱くなる。薬で抑おさえているはずの部分が再びおかしくなりそうで、ナイティスは激しく首を横に振った。

「俺の妃になるのはいやなのか？」

「か、考えたこともございませんので……」

「お前は俺が嫌きらいなのか？」

「……」

　まっすぐ性急に訊きいてくるこの美しい少年より、自分は年も上で貧しい僧院の出なのだ。ナイティスは自分が王子の妃にふさわしいとはとうてい思えなかった。

「お前は俺に対たい偶ぐうする番ではないのか？」

　最後の言葉は少し寂さびしさが滲にじんで聞こえた。はっとナイティスは顔を上げたが、顔を見られたくないかのように、シグレスはさっさと踵きびすを返して部屋を出て行った。










　ナイティスがひとりで考えたいので王子の寝室から出たいと言うと、デイラたち侍女が急いで支し度たくをし、青宮内に小さな部屋が用意された。

　侍女たちはナイティスのことをシグレスの言いつけ通り、妃として恭しく扱う。ナイティスは生まれてからそんな丁てい重ちように扱われたことがなく、侍女たちに声をかけることすら緊きん張ちようし戸と惑まどっていた。

　その部屋に入り、窓辺にあった机を見てナイティスは愕がく然ぜんとなった。ナイティスの僧院での僧坊にあったわずかな身の回りのものが、すでに届けられている。

　自分にはもう僧院に居場所はない。種器であると分かったとたん、こんなに急いで追い立てられるように僧院から出されてしまったのか……ナイティスの目に涙なみだが浮うかんだ。

　実際には僧院から丁重に使者が運んで来ていたのだったが、長い時間眠ねむっていたナイティスには分からないことだった。

　部屋は小さいと言っても僧坊と違って、寝しん台だいも調度も木を贅ぜい沢たくに使った作りで、ナイティスは落ち着かなかった。僧侶は物を持たない暮らしをしているので、こんな大きな簞たん笥すが用意されていても、入れるものがない。

　それに侍じ女じよたちが用意したらしい豪ごう華かな衣装も着る気がしなかった。女物の裾を引くような衣装も男物の飾かざりのついた上着も、どちらも自分にはそぐわない。何を着てよいのか全く分からないのだ。

　ナイティスは僧衣を脱ぬいで、きちんと畳たたんでデイラに手て渡わたし、一番僧衣に似たかたちに思えた寝ね間ま着きを着た。デイラが寝間着姿のナイティスに呆あきれたように、何か他に着るものを探してまいります、と言って出て行った。

　食事も摂とる気が起こらず、侍女たちが持ってきた盆ぼんに手をつけず、そっとドアの外へ出した。薬湯だけは飲んでいた。一度発情が起こると、しばらくはその状態が続くという。それだけは抑えたかった。もう二度とあの状態には陥おちいりたくない。

　自分の体が呪のろわしく、ナイティスは大きな寝台に横たわって、上うわ掛がけの中に籠こもっていた。ひとりで考えたい、と言いながら何も考えられない。涙も出ない。僧院へ戻りたい。ナイティスは夜になっても眠れないままだった。

　昼間のシグレスの言葉が蘇よみがえる。

『俺の妃になるのはいやなのか？』

　ナイティスの方こそ問いたかった。

「シグレス様は私を妃にしたいのでしょうか？」

　シグレスの本当の気持ちが分からない。ナイティスが今まで読んできた物語の中では、主人公は王子と出会い最後に結ばれて妃となっている。それはもちろん王子と愛し愛される物語で……自分には当てはまらない。ナイティスは心乱れるばかりだった。

『お前は俺が嫌いなのか？』とシグレスが訊たずねたとき、自分はなんと答えればよかったのだろう。もちろん、嫌いではない。聡そう明めいで美しく、自分に対し思いやりも示してくれる王子のことが。いや、僧そう侶りよでなくなった今、嫌いではないというような言い方ではとうてい足りない何かが溢あふれてきそうになる。

　ナイティスはまるで本当に痛みを感じるかのように胸を押さえた。夜は果てしないほど長く感じられた。部屋の中には気を紛まぎらわせるものは何もない。

　せめて本でもあれば……と思ったが、今それを侍女たちに頼たのむわけにもいかない。シグレスの成年の儀ぎの前までの穏おだやかな図書館での日々を思うと、切なさと辛つらさに胸がかきむしられるようだった。

　図書館で働き、夕暮れにはシグレスがやってきて、ふたりで本の話をしていた日々が、今となっては遠く輝いてみえる。

　ナイティスはシグレスから借りていた本の続きのことを思い浮かべた。本を読み終わると、すぐさまシグレスが王宮図書館まで続きを持ってきて貸してくれた。「お前の読む本は恥はずかしいな」と面おも白しろそうな顔で言いながら──ナイティスの目から、涙が零こぼれ落ちて敷しき布ふを濡ぬらした。

　眠れないでいると、部屋の外にカツカツと足音が響ひびくのが聞こえた。ナイティスは跳はね起きた。その若々しい性急な足取りだけで、誰がやって来るのか分かった。扉とびらの向こうから声がかかった。

「服も着ずに部屋に籠っていると聞いた。出てこい」

「……いやです。それに服は着ております」

　この乱れた気持ちのまま、シグレスに会いたくなかった。そのくせシグレスの顔を見たい声を聞きたい、とナイティスは思った。自分はひどく矛む盾じゆんしている。その自覚はあった。

「寝間着のままなのだろう？」

　年下なのに落ち着きはらった、少年王子の声が聞こえた。

「食べ物も食べぬというではないか。ここに食べるものと、お前が好きな物を置いておく。自由にするがよい」

　言い放って、つかつかと去って行く足音が聞こえた。シグレスが立ち去ってから、ナイティスがそっと扉を開けると、食べ物の載のっているらしい布をかけた籠かごと、古い木の箱があった。無視しようと思ったが、その古い木箱に見覚えがあった。僧そう院いんでも小型の貴重な書物を入れておくような書しよ櫃ひつだった。

　もしかして……とナイティスは箱を開けてみた。と、やはり思ったとおり、金をあしらった濃こい青、瑠る璃り色いろの革かわの装そう幀ていの小さな本がぎっしりと入っている。シグレスの成年の儀の前まで借りていたあの本の続きだった。

　急いで箱と籠を手に取り、部屋へ戻もどった。一番欲しかった美しい本を、ナイティスはじっと見つめた。

　この王宮の中で、自分のことを一番よく分かってくれているのはシグレスだと、ナイティスは思った。シグレスの思いどおりの行動をとっている気がしてならないが、読みたいと思う衝しよう動どうを抑えられなかった。

　灯あかりをつけて本を開く。懐なつかしい物語を開き、流りゆう麗れいな文章を読み始めると止まらなくなってきた。ナイティスは久しぶりにすべてを忘れて没ぼつ頭とうした。

　はっと目を上げると辺りがしらじらと明けてきた。急に空腹を感じて、シグレスが持ってきた籠に入っていたパンをひと切れ食べた。続きを読み進める。

　夜が明けて、朝の茶を持って来たデイラが驚おどろいたように目を見張った。

「もしかして一晩中、本をお読みになっていたのでは？」

　ナイティスは恥ずかしくなりながら、うなずいた。

「青せい宮ぐう妃ひ様もよく徹てつ夜やで読書をされていて、私わたくしたちがお止めするのですが」

　侍女頭がしらであるデイラは笑って言った。ナイティスは徹夜するほど本が好きというシグレスの母に、再び好感を持った。

「どうかお着き替がえくださいませ。それにもう少しお食事も召めし上がっていただかないと」

　デイラに言われ、ナイティスは俯うつむいた。いまだに寝間着のままの姿でいた。僧そう衣い以外に着たいものはなく、何も似合うような気がしない。食べるものも、貧しい僧院の食事に比べると、出される料理が贅沢すぎて喉のどを通らない。

「食べるものはもう少し食べるようにします」

「お召し物は他ほかに探してまいりましょう」

　デイラが下がろうとするところに、シグレスがやってきた。

「まあ、王子様でも、いきなりお休みのところへお入りになるものではありません」

　デイラが声をかけたが、シグレスは遠えん慮りよなく寝台の帳とばりを開け、呆れたように寝間着のままのナイティスを見た。ナイティスは慌あわてて寝台の掛かけ布の中に隠かくれた。まだシグレスと顔を合わせる勇気が出ない。

「まだそんな格好でいるのか？　お前も物語の中の姫ひめ君ぎみに学ぶべきだろう。仕える者たちを困らせてどうするのだ」

　シグレスに言われたが、ナイティスは掛け布の中から出ようとしなかった。

「ほら、そういう態度がいかんのだ。食べるものにも手をつけていないのか。機き嫌げんよく、皆みなに感謝しながら沢たく山さん食べろ」

「食べればよろしいのですね」

「そういうつんけんした物言いは、俺に対しては構わないが、下しも々じもの者にはしてやるな。王宮というところは、お前の言葉ひとつで胸を痛めたり、あるいは職を失ったりする者が出るのだぞ」

　シグレスの言葉にナイティスは掛け布の中に籠ったまま、はっとした。

　デイラたち自分の面めん倒どうを見ている者たちに対して、今まで自分はどんな態度をとっていただろう？　急に恥ずかしく、皆に謝りたいような気持ちになった。

　自分が妃きさきだとすると、シグレスの言う通り、今では自分の言葉ひとつで侍女たちの進退を変えることもあるのだろうか。ナイティスはそっと掛け布をのけて寝しん台だいに座り、シグレスと目を合わせた。変わらぬ快活な碧あおい瞳ひとみを見て、慌てて目を伏ふせる。

「ちゃんといただきます」

「それが妃らしい振ふる舞まいというものだ」

　しかしシグレスにそう言われると、自分の思いを聞かずに、勝手に妃扱あつかいされるのがどうしても気に障さわってしまう。その底には、いったいシグレスは本当は自分のことをどう思っているのかという、言葉に出す勇気もないナイティスの不安がわだかまっていた。ナイティスがむっつり黙だまり込んでいると、シグレスが布に包まれたものを取り出した。

「これは母上からだ。僧侶だったお前は青せい宮ぐうで何を着ていいか困っているだろうと」

　それは僧衣に形の似た、緩ゆるやかな上衣と下衣のひと揃そろいだった。青宮にある本と同じ、鮮あざやかな瑠璃色をしていて、ナイティスはその配はい慮りよをうれしく思う反面、華はなやいだ色合いに戸と惑まどった。

「どうした？　気に入らないのか？　いらぬなら母上に返すが」

　非の打ちどころのない王子、シグレスに唯ゆい一いつ欠点があるとすれば、せっかちで人を待てないことだった。

「……いえ、あまりに艶あでやかな色なので、私には派手ではと」

「そうか？　お前によく似合うと思うが。瞳の色と同じだ。お前を見て、母上が選んだのだ」

　ナイティスは驚いた。今まで青宮妃にお目にかかった覚えがない。

「図書館で図書を貸し出ししていただろう。そのときだ」

　ナイティスはそれらしき人に貸し出しをした記き憶おくはなかった。シグレスにそれを言っても、首をかしげるだけだった。

「母上はお前のことをよく見ていらっしゃるようだったが。自分の本と同じ色の大きな瞳だったと」

　会った覚えがないまま、ナイティスはシグレスの母に感謝した。青宮に来て妃であると言われた自分がどれだけ戸惑い途と方ほうに暮れたか、理解しようとしてくれるだけでも嬉うれしかった。ナイティスは瑠璃色の服を身に着けてみた。美しい上質の絹地で仕立てられ、丈たけも自分にぴったり合った。

「なんてよくお似合いなのでしょう」

　デイラや侍じ女じよたちは口々に褒ほめてくれた。青宮に仕える者たちはみな、ナイティスが驚くほど親切に接してくれる。妃といっても名ばかりの扱いで、こっそり蔑さげすまれたりするのでは、とナイティスは思っていたのだが、デイラたちはシグレスの妃として、心を尽つくして遇ぐうしてくれるのだった。










　青宮はまるで図書館のように静かな宮だった。その雰ふん囲い気きを壊こわすような甲かん高だかい女の声が響いてきて、ナイティスは驚き、思わず自分の部屋を出た。

　まさか青宮妃はこんな落ち着かない声でしゃべる方なのだろうか。青宮妃にいただいた衣装を着て、貸していただいた本を読んで、ナイティスの心は少し落ち着きを取り戻していた。それだけに感謝を伝えたいと、ずっと思っていたのだ。

　扉とびらの陰かげからナイティスが覗のぞくと、贅ぜい沢たくに着き飾かざった中年を過ぎた女性が、青宮の広間で大きな声を張り上げていた。居合わせた侍女にそっと訊きくと、現王の姉、シグレスの伯お母ばに当たるティレニ大公妃が訪ねて来ているのだった。

　シグレスが露ろ骨こつなくらい不ふ機き嫌げんそうに応対している。しかし、それに気が付かないのか、ティレニ大公妃がこれ見よがしに声を上げるので、ナイティスは聞きたくもないその話の内容をすっかり聞いてしまった。

「シグレス、お前はなぜ、私が薦すすめるワレイシアの姫ひめとの縁えん談だんを断った挙句、あのような種器の馬の骨をこの青宮に置くのです？」

「伯母上、私はナイティスを妃にすると決めたのです」

　ティレニ大公妃は鳥の叫さけびのような声を上げた。

「まさかお前が、そんなはずは」

「おかしいことではありません」

「お前の母ならともかく、あの者は種器である上、ごく貧しい生まれなのでしょう」

「ナイティスはヒラス派僧そう院いん出身なのです。僧そう侶りよに身分は関係ありません」

「僧侶は種器ではないはず」

「僧侶になってから、種器であることが分かったのです。この上は僧侶ではいられないので、青宮に迎むかえます」

「そんなものは去勢して僧院に戻もどせばよいのです」

　耳をそばだてていたナイティスは、「去勢」という言葉に、驚きに張り裂さけるほど目を見開いた。そのようなことは考えたこともなかった。しかし、聖ヒラスもそうしたと聞いたことを思い出した。そうすれば僧院に戻れるのか？

　去勢という言葉が何を表すのか、知っていても本当にすると考えたことはなかった。聞きながら、ナイティスの体は震ふるえてきた。去勢とは体から男の部分を切り落とすのだ。傷の痕あとを悪くすると、命を落とすこともあるという。だが、そうすれば僧侶として、イクシの谷の懐かしいヒラス派の僧院へ帰ることが……。

「私はナイティスを娶めとります」

　シグレスはなおも言いつのっていた。しかし、ナイティスはそれ以上、ふたりの会話が耳に入らなかった。ただふたつのことだけを考えていた。

　去勢してイクシの谷の僧院に戻り、一生シグレスに会わずに過ごす。

　妃となってシグレスのそばで過ごす。

　ナイティスは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま考えを巡めぐらせた。と、大きな声がした。

「私にこれ以上の話は無用のこと。失礼いたします」

　いきなり扉が乱暴に開き、ナイティスがこっそりいた部屋の方へシグレスが入ってきた。ナイティスは驚おどろいたが、シグレスの方はもっと驚いたように、大きく目を見開いてナイティスを見た。

「伯母上の話を聞いていたのか？」

「……」

　ナイティスはシグレスの強い視線を受け、目をそらした。

「あの御お方かたの言うことなど聞く必要はない」

「……」

「勝手なことをおっしゃっているだけだ。縁談なども話だけで断ったのだ」

「──去勢すると僧院に戻れるのでしょうか」

　シグレスは愕がく然ぜんとしたように、ナイティスの顔を覗き込んだ。

「去勢など俺が許さないぞ」

　シグレスが声を張り上げ、ナイティスはたじろいだ。

「イクシへ戻ることは俺が許さん」

「……」

　シグレスの強い剣けん幕まくにナイティスは息を吞のんだ。

「僧院に入らずとも、種器として神の教えを学び実じつ践せんすれば良いではないか」

「……でも」

「お前自身が、種器であっても神の道について学べるし、妃になれるということを示すがよい」

　ナイティスはうなだれた。シグレスのように正論のもとに行動したいと思っても、強くなれない自分はどうしたらいいのだろう。

「ヒラス派が説く、神の下もとの平等をお前が実践しなくてどうするのだ？」

　シグレスと話し合った日のことを思い出した。自分が言った言葉も。神の下の平等を実現するには。あの日の自分はずいぶん偉えらそうに正論を振りかざしていた。

　──種器の者も神と共に生きる道を全まつとうできるように、と私は言った。傲ごう慢まんにも、自分がそうであることも考えず。

「お前は書を読むことができる。どこでも祈いのり学べるだろう。種器の者も神と共に生きる道を全うできるはず、とお前は言ったではないか。俺のそばで祈りながら生を全うすればよい。それともあの言葉は噓うそか」

　ナイティスが目を潤うるませながら顔を上げると、シグレスの顔が滲にじんで見えた。シグレスの言葉は力強かった。ナイティスは溢あふれる涙なみだを止められなかった。

「俺の隣となりに立て。お前以外には、誰だれも娶らない」

「シグレス様は、それで良いのでございますか？」

　自分のような年上の種器の者を妃きさきにし、しかも他ほかには誰も娶らないという。ソディアの王家の一員でありながら、そのような振る舞いが許されるのだろうか。

「俺は王位継けい承しようは第三位で、気楽な身分なのだ。誰も文句は言うまい」

　本当にそうだろうか？　ナイティスにはそうは思えなかった。王宮の人々のシグレスへの期待をひしひしと感じるのだ。そんな期待を受けるシグレスの未来に、自分の存在は黒い染しみのように貼はり付いてしまうのではないか？










　ティレニ大たい公こう妃ひの言葉の衝しよう撃げきがまだ残る中、ナイティスの心は不意の訪問者にさらに揺ゆさぶられた。縁談を断ったというワレイシア家の姫が侍女を引き連れ、自分に会いにやってきたのだ。豪ごう奢しやな紅あかいドレスをまとい、シグレスと同じ輝かがやくような金きん髪ぱつを結ゆい上げ、シグレスと年の頃ころも同じくらいの目の覚めるような美しい少女だった。

　権高な物言いのワレイシア家の侍女に人ひと払ばらいをするように言われ、ナイティスは青せい宮ぐうの客間のひとつで、姫と対たい峙じすることになった。胸が不安にどきどきと鳴る。

「初めてお目にかかります。ナイティスと申します」

　おそるおそる挨あい拶さつをしたが、勝ち気そうな碧あおい目に怒いかりを込めて睨にらまれた。

「お前が種器で僧侶であったという者か」

　ナイティスは「はい」と答えた。

「みすぼらしい種器が！」

　姫はナイティスの顔に向かっていきなり平手を打ち、唾つばを吐はきかけた。

「お前がシグレス様にふさわしいと思うのか？」

　ナイティスは呆然として、ただただ怒りを受け止めるだけだった。自分から何を返すこともできなかった。

「お止やめください！　姫ひめ君ぎみのなさる振ふる舞まいとも思えませんな」

　扉を開けて白しろ騎き士しのクランが飛びこんで来た。王宮一と謳うたわれる美び貌ぼうの騎士に鋭するどく睨まれて、姫は狼狽うろたえた。

「ひ、人払いをしていたのに。そなたが来る必要はない！」

　クランは呆あきれたような声を上げた。

「姫がこのようなことをなされるかもしれないため、私わたくしめのような者がそばに控ひかえるのです」

「お前とて王家につながる家の出身であろうが。なぜこのような者を王子のそばに置くのです」

「シグレス王子のお決めになったこと。私はそれに従うのみです」

「ティレニ大公妃様が大変お怒りになっている」

「王子の父君母君がお認めになっているのです。ティレニ大公妃様が何を言われようと、王子のお気持ちは動きますまい」

「あのような母はは御ごであるから、このようなことを──」

　クランは剣けんを床ゆかに突ついた。鞘さやが付いたままとはいえ、激しい音がした。ワレイシア家の姫は悲鳴を上げた。

「お、お前は、無礼な！」

「あの御方を侮ぶ辱じよくすることは許しませぬ」

　ナイティスは騎士中の騎士と言われるクランがここまで憤いきどおるところを、初めて見た。騎士が姫君に向かって、このような激しい怒りを見せることもあるのだ。

　ワレイシアの姫は怒りによろめくように無言で出て行った。クランはぐっと目をつぶったままだった。

「面めん目ぼくない次し第だいです。ついワレイシアの姫に怒りを覚えてしまいました。騎士にあるまじき振る舞いでした」

　ナイティスは男らしい端たん正せいなクランの顔が悔くやしそうに歪ゆがむのを見た。クランは不意に床に跪ひざまずき、ナイティスを驚かせた。

「どうか、誰に何を言われようと、シグレス様の隣にお立ちください。私は死ぬまで、あなた様にお味方いたします」

　ナイティスは絶句した。

「シグレス様のお心は、ほかでもないあなた様にあるのですから」

　クランが立ち去った後も、ナイティスは呆然と立ち尽つくしていた。










　夜半よわの祈りの時間、ナイティスはそっと自分の寝しん室しつを出て回かい廊ろうに跪き、アレトの神に祈りを捧ささげた。僧そう院いんで育ち夜ごとの祈りに慣れた体は、青宮近くのカダイ派の寺院の鐘かねが鳴る前に目覚めるのだった。いつもは部屋の中で祈っていたが、月が明るく美しいので部屋を出てみた。

　月の光を受けて祈るうちについ涙が溢れて、跪いたまま額を回廊の石いし畳だたみにつけた。書面でもティレニ大公妃が怒りを投げつけてきたという。ワレイシア家からも。ティレニ大公妃に賛同する、ほかの貴族の家からも。

　クランは味方すると言ってくれるが、誰もかもが自分がシグレスの隣に立つことに反対している、そんな気がした。

　──神よ。私の居場所はどこに定めたらよいのでしょうか。

　不意に誰かが近づく足音で、ナイティスははじかれたように体を起こした。表情は影かげになって分からないが、すらりとした体つきと月明かりに輝く長い金色の髪かみで誰だか分かった。

「なぜ泣く」

「……」

「昼間、ワレイシア家の姫に狼ろう藉ぜきを働かれたというのは本当か？」

「……そんなことで泣いているのではありません」

　クランから聞いているのだろう。ナイティスは自分からは何をされたのか、シグレスに言うつもりはなかった。

「僧院に戻もどりたいのか？」

「……」

「俺を恨うらんでいるのか？」

　驚おどろいて、ナイティスはシグレスの顔を見上げた。傷ついてみえる少年の顔に、ナイティスは急いで涙をぬぐい、立ち上がった。

「恨みなどございません」

　月光を浴びるシグレスの顔は美しかった。あまりに気高く美しくて、手を触ふれるのもためらわれて、ましてや自分のような者が隣に立つことなどはばかられる──。

「私がもう僧院に戻れぬことは、シグレス様のせいではないのですから」

　それは自分が種器の生まれであったことが原因なのだ。しかし、それを聞くシグレスの顔は痛々しく歪んだ。

「妃にしたことを恨んではいないのか？」

「……私を妃にして後こう悔かいなさらないのかと。むしろ、いずれ私のことをお恨みになるのではと思っておりました」

「俺はお前にそんな気持ちは持たん！」

　シグレスが激しい口調で言った。

「俺はお前に隣に立ってほしいのだ」

　王子の隣に立つ。それはただの妃以上の意味を持っていた。ナイティスは体を震ふるわせた。自分はそのような身分には生まれついてないのだ。その気持ちを見み透すかしたように、シグレスは言った。

「身分など関係ない。お前の気持ちはどうなのだ？」

　目を逸そらすことができない碧い瞳ひとみにくぎ付けられ、ナイティスは動けなかった。何か言葉を発しなければ、そう思っても唇くちびるが動かない。

「俺は一いつ緒しよにいたい相手ではないのか」

　ナイティスが体を引こうとすると、背中が回廊の柱にぶつかった。シグレスが柱に両手をかけ、逃にげる体を押さえられた。

「俺が好きなのはお前だ」

　真しん摯しな瞳の光を真っ向から受けて、ナイティスは心の中を激しく突き破られた気がした。心臓が痛いほど鳴る。自分の想おもいの中にはシグレスがずっといたことに、ナイティスは気が付いた。大公妃や貴族の姫に何を言われようと、自分はシグレスのそばにいたい。

「お前は俺のことが──」

　いつもせっかちに言葉を投げつけてくる少年の唇がふと止まった。ナイティスは視線を逸らすこともできず見つめ合った。碧い瞳にはいつもの自信も誇ほこりもなく、不安そうに揺れていた。ずいぶん長い時間そうしていたようであり、ほんの一いつ瞬しゆんであったようにも思った。

「俺のことが好きか？」

「はい」

　そしてナイティスは初めて言った。

「私もシグレス様が好きです」

　初めて自分から出した言葉に、喉のどが灼やけつくような気がした。

　唇が近づいて、ナイティスは目を閉じた。唇が触れ、お互たがいの呼吸が通いあう。舌が滑すべり込んできて、ナイティスは小さく呻うめいた。肩かたを摑つかむシグレスの手に力が籠こもる。

　おそるおそる触れるようだった舌が大だい胆たんに口中を攻せめるようになり、ナイティスは体の力が抜ぬけそうになった。頽くずおれる体はシグレスに抱だき留められ、いったん離はなれた唇が耳元に近づいて言った。

「何度でも訊きく。俺の隣となりに立つか？」

　王子の隣に立てば、今日のような苦しみが果てしなく続く日々が、待っているのかもしれない。だが、立たなければ、一生、後悔という苦しみを抱かかえて生きるのだとナイティスは思った。どちらかを選ぶのなら。

「立ちます」

　震える声でナイティスは答えた。

　シグレスが再び近づいて抱きしめ、そっと唇を寄せた。ナイティスは拒こばまなかった。唇が触れ合い、やがて舌が入りこんで深く交じり合う。

　体の奥がしびれたようになり、何も考えられなくなる。ただ、シグレスのそばにいたい。ナイティスはそのことだけを強く願っていた。










　青せい宮ぐうに仕える者たちを広間に集め、居並ぶ人々に向かって堂々とシグレスは告げた。ナイティスは王子の隣に立った。今でもためらい、本当にこれで良いのかと自分に問いかける。それでも、とナイティスは自分に言い聞かせる。それでもシグレスの隣にいたいと思うなら、自分の心を強くし、脚あしに力を込めてその場所に立つしかないのだ。

「このたび、王宮図書館で書の司つかさの見習いをしているナイティスを娶めとることにした。他ほかに妃きさきは持たないので、皆みな、そう心得るように」

「シグレス様、なぜ、このような身分の低い種器の者を!?」

　驚きよう愕がくを露あらわにした黒くろ騎き士しのケディンが叫さけんだ。男らしい厳しく端正な顔が蒼そう白はくになっている。

「俺は聡そう明めいな人間を愛するのだ。身分など関係ない。妃にするならナイティスが良い」

　きっぱりとしたシグレスの言葉に、皆が一いつ斉せいにナイティスの方を見る。ナイティスは動どう悸きが高まるのをこらえた。　>>>♥

「しかし、王がそのようなことをお許しに──」

「父上と母上の許しは得た」

　簡潔にシグレスは言った。

「ナイティスは俺の運命の番の相手なのだ。そう申し上げると父上にもご納なつ得とくいただいた」

　唇を震わせるケディンの傍かたわらで、白騎士クランは微笑ほほえみを浮うかべてシグレスとナイティスが並び立つのを見つめていた。

「クランとケディンは、俺に対するのと同じようにナイティスのことも守るように」

「御ぎよ意い」

　言葉を発したのはクランだけだった。ケディンは厳しい眼まな差ざしで前を見つめたまま、頭すら下げてはいない。それが目に入ったナイティスは心が重くなったが、黙だまってシグレスの隣に立ち続けた。

　今、自分たちに向かって頭を下げた者たちとて、ナイティスに頭を下げたいわけではないのだ。自分の前ぜん途とに何が待ち受けていようと、それでもこの道を行くしかない。ナイティスは足が震えるのを感じながらも、力を込めてまっすぐ立とうとした。




　ナイティスは青宮の美しい中庭の噴ふん水すいのそばに行った。さきほどの広間での緊きん張ちようが、いまだほどけない。清らかな水が溢あふれている石の鉢はちに手を差し伸のべて指を濡ぬらした。

　噴ふき上げては零こぼれ落ちる水を見ていると、ずっと張り詰つめていたままだった心が安らぐようだった。噴水の周りには綺き麗れいな花が咲さき乱れている。

　花をよく見ようと、噴水の縁えん石せきにナイティスが腰こしかけたときだった。不意に暗い影が飛び込んで、一気に自分の前で大きくなった。ナイティスは思わず悲鳴を上げた。

　暗い影は大きな男の姿になり、鋭するどく光る刃やいばを目の前で振ふりかざす。一いち瞥べつしただけで、それが常にシグレスのそばに影のように付き従う男であることが、ナイティスには分かった。

「お前のような者が王子を穢けがすことなど許されん！」

　黒騎士の顔は影になっていて、その表情は見えなかった。振り上げた剣けんが残ざん酷こくにきらめいた。ナイティスは思わず目を閉じた。

「シグレス王子は、ご聡明で輝かがやかしいお方。ご兄弟のどの王子より王位にふさわしい。お前のような得体の知れぬ種器を娶ることなど考えられんわ！」

　憎ぞう悪おと嫉しつ妬との入り交じった憤いきどおりに、ナイティスは打ちのめされ、恐きよう怖ふのあまり黒騎士の足元に頽れた。

「ならん！　ケディン！」

　銀の稲いな妻ずまのように飛びこんで来たのは、白騎士クランだった。ナイティスの前に立ちはだかり、背後に庇かばった。

「主命に背そむくことになるぞ。王子自らナイティス様を守るよう、我らにお命じになったではないか」

　白騎士と黒騎士はしばし睨にらみあった。やがて黒騎士はがっくり膝ひざをついた。クランの後ろで、荒あらい息を鎮しずめながら、ナイティスは黒騎士の姿を凝ぎよう視しした。

「王子はなぜ、そこまで、このような者を……。諸国を訪問し立派な姫ひめ君ぎみを花嫁としてお迎むかえするはずでは」

　ケディンが胸が張り裂さけるような悲痛な声で言う。彼はそれほどまでに、自分は王子には不釣つり合いだと思うのだ、その心のうちを思うとナイティスは辛つらかった。

「シグレス様の番のお相手なのだ。縁えんは断たち切れん」

「だからこそ、いっそ切ってしまおうかと思うのだ」

　ケディンの激しい言葉を聞いているだけで、ナイティスは体が震ふるえてくる。

「お前とて本心から切るつもりではなかっただろう」

　クランは静かに言った。

「人を切る構えではなかった。お前は剣を振りかざしてナイティス様を脅おどし、自分から王宮を離れるように仕向けたかったのだ」

　ケディンは顔を背けた。ナイティスは哀かなしみで胸がつぶれそうだった。自分という者がいるために、この素す晴ばらしい騎士がこれほど苦しんでいる。シグレスの妃になることに対して、また不安と苦痛が蘇よみがえってくる。覚かく悟ごを決めたこととはいえ、ケディンをこれほど苦しませてよいのだろうか。

「本当にこの者が、シグレス様の番の相手だというのか？」

「それをお決めになるのは神で、認めるのは王子とナイティス様だ。俺たちではない」

　クランは静かな眼差しでナイティスに目をやった。

　だが、ナイティス自身にはシグレスと番の関係であるという確証が得られない。自分は本当にシグレスの運命の相手なのだろうか。

「主命に従い、ナイティス様をお守りするのだ。さもなくばお前の方が主のもとを去れ」

　クランは厳しい口調で言った。ケディンが荒あら々あらしい足音を立てて庭を去った。

「お許しください。ケディンはいまだ混乱しておるのです」

　クランが代わりにナイティスに深く頭を下げて謝った。ナイティスは震えを止めようと、自分の腕うでで体を抱きしめながら立ち上がった。

「ケディン殿どのが私を不快に思われるのは当然のこと」

　思わずナイティスは口にした。

「あれほどシグレス様を想おもわれているのですから」

　クランはほろ苦い笑えみを浮かべた。

「ご存じでいらっしゃるのですね」

「顔にも声にも想いがあふれて見てとれます」

　ナイティスは正直に思うところを言った。

「あの男はシグレス様への崇すう拝はいと献けん身しんで生きておるのです。騎士というのは身分の高い王子や姫君、貴婦人に心からの愛と自分の身を捧ささげることが、無上の喜びなのです」

　ケディンと同じように振る舞まってもおかしくないはずなのに、クランはなぜ自分のような身分の低い種器が王子の妃であることを拒きよ絶ぜつしないのだろう？　ふと疑問が浮かび、ナイティスは凜々しいクランの横顔を眺ながめた。

「私が王宮に来たときから崇拝するのは、あの方の母君に当たられる尊き御お方かた」

　ナイティスの心のうちが分かったかのように、クランは語り始めた。

「その御方は種器であられたため神の道に入るのを諦あきらめたとき、ソディアの王と出会い、この王家に嫁とつがれたのです」

　ひらめくように、ナイティスの脳のう裏りにいつかの日、クランと一いつ緒しよにいた男のことが思い浮かんだ。はっとしてクランの目を見た。優やさしく慈いつくしむような光がそこにはあった。

「シグレス様のお気持ちをお信じください。あなた様に会うよりずっと前から、あの方は母君を通して、種器の者がどう生きれば幸福になれるかをお考えになっているのですよ」

　クランは庭の奥へ目を向けた。ナイティスもそちらを見て、立ち上がった。木こ漏もれ日に長い金色の髪かみを輝かせた男が立っている。改めて見ると、その顔立ちは本当にシグレスにそっくりだった。ことさらシグレスに似ているのは、青空のように澄すんだ碧あおい瞳ひとみだった。男はゆったりとナイティスを見て微笑んだ。

　シグレスを産んだ青せい宮ぐう妃ひのレイユスが種器の生まれであり、生まれつき耳が不自由で言葉も話せないということを、ナイティスは初めて知った。レイユスは微笑みながら小さな手帳を取り出して字を綴つづり、ナイティスに文字で語り掛かけた。

『私は心からあなたとシグレスの婚こん約やくを祝します』

『シグレスを愛し、支えてくださることを感謝します』

『せっかちなあの子があなたを戸と惑まどわせていないか、心配です』

　シグレスによく似た碧い瞳はナイティスを見て、優しく細められた。ナイティスは思わず涙なみだをこぼした。誰だれが何を言おうと、この御方が自分たちを祝福してくれるなら、と胸が熱くなった。レイユスはナイティスの肩かたを引き寄せ、そっと抱だきしめた。










「なんだ、クラン、お前が先に母上に会わせてしまったのか。つまらん」

　ナイティスが自分が紹しよう介かいする前にレイユスに会ってしまったことを知り、シグレスは不満そうに形のいい唇くちびるを歪ゆがめた。

「申し訳もございません」

　クランは深々と頭を下げたが、その顔には微び笑しようが浮うかんでいた。

「ナイティスを驚おどろかせようと、せっかくおしゃべりな侍じ女じよたちには口止めしていたのに」

　シグレスはなおも言いつのった。レイユスを囲むように、シグレス、ナイティス、クランは青宮の図書室にいた。

『子どもっぽいことを』

　レイユスは紙に書いた。微笑むとわずかに目め尻じりに皺しわがよるが、若々しく美しい姿だった。金色の髪を背にさらりと流し、色白の頰ほおにいつも微笑が浮かんでいる。シグレスの兄くらいの年とし頃ごろの青年にしか見えず、ナイティスにはこの人がシグレスを産んだということが、とても信じられなかった。

『ここが青宮で私の一番好きな場所』

　青い革の本と茶色の革の本がぎっしりと並んだ書しよ架かは、部屋の天てん井じようまで届き、四面を取り囲んでいた。

『美しい図書室です。素晴らしい本が揃そろっています』

　ナイティスが書くと、レイユスはシグレスそっくりの碧い目を輝かせた。

『王宮図書館ほど蔵書はないけれど、物語の本は王宮よりいい本がありますよ』

『全部読んでみたいです』

『最近、私が手に入れた騎き士し物語を教えてあげましょう』

　ふたりが書く会話を覗のぞき込んでいたシグレスが、呆あきれたような声を上げた。

「本の虫が揃うと、その話ばかりだな」

　ナイティスはちらりとシグレスを睨むように見た。

「私は楽しいです」

『またシグレスがいらぬことを言ってるのでしょう』

『ナイティスには法律や歴史の書物を読んで、俺の片かた腕うでとなるようにもっと学んでもらいたいのに』　>>>♥

　シグレスが腕を伸のばしてナイティスから筆を奪うばい、レイユスに向かって書いた。レイユスは微笑わらって、その下に流れるように文字を綴った。

『人に本を読ませるのは、馬に水を飲ませるのと同じこと。無む理り強じいはできぬものです』

　シグレスは苦く笑しようし、クランはうっとりした眼まな差ざしのまま、レイユスを見つめている。レイユスは立ち上がって、書架のそばに行き一冊の本を取り出した。さっき話に出た騎士物語らしい。ナイティスはそっと押し頂くように本を受け取った。










　青宮の夕食の時間、デイラが運んできた鉢はちを見て、ナイティスははっとした。僧そう院いんでいつも食べていたような野菜と豆のスープが湯気を立てていた。

「これは、僧院と同じものでは？」

　デイラがうなずいた。

「ヒラス派僧院の料理の作さ務むの僧に聞いて作ったものです」

　ナイティスはそっと匙さじですくって口に運んだ。質素だが滋じ味みあふれる懐なつかしい味がする。

「美味おいしいです。なんて懐かしい……」

　食しよく欲よくがないと言った自分のために、わざわざ僧院まで行って作り方を聞いてくれたのだ。デイラはナイティスの言葉に、うれしそうに目を輝かがやかせている。

「ありがとうございます。私のために、ここまでしてくださるなんて」

「シグレス様の大事な御方のためなら、我々は骨身を惜おしまないのです」

　デイラは初めて会った日から、いつも自分に心を尽つくしてくれる。ナイティスは温かいスープを食べながら、胸が熱くなった。

「これが僧院と同じ味なのか？」

　食しよく卓たくに向かいあって座るシグレスが、珍めずらしそうに鉢を覗き込んでいた。

「はい。子どもの頃ころからずっとヒラス派僧院でいただいていた、その味と同じです」

「肉が入ってないんだな」

「ヒラス派僧院は毎日の食事が精しよう進じんなのです」

　カダイ派やクレダス派は一定の日の戒かい律りつを守る以外は、肉食をしていると聞く。

「まあ、俺には少しもの足りないが、たくさん食べろ。お前は瘦やせすぎだとデイラが言っていた」

　ナイティスは小さく笑った。デイラはとにかく自分のことを気き遣づかい、たくさん食べさせたがるのだ。

　食後、ナイティスはいつもならすぐ部屋へ引き取るところを広間に行った。王家や貴族の家では、食後は広間で吟ぎん遊ゆう詩人に語らせたり、詩や物語を読んだりするという。ナイティスはこの宮に来てから、まだ広間でそのような時間を過ごしたことはなかった。シグレスの妃きさきとして振ふる舞う勇気が出なかったからだ。シグレスもナイティスに広間で過ごすよう無理強いはしなかった。

　ナイティスはレイユスから借りた本を胸にしっかり抱かかえ、大きな暖だん炉ろの近くへ行った。あかあかと火が燃える傍かたわらに、シグレスがゆったりした椅い子すに掛けていた。ナイティスの姿を見てシグレスが驚いたように自分を見つめているのに微笑みかけ、シグレスの周りに仕える者たちに言った。

「『マルファの騎士の物語』を、レイユス様から借りてきました。私が読みますので、聞きたい人はどうぞ」

　この宮では耳の不自由な青宮妃に遠えん慮りよして、吟遊詩人を呼んで物語を語らせる習慣がないと聞いていた。だが、侍女たちには字の読めない者も多いという。

　ナイティスは借りた本を自分が読むだけでなく、青宮に仕える人たちに向けて、読み聞かせをしようと思ったのだ。自分のために心を尽くしてくれる人たちに、せめて自分ができることをしたかった。

　侍女を始めとする青宮で仕える者たちが、暖炉の周りに集まってきた。ナイティスはシグレスの隣となりに座り本を広げ、ゆっくりと読み始めた。

「はるかな昔、オーランを越こえ、さらに遠くの国々越えて、白き山並み過ぎた果て、マルファに在りし、騎士ヴェクサンス、いさおしの誉ほまれ数限りなく、銀の髪かみ丈たけ長く背に流れ、銀の瞳ひとみ麗うるわしく──」

　ナイティスの透すき通る声が広間に響ひびいた。イクシの谷で書の司つかさの手伝いをしていたときも、僧院の目の不自由な僧そう侶りよのために本を朗読していたので、読み聞かせることは得意だった。相手に届くようにはっきりと滑なめらかに読み上げる。

『マルファの騎士の物語』はもともとが炉ろ端ばたで語り部べが物語る語り物の本なので、読んでいるナイティスもうっとりするほど語りやすく心ここ地ち好よかった。聴きき入る侍女たちも目を輝かせている。

　マルファの騎士ヴェクサンスがいよいよ冒ぼう険けんの旅路に立つ、そのくだりまで読んでナイティスは本を閉じた。

「それでは続きはまた明日あした」

　侍女たちから残念そうな声が漏もれる。シグレスは快活に言った。

「ここで終わらせないと、ナイティスのように徹てつ夜やをすることになるぞ。徹夜をすると、せっかくのお前たちの美び貌ぼうが台無しだ」

「私もこの本の続きは、みなと一いつ緒しよに明日読みます」

　侍女たちがさざめきながら、ナイティスに礼を言い、部屋へ下がっていく。ナイティスはシグレスと目を合わせて微笑んだ。

「私も明日を楽しみにしております」

　白騎士クランも笑えみを浮かべて、「それではゆっくりお休みなさいますように」と一礼して去った。その姿を見送りながら、ナイティスは黒騎士ケディンもこの朗読を聴いていたことに気が付いた。壁かべ際ぎわに影かげのように佇たたずむ彼は、ナイティスに近寄って挨あい拶さつはせず、白騎士が去った後、ゆっくりと踵きびすを返して広間を出て行った。

「声に出して読むというのは良いものだな」

　シグレスはぽつりと言った。

「黙もく読どくより遅おそくなりますので、せっかちなシグレス様には向いておりませんが」

　ナイティスが返すと、シグレスは声をあげて笑った。










　マルファの騎士ヴェクサンスが竜りゆうを退治し、囚とらわれの姫ひめを連れて国へ帰き還かんする頃には、青せい宮ぐう中の者たちが、ナイティスの朗読を聴きに広間に集まるようになっていた。

　ナイティスのそば近くに仕える侍じ女じよたちは、すっかりこの物語の虜とりこになり、ナイティスに向かって、まるで今ここに麗うるわしの騎士ヴェクサンスがいるかのように、その魅み力りよくを語ってくるのだった。

「はるか昔の物語の男なのでしょう？　それなのにあのように侍女たちにもてはやされるとは、なんだか妬やけますなあ」

　白騎士クランが呆れたように笑いながら言った。

「私は読んでいるとき、クラン殿どののような騎士を思い浮うかべておりますよ」

　ナイティスが答えると、クランが目だけで注意を促うながした。はっとしたナイティスがちらりとシグレスを見ると、憮ぶ然ぜんとして険しい顔をしている。

「この本を読んでいると、みなと少し親しくなれたような気がして、私は嬉うれしいのです」

　急いで話を変えると、シグレスが眉まゆを開いた。

「みなの者に本を読み聞かせてやるというのは、とても良い思い付きだったと思う」

「私も左さ様ように思います。ナイティス様のみなを思いやるお気持ちが伝わりました」

　三人は広間の隅すみに腰こしかけ、茶の載のったテーブルを囲んでいた。少し離はなれたところに、ぽつんとケディンが立っていた。結局最後まで、ケディンはいつも一番離れた壁際で立ったまま朗読を聴いていたのだった。

「ケディン殿は物語はお好きなのでしょうか？」

　ナイティスがそっとシグレスに問うてみると、シグレスも首を傾かしげた。

「俺は知らぬ。騎き士しや姫の物語など全然興味がなさそうに見えるが。あいつはふだんから本は読まず、ひとりでいるときはたいてい武具の手入れをしている」

　そんな彼がわざわざ毎晩、物語の朗読を聴いてくれた。少しは自分に対して心を許してくれているのだろうか、とナイティスは思った。しかし朗読の後も、ケディンがクランのような親しみを見せた態度で接してくることはなかった。




「ケディンはナトラ近くの領主の家の三男です。初めて王宮に来たのは二十の年を過ぎた頃だったでしょう」

　次の日、木ぼつ剣けんを取って稽けい古こをしているシグレスとケディンを見守りながら、クランが教えてくれた。

「まだシグレス様は十三になったばかり、その頃はまるで少女のようなお可愛かわいらしい姿でした。ケディンが一目で恋こいに落ちたのも仕方のないこと」

　まるでその現場を見てきたかのように、クランは語った。

「姫に見まごうような美しさだった王子が、いつの間にか男として成長され、大切な御お方かたを得られた。ケディンも頭では分かっておるのでしょうが、心がついていかない」

　不意に鋭するどい音がし、木剣が弾はじき飛ばされた。

「一本取ったぞ！」

　シグレスが大きな声を上げた。ナイティスが見ると、ケディンは無表情のまま頭を下げた。

「お見事」

　クランが声をかけた。そしてナイティスに振り向いた。

「今まで、ケディンから一本取れたことがなかったのですよ。素す晴ばらしい」

　シグレスは得意そうに高々と剣けんを上げている。ナイティスは初めて図書館で会ったときより、シグレスの背が高くなっていることに気が付いた。背だけではない。腕うでや足あし腰こしもずいぶん鍛きたえられ、逞たくましくなっていた。ふと目を横にやると、ケディンは呆ぼう然ぜんとしたまま、剣を拾い上げていた。

「本日の剣の稽古は見事だっただろう？」

　夜、お互たがいの部屋へ戻もどる前に、ナイティスはシグレスと一緒に青宮の回かい廊ろうから庭を見下ろしていた。

「はい、ケディン殿から一本取ったお姿を拝見しました」

「あいつがぼんやりしてるせいだったかもしれないが、俺の方にも力が付いてきたということだ」

　喜びつつも状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきしているシグレスだったが、なぜケディンが「ぼんやり」しているのか、その原因が自分にあるとは気が付いていないらしかった。

　不意にナイティスはケディンが憐あわれに思えて、胸が痛くなった。自分のすぐそばにいる深く愛する人が、別の誰だれかを娶めとろうとしている。自分なら、そんな心の痛みに耐たえてそば仕えを続けられるだろうか。

「どうしたのだ？」

　物思いにふけるナイティスの顔をシグレスが覗のぞき込んだ。ナイティスはたまらなくなって、シグレスに抱だきついた。

「どうした？　お前の方から来るのは珍めずらしいな」

　シグレスの手がそっとナイティスの髪かみを撫なでた。

「何か不安なことでもあるのか？」

「……愛しても報むくわれぬときは、人はどうするのでしょうか？」

「それは何の話をしておるのだ？　俺たちのことか？」

「いえ、私たちのことではなく」

　ナイティスは説明に困った。無言のままシグレスに抱きついている自分が恥はずかしくなり、慌あわてて体を離そうとすると、シグレスに強く抱だき留められた。

「思うことがあれば口に出して言え。口で出せないなら書いてくれ。俺は黙だまっている者の気持ちを汲くみ取れるほど、大人ではないのだ」

　──ああ、いつもながら見事なまでにご自分のことが分かっていらっしゃる。

　ナイティスはシグレスの胸で目を閉じた。

「いつか申し上げます」

「今はだめなのか？」

「今は……申せません」

　なんだか分からないな、と言いながら、シグレスは抱き寄せる腕に力を込めた。







第５章







　ナイティスは久しぶりに王宮図書館の入り口をくぐった。ほんのひと月ほど前のことなのに、シグレスの教理問答の日から、ずいぶんと長い年月が経たってしまったかのような気がした。

　図書館の奥にある部屋を覗くと、フィグレンが立ち上がるのが見えた。走るように来て、懐なつかしそうな笑えみで迎むかえてくれた。

「ナイティス様」

　フィグレンが自分をそう呼んだことで、ナイティスはふと哀かなしみを覚えた。フィグレンは自分をシグレスの妃きさきとして扱あつかい、自分はもう、かつてのように親しく名前だけで呼んではもらえないのだ。

「お待ちしておりました」

「フィグレン殿どの、よろしく頼たのみます」

「写本室に席がございます。クラン殿もそちらに」

　ナイティスが外へ出るときは白騎士か黒騎士が供に付いてくるようになっていた。今日は白騎士クランが従っている。ケディンは表立って敵意を見せてくることはないが、いつも怒おこっているような無表情でナイティスの後ろを歩く。

　ナイティスはクランが供をしてくれるときはくつろいで話ができ楽しかったが、ケディンのときには内心不安で落ち着かなかった。

　成年を迎える王子は、ソディアを囲む国々を巡めぐる長い旅に出るのが習わしだった。シグレスも旅に出る準備を始めていた。シグレスがいない青せい宮ぐうで暮らし、一年以上もかかる帰還をひとりで待つ。ナイティスはそれを思うと気が重かった。

　本当はヒラス派の僧そう院いんに部屋を借りて住まわせてもらいたかったが、僧院に「王子の妃をお守りする体制が整わない」と固辞されてしまった。

　ナイティスは図書館の中での仕事を持つことを、王から許された。青宮から図書館に通い、これからも図書館に収められた図書の目録を採り、写本作りの続きを行うことができる。

　もうイクシの僧院に帰る日は来ない。それなら、せめて『青の書』を始めとする聖ヒラスの著作の写本を完成させ、僧院に届けようと考えていた。

　書しよ架かの間を歩き、部屋で読む図書を選んでいると、少し離れたところから自分を見つめる学生たちの目に気が付いた。小さく会え釈しやくしてから頭ず巾きんをかぶった。ナイティスはいつもシグレスの「母」であるレイユスから拝領した僧そう衣いに似た瑠る璃り色いろの服を身に着け、同色のマントを着ていた。

　図書館にざわめきが走った。ナイティスが目を上げると、人々が同じ方向を向いている。図書館の入り口にほっそりした男の姿があった。ナイティスははっとした。そこから漂ただよう強きよう烈れつで異様な甘い香かおり。男の姿より男が放つ匂においに、人々が惹ひきつけられているのが分かった。

　その男には見覚えがあった。いつぞやガイナスの騎き馬ば隊に侍はべっていた種しゆ器きの男だった。男はナイティスのところへ近づいてきた。間近で見ると、男はうっすら化け粧しようをし、紅あかく目元を染め、なんとも艶なまめかしい風ふ情ぜいだった。しなやかな朱しゆの絹服は胸むな元もとが大きく開いて白い肌はだが覗き、そこから重苦しいまでに甘い香りが立ち上る。

　ナイティスはぞくりと身を震ふるわせた。毒々しい花のように、美しいがどこか不ふ吉きつな気がする。しかし艶めかしい男はナイティスを見つめて、いきなり倒たおれ込んで涙なみだをこぼした。

「どうぞ私をお救いください」

　ナイティスは驚おどろいて自分の膝ひざ前に頽くずおれた男を助け起こした。

「いったい何からお救いすればよいのです？」

「お願いです。お人ひと払ばらいを」

　ナイティスが首しゆ肯こうすると、クランが見たこともないほど厳しい表情を浮うかべていた。

「クラン殿どの、私たちは奥の間へ行きます。次の間でお待ちください」

「次の間に控ひかえておりますので、すぐにお呼びください」

　泣き崩くずれる男を、ナイティスは奥の部屋へ連れて行った。リンドロと名乗る男は青白いまでに白い肌に長い黒くろ髪かみの美しい男だったが、今はその顔を辛つらさに歪ゆがめていた。

「ガイナス様からお救いください。この縁えんを断たち切れず私は苦く悩のうしております」

　涙を流しながらリンドロは訴うつたえた。

「種器として後宮に侍り、王子の寵ちよう愛あいを争う日々に苦しみ続けているのです」

　そしてこらえきれないように声を上げて泣いた。ナイティスはリンドロが泣き止やむまで辛しん抱ぼう強づよく待った。ようやくリンドロが泣き止んだとき、ナイティスは静かな声で尋たずねてみた。

「あなたはガイナス様の後宮を去るお覚かく悟ごはあるのですか？」

「ええ、もうできております。発情を促うながす薬を飲まされては、体がおかしくなるまでお相手を務めねばなりません。もうそのような生活に私は耐えられないのです」

　後宮にいる種器の暮らしの悲ひ惨さんさにナイティスが絶句していると、椅い子すから下りたリンドロが、膝にすがりついてきた。

「同じ種器として、私をどうかお助けください」

　青ざめたリンドロの言葉にも口調にも、おかしいところはないようだった。ナイティスは動どう揺ようしながらも、リンドロがどうすれば赤せき宮ぐうを出ることができるか、考えようとした。リンドロに話を聞くと、赤宮を出た後は、僧院に入りたいという。

　ヒラス派は生しよう涯がい不ふ犯ぼんであることを戒かい律りつとするが、カダイ派やクレダス派は在家から出家する者を受け入れている。後宮から出家して僧院に入ることもできるだろう。ナイティスは図書館で働く僧たちを通して、尋ねてみる約束をした。リンドロは涙を拭ふきながら、何度も繰くり返し礼を述べた。

　リンドロを送るため扉とびらを開け、ナイティスは驚いた。クランが剣けんを抜ぬいたまま控えていたのだ。抜き身の銀の光に、心がひやりとした。リンドロも愕がく然ぜんと目を見開いていた。

「あの者はガイナス王子の宮にいる者。お気を許さないでください」

　リンドロが去った後、いつも温和なクランが厳しい口調でナイティスに注意した。

「くれぐれも我々を遠ざけぬようお願いいたします」

　ナイティスは黙ってうなずいた。

「そもそもあの者はいったい何のために、ナイティス様のところへ来たのですか？」

「ガイナス王子様の後宮を出て僧院に入り、神の道を奉ほうじたいと……」

「あの者が？」

　クランは不ふ審しんそうに眉まゆを上げた。

「本当に世を捨てる覚悟があるというのですか？」

「種器として生きるのが苦しいと、私に訴えてこられるのです。私しか頼たよる者がいないと」

　ナイティスが言っても、クランは難しい顔をしていた。

「なぜ、それをナイティス様に？　自分ひとりでカダイ派なりクレダス派なりの僧院へ駆かけ込めばよいのに」

「同じ種器として、私なら助けてくれるのでは、と思われたのだそうです」

　クランはしばらく無言で考え込んでいたが、「あの者にあまりお気を許さず、御おん身みに近づけすぎないように」と言った。

　ナイティスは同じ王宮図書館に勤める僧そう侶りよを通して、リンドロが赤宮を出た場合、僧院で受け入れをしてくれるか、カダイ派やクレダス派に尋ねてみた。各派ともに、出家者は受け入れるという返答をしてくれた。

　このように異なる宗派の僧侶たちが前向きな回答をくれるのは、自分がシグレスの妃という扱いだからかもしれない、とナイティスは思ったが、それに反発する気持ちはもうなかった。自分も種器として、ほかの種器の者が幸せになれる道を手助けしたい。それだけを考えて、ナイティスは動くことにした。










　リンドロが赤宮を出て出家し、カダイ派僧院に入る日取りに至るまで、思いがけないくらいあっさりと決まった。ナイティスもあまりに簡単にことが進んだので、あっけにとられるくらいだった。

　リンドロが涙をこぼして自分に訴えてきたので、ガイナスが強きよう硬こうに反対するのかと思っていたのだ。それと同時に、ガイナスの寵ちよう愛あいが実は薄うすれていたのか、とリンドロを気の毒に思いもした。

　リンドロは出家が認められたことを図書館に自ら伝えに来た。そのときに王宮図書館に、大事にしている蔵書を寄き贈ぞうしたいという話を持ち掛かけた。

　ナイティスは本のことなので、図書館で受け入れる前にどのような内容の本なのか見せてほしいと言い、リンドロは首肯した。今、その本をナイティスに見せたくて、持ってきているという。

「珍めずらしい写本なのですが、俗ぞく世せの恋こいの物語なので出家の前に図書館に収めたく存じます。これは私の家に伝わる家宝なのです」

「では書の司つかさのフィグレン殿どのもお呼びいたしましょう」

　ナイティスが言うと、リンドロは急いで遮さえぎった。

「まずはナイティス様だけに見ていただきたいのです。どうか他ほかに人のいないところでお見せできないでしょうか」

　リンドロは黒くろ騎き士しですら遠ざけようとする。中身が見たいので、次の間にケディンを控えさせ、ナイティスは奥の間でリンドロの持参した本を開けた。立派な木製の書しよ櫃ひつに入れられ、朱しゆ色いろの革かわの装そう幀ていで、金と真しん珠じゆの留め金がついている。

「これは……なんて見事な」

　青宮の本でもここまで豪ごう華かな装幀をしている本は見たことがない。金をあしらった極ごく彩さい色しきの細密画が随ずい所しよにある。姫ひめ君ぎみの衣装の飾かざりの端はし々ばしまで、細い筆先で精せい緻ちに描えがき込まれていた。

「実際に姫君が使っていた香りを焚たきしめたと伝えられております」

　ナイティスが実際にページに顔を近づけて匂いを嗅かぐと、妖あやしいまでにかぐわしい香りが鼻び腔こうに届いた。

「大切にされてきたのですね。素す晴ばらしい本です」

　リンドロは嬉うれしそうにうなずいた。ページをめくるだけで心が躍おどるようだった。

　やがて深夜、姫君の窓辺に王子が訪おとずれる。向かい合うふたりの美しい挿さし絵えを見て、ナイティスはふと指を止めた。

　細密に描かれたふたりは、ずいぶん艶めかしい視線を交かわし合っている。なんとなく動どう悸きがする。それと同時に奇き妙みようなむずがゆさを体のうちに感じた。

　──なんだかおかしい……？　まだ発情は来ないはずなのに。

　次のページを開いて、ナイティスははっとした。姫君の寝しん室しつが描かれ、王子はそこへ姫を誘いざなっている。

　──これはもしや。

　王子の腕うでに抱だかれた姫の衣装はしどけなくはだけている。ナイティスは急いで本を閉じた。リンドロが本に手を伸のばし、ページを開こうとする。

「もっとご覧ください。この先の挿絵が素晴らしいのです」

　リンドロの嬉しそうな顔は変わらないが、ナイティスは不意に恐おそろしくなった。

「ほら、このページなど生きているかのような絵が」

　リンドロはナイティスの前に開いた本を突つきだした。ナイティスは息を吞のんだ。裸はだかの肉体が生々しく絡からみ合ったさまが描かれていた。

　姫だと思っていたのは髪かみの長い美しい少年であり、王子に腰こしをつかまれ、性器が挿そう入にゆうされるところまでくっきりと描かれている。

　艶えん本ぽんと呼ばれる本のことは話に聞いたことはあったが、ナイティスは見るのは初めてで、思わず目をそらした。

　動悸が激しくなり目を閉とざしても収まらない。体の奥が火ほ照てる感覚がやってきて、ナイティスはおののいた。

　──おかしい、こんな、絵を見たくらいで、こんなに体が……!?

「体が熱くなってこられたでしょう。この本に焚きしめた香かおりは種器を燃え上がらせ、狂くるわせるものなのです」

　その言葉にぞっとして目をやると、リンドロの笑え顔がおが、不気味な仮面のように見えた。ナイティスは全身が冷たく凍こおり付くような気がし、慌あわてて部屋の外にいるケディンに助けを求めようとした。

　走りだそうとすると、体の奥がきゅうっと収縮し蠢うごめきだした感覚に脚あしがもつれ、床ゆかに倒たおれた。リンドロの目の輝かがやきが妖しく壮そう絶ぜつなものになった。

「おお、発情されましたね。甘い香りがいたします。私まで昂たかぶって参りました。発情した種器に必要なものを、すぐに用意して差し上げます」

「や、やめ……ケディン殿どの！」

　ケディンの名を呼んだが、戸口に現れたのは黒い覆ふく面めんをした数人の男だった。抵てい抗こうしようとしたが、ナイティスは叫さけびを上げる前に口を塞ふさがれ、縛しばり上げられてしまった。奥の部屋の窓を開け放ち、リンドロが意い気き揚よう々ようと先導する。

「ガイナス様がお待ちです」

　ナイティスは愕然とし、総毛立って心臓まで冷たくなるようだった。自分はリンドロにだまされたのだ。そして今、やすやすと拉ら致ちされていこうとしている。あの屈くつ強きようなケディンが男たちに倒されてしまったのだろうか。

　──そんな、図書館の中にいたのに……！

　手足の自由から悲鳴まで封ふうじられたナイティスは軽々と抱かかえられ、連れ去られた。

「悪く思わないでください」

　リンドロの声がすぐ近くでした。

「私がガイナス様のご寵愛を取り戻もどすには、これしかなかったのです」

　絶望するナイティスの耳に暗い声が響ひびいた。

「いずれあなた様にもお分かりいただけるでしょう。王子のもとに侍はべるということが、どんなに難しく辛つらいことか」

　布を巻かれたナイティスの視界は真っ暗に閉ざされ、届かない声で叫び続けた。

　──シグレス様！　助けてください！










　運び込まれたのが赤せき宮ぐうだろうということは、しつこいまでに漂ただよう甘い匂においで分かった。発情していないときは重く甘苦しく感じただけだったが、今は他の種器の発情の匂いが鼻について不快でならない。

　自分の匂いを早く貴き種しゆに届かせたい、早く貴種が欲しい、熱く燃えるような自分の中の何かが、狂ったようにせき立てる。自分の体の奥がいやらしく蠢くのを、自分では制せい御ぎよできない。わずかに働く理性だけが一筋のたよりだった。ナイティスの目に涙なみだが滲にじんだ。

　ナイティスが縛いましめられたまま連れてこられたのは、艶なまめかしい赤い帳とばりが垂れこめた寝室だった。やっと口を覆おおっていた布が外され、ナイティスは叫んだ。

「放してください！　私をお戻しください！」

　リンドロが人が変わったような興奮した熱っぽい顔のまま、ナイティスの足を縛っていた縄なわを解いていた。発情させる薬の匂いを一いつ緒しよに浴びたせいか、ギラギラと熱に浮うかされたように目を輝かせている。

「こんなことをして、シグレス様がお許しになるわけが──」

「用が済めばお戻しいたしましょう。ガイナス様のご用が」

　足が自由になり、必死にナイティスはリンドロを蹴け飛とばそうとした。腕は後ろ手に縛られたままだった。動きがままならず、リンドロに足を押さえつけられ、下半身に着けていた下衣を引き裂さかれてしまった。雪のように白い脚が太ふと腿ももまで露あらわになる。

「いやっ」

「そんなに暴れていても、この脚の奥は違ちがっているでしょう。ここは貴種の熱いお情けが欲しくてたまらないはず」

　ナイティスは歯を食いしばった。そんなものを自分は求めていない。

「シグレス様は必ず助けに来てくださいます」

「ガイナス様のものとなられたあなた様を、あの潔けつ癖ぺきそうな王子様が受け入れるわけがありますまい」

　リンドロはギラギラした眼まな差ざしを向けて、残ざん酷こくな笑みを浮かべた。ナイティスはまた絶望がこみあげてくるのを、必死で押し殺した。何があってもガイナスを受け入れるわけにはいかない。

　扉とびらが開く音がし、それと同時に、脳のう髄ずいがくらくらとするような香りに襲おそわれた。貴種の男が放つ、甘く強きよう烈れつな獣けものじみた匂いだった。吸い込んだとたん、全身がかっと異様な熱に炙あぶられるように燃え上がる。

「待ちかねたぞ」

　ガイナスの低い声が笑いを含ふくんで聞こえた。

「ガイナス様、私は、お言いつけのとおりにいたしました」

「ああ、下がってよし」

　すがるように言うリンドロに、ガイナスはそっけなく答えた。目はナイティスから離そうとしない。血走って欲よく情じように滾たぎるような眼差しだった。ナイティスは思わず目をそらした。見つめていると、その欲情に飲み込まれてしまいたい、という自分の理性とは異なる声が、体の奥深くから聞こえてくるようなのだ。

「暴れても無む駄だだ。お前を俺のものにしてやる」

「い、いくらガイナス様でも、そんなことをシグレス様がお許しになる、わけが──」

　シグレスは自分のことを妃きさきにしているのだ。いくら兄と言っても、そのような非道を押し通していいわけがない、ナイティスはそれを訴うつたえた。

「わ、私はシグレス様の、き、妃です」

「妃になりたいなら、お前を俺の妃の中に加えてやろう。礼れい儀ぎ正ただしい弟なら、兄に順番を譲ゆずるだろう」

　ガイナスの大きな手が膝ひざにかかり、思い切り左右に割って開かれた。ナイティスは悲鳴を上げた。ガイナスがしげしげとその部分を見つめているらしく、ナイティスは羞しゆう恥ちに歯を食いしばった。

「ほう、いまだ手つかずのようだな。あいつらしい。お前のような極ごく上じようの種器を身近に置きながら、まだ手をつけておらんのか。成年になってからという法を守っているわけだな。馬ば鹿かな奴やつだ」

　──シグレス様！

　不意に太い指が秘所に触ふれてきた。ぞっと総毛立つとともに、強烈な快感が走った。

「ああっ！」

「ほら、種器のここは俺の匂いだけで濡ぬれてくるのだ。子どもではこうはいかないのだから、我が慢まんせず俺に任せるがいい」

「いやあっ、お放しくださいっ」

　指がいやらしく孔あなの入り口をさすってくる。唇くちびるを嚙かんで堪こらえようとしても、はしたない声が漏もれる。

「さあ、俺に任せるがよい」

　不意に唇がかぶさってくる。舌をねじ込まれて、ナイティスは呻うめき声を上げた。ガイナスの舌が口中を蹂じゆう躙りんしてくる。舌の根まで吸われ、唇を咬かまれ、獣のような口づけに声にならない悲鳴を上げた。

　──やめてやめてやめて！

　体の奥に指が深々と入りこんできて、激しい感覚に体がのけぞった。体が感じるのを止めることができない。絶望で涙が流れる。

「初物でもよく感じておるではないか。締しめ付け具合も良い」

　ガイナスは下げ卑びた笑顔になった。

「思った通り、可愛かわいがり甲が斐いがありそうだ。今こ宵よい一夜、精せい魂こん込めて可愛がってやろう。俺の体を知れば、お前ももう、あのような子どものもとへ戻ろうとは思うまい。あれはまだ、お前を抱だき上げる力もない、ひ弱な者なのだから」

　いったん指が深く押し込まれては引き抜ぬかれ、ナイティスは声を上げた。自分が自分でなくなってしまうような恐きよう怖ふと激しい快楽に、全身が引き裂かれそうになる。

　ガイナスが着ているものを脱ぬぎ始めた。剣けんを外し、重々しい飾かざり付きの帯を放ほうり投げる、がちゃりという音がした。上下の着衣も荒あら々あらしくはがした。

　そのとき、目に突つき刺ささるような光とともに、窓をうち破る大きな音がした。火ひ矢やが床ゆかに激しい勢いで刺さった。豪ごう奢しやな帳に火が燃え移る。ナイティスは光と熱にはっと正気に返った。火矢が再び三み度たび飛んできては床や壁かべに突き刺さった。

「曲くせ者もの！」

　ガイナスの叫さけびに、部屋の外から警護の者たちが駆かけ込んできた。

　窓の外はいつの間にか暗くなっていたが、外からあかあかと輝かがやく松明たいまつが見えた。火矢によって割られた窓から、白黒の騎き士しが飛び込んで来た。

「主命により、ナイティス様をお返しいただきます」

　クランの顔には激しい怒いかりがあった。ケディンは頭に怪け我がをしたらしく頭部を血のにじんだ白布で覆い、青ざめた険しい顔をしていた。

「無礼者！　俺の閨ねやにこのような狼ろう藉ぜきを働いて許されると思うのか！」

「俺の妃を返せ！」

　くっきりした声が割れた窓を通して外から響いた。弓を構えたままのシグレスの姿が見えた。つがえた矢はまっすぐガイナスの胸を狙ねらっている。

「兄に弓引く気か」

「弟の妃を奪うばうような男は兄ではない」

　兄弟が睨にらみあう中、帳の炎ほのおが激しく燃え上がり、その熱にナイティスは焦こがされそうになった。天てん蓋がいを支える柱にも火がつき、崩くずれそうになる。

「危ない！」

　駆け寄ったケディンが腕うでを伸のばし、ナイティスはその腕にすがった。半はん裸らの体にクランが自分のマントを着せかけてくれた。ケディンに抱かかえられ、ナイティスは窓の外へ出た。

　シグレスが矢をつがえたまま、ナイティスを見た。その一いつ瞬しゆんの鋭するどい視線に、体を熱く貫つらぬかれるようだった。

　こんな状態であっても、いまだ発情は体を支配していて、ナイティスはシグレスから目が離せなくなった。体中が燃えるように熱くなり、その腕の中に身を投げてしまいたい衝しよう動どうが止まらなくなる。

　ナイティスが外へ出たのを見届け、シグレスは弓を下ろした。部屋中に炎が広がる中、憤ふん怒ぬに顔を歪ゆがめたガイナスが叫んだ。

「兄の宮に火をつけたこと、王に弁明できると思うのか」

「父上には後ほど申し上げる」

「そもそもお前はこの種器を妃にするということに、王の許しを得ているのか」

「王からお許しはいただいている！」

　シグレスは切りつけるような大声で叫んだ。今ここで、兄弟の間に二度と埋うめがたい溝みぞができたのかもしれない、ナイティスは思った。全身が震ふるえる。それでもこの赤せき宮ぐうを無事に出られることに心の底から安あん堵どし、そこで気を失った。










　気が付いたときには青せい宮ぐうの中で、ナイティスは自分の部屋の寝しん台だいの上にいた。ナイティスを寝台に下ろすと、ケディンは逃にげ去るように部屋を出、室内にはナイティスのほかにはシグレスだけがいた。

「怪我はないのか？」

　真しん剣けんな口調で訊きく、心配そうな大きな碧あおい瞳ひとみ。ふたりきりになり、ナイティスはシグレスの存在が突とつ然ぜん苦しくなった。貴種の男の匂においをさせながら、自分のことを辛つらそうに見つめる、まだ純じゆん粋すいさを残す少年。

　──私は、私の存在はこの美しい人を穢けがすだけなのでは？

　不意にイクシの谷の僧そうだったエギのことを思い出した。最後に会ったとき、エギは確かに言っていた。「お前を穢すくらいなら、自分が堕ちた方が良かったのだ」と。ナイティスの目から涙なみだが零こぼれた。今ならエギの気持ちが身に迫せまって分かる。自分もこの美しい少年を穢したくない。その輝かしい未来を曇くもらせたくない。

　ケディンが言っていた言葉も今ならうなずける。自分のような者が、兄弟を争わせ、少年から兄を思う気持ちを失わせてよいのだろうか。

「どこか痛いのか？」

　ナイティスの涙を見て、シグレスが尋たずねる。

「いえ、どこも傷はございません」

「大だい丈じよう夫ぶなのか」

　ナイティスの体にどこも傷がないことを確かめるうち、その碧い瞳が急に不ふ穏おんなものに変わった。貴種らしい欲よく望ぼうを見せて光がひらめく。不意に少年が寝台のナイティスの隣となりに入ってきた。ナイティスは小さな悲鳴を上げた。

「なりません！」

　しかしシグレスは引かなかった。ナイティスを抱だき寄せた。

「お前は俺の妃なのだ」

「シグレス様はまだご成年になっておられません！」

　ナイティスは必死になって言った。

「そんなことを言っているから、兄上に付け込まれるのだろう？　本当にお前を娶めとっていれば、こんなことにならなかったかもしれないのに」

　いや、たとえ正式に妃であっても、あのガイナスは自分に手出しをしてきたかもしれない。彼は人のものを奪うことがひとつの快楽なのだ。ナイティスはシグレスの胸を押しやるようにして遮さえぎった。

「シグレス様、お願いですから法をお守りくださいませ」

　普ふ段だんの冷静さをかなぐり捨て、燃えるような目がナイティスを見つめていた。その目を真正面から受けて、ナイティスはまた体を貫かれるような感覚に打たれた。

　どんなときも冷静だったシグレスの眼まな差ざしが、熱く滾たぎる欲望を湛たたえた種器を見る貴種のものになっている。その視線、その匂い、自分のすべてを捨てて身を委ゆだねてしまいたくなる。ナイティスはぞっとしながらも陶とう酔すいを覚えた。

「兄はお前をどうしようとしていたのだ？　兄には許していたのではないのか」

　シグレスの口調にはとげとげしさが交じる。怒り、そして嫉しつ妬となのだろうか。ナイティスは体をすくませる。

「ガ、ガイナス様に許したのではありません！」

　ガイナスの指が自分を犯おかしたことを思い出し、哀かなしみと悔くやしさが胸を焼く。

「しかし兄はお前に触ふれていたのではないか？」

「……」

　ナイティスの無言をどうとったのか、シグレスはナイティスの体に手を伸ばしてきた。ナイティスは小さな悲鳴を上げた。

「兄が触れたところはどこだ。俺が忘れさせてやる」

「そ、それは」

　詳くわしい箇か所しよを口にすることなどできなかった。ナイティスは真っ赤になった。顔だけでなく全身真っ赤になってしまいそうだ。あの恥はずかしいところをなぞられ、指を埋め込まれた。いやらしく指で嬲なぶられた。思い出すと涙がにじむ。

「ここか？」

　不意に指が秘所に当てられ、ナイティスは悲鳴を上げた。こみあげる快感にはしたなく腰こしを動かしそうになり、自分を恥じた。

「お、お許しくださいっ！」

「兄が触れたところは全部俺が清めてやる」

　耳元で囁ささやかれた言葉に全身に稲いな妻ずまが走った。

「どこまで触さわられたか、言え」

　いつもは聡そう明めいで闊かつ達たつなシグレスが、見知らぬ別人のように思え、ナイティスは目と口を固く閉ざした。

「言わないと最後までするぞ」

「……！」

　シグレスの体を押しのけて寝台から逃げようとすると、いつの間にか少年の腕はずいぶんとたくましくなっており、かえって押さえつけられた。上になったシグレスはナイティスを燃えるような貴種の目で見つめた。シグレスが突とつ如じよ、少年から青年になってしまったように思え、ナイティスは動どう揺ようが止まらなかった。

「……見ないでください」

「では見ないから、どうされたか言葉で言え」

「それは……」

　シグレスの言葉はどこまでも理り詰づめだった。あの部分の奥まで指が入りこんできました、と言うことなんてできない、と思いつつ、その部分がシグレスを求めて浅ましいまでに蠢うごめくのを感じ、ナイティスは混乱したまま体が熱くなった。

　──私は、なんと淫みだらな体になってしまったのだ……。

　シグレスは体を押さえつけたまま、ナイティスの唇くちびるに口付けた。ガイナスにはこじ開けられたが、シグレスには触れられると同時に花開くように唇を開き、舌が触れ合った。熱い舌が絡からみつくのを夢中で受け入れた。ん、ふ、と思わずうめき声が漏もれた。舌が口こう腔こうの奥を舐なめ、歯列をなぞられるだけで快感がこみあげる。

　唇を離はなすと、空気を求めてナイティスは喘あえいだ。うっすら涙が滲にじんだ瞳でシグレスを見上げた。碧い瞳はいまだ熱い興奮を浮うかべたままだった。

「火矢を射かけたとき、ちょうど兄上は下した穿ばきの紐ひもを解いているところだった。ずいぶん滑こつ稽けいな恰かつ好こうのまま、俺たちに対たい峙じしておられた」

　シグレスは突然、口付けの後とも思えぬことを言いだした。

「だから、俺は最後まで犯されたわけではなさそうだと思って、少し安堵したのだ」

　ナイティスはそっとうなずいた。

「お前はまだ発情しているのに、俺が欲しくないのか？　発情しているときは最後まで抱だかれないとつらいと聞くが」

　ナイティスは唇を嚙かんだ。つらい。抱かれたい。シグレスに体を委ね、貫つらぬかれ、子種を受け取りたい、自分の体が今欲ほつしていることはそれだった。それでも、ナイティスは成年を迎むかえていないシグレスのことを拒こばむつもりでいた。

「シ、シグレス様はご成年前です。そんなことをなさってはなりません」

「お前こそ、そんなことを言っている場合なのか？」

　唇がまたナイティスの唇を食はみ、舌が戯たわむれ、口腔の奥まで深くやってきた。くぐもった呻うめき声が漏れた。唇と舌で触れ合うだけで、背筋がたわむほどの快感になる。あの部分が熱を帯び、潤うるんできたのを感じる。

「俺はお前が欲しい」

　シグレスの手が下半身を探さぐってきて、ナイティスは悲鳴を上げた。勃たち上がっているところをまさぐり、握にぎられた。指で触れられるだけで強きよう烈れつな快感に身もだえした。

　──どこまで堕おちていってしまうのだろう、私は。

　シグレスの手に握り締しめられ、擦こすられ、初めて熱いものを放った。

「あ、も、もう、お放しくださいっ」

　ふだんと様子の違ちがうシグレスは容よう赦しやなかった。指がさらに下にやってきて、秘ひ孔こうに触れた。

「そこは、あっ」

「濡ぬれている」

　ああ、もう、何もかもを言葉にしないでほしい、ナイティスは顔を背そむけた。自分の淫らさをひとつひとつ言葉で責められている心持ちだった。

「気持ちいいのか」

　反応を確かめながら、指が深く入り込んできた。

「あぁっ、ふ、い、いやぁ」

　こんな奥深くまで触れられるとは思わず、ナイティスは叫さけび、鋭するどい快楽にのけぞった。

「ここか？」

　奥の一点を執しつ拗ように責められ、追い詰つめられた。自分の喘ぐ声をはしたないと思うが、ナイティスには止めることもできなかった。

　静まったはずの熱が再び集まり、自分自身がまた頭をもたげてくる。シグレスが自分に覆おおいかぶさるように来て、その部分に固く熱いものが寄り添そい、またナイティスは叫んだ。

「い、いや、おやめくださいっ」

「俺だってお前に触れたいのだ」

「シ、シグレス様はまだご成年前です……！」

「……それを守りたいのか」

　シグレスの手の中で、お互たがいのものがこすられている、その恥ずかしさと激しい快感にナイティスはぎゅっと目を閉じて堪こらえた。

　──あ、ま、また、で、出てしまう……！

　同時に熱い欲望を放ち、シグレスの手から溢あふれた白いそれは、お互いの体を濡らした。ようやく満足したのか、シグレスの動きが緩かん慢まんになり、ナイティスの横にゆっくりと体を寝ねかせた。

「お前は堅かた苦くるしいな」

　抱だき寄せられながら、ナイティスは無言だった。いったん体の熱は収まったが、シグレスの胸に顔を寄せていると、またその体の匂においで苦しくなりそうだった。

　少年だった彼が、いよいよ青年に成長しようとしている、ナイティスはその羽ばたく前の鳥のような勢いを感じ取って震ふるえた。

「そんなに俺に法を守らせたいのか？　しかもこれは罰ばつ則そくのあるような法ではないのだぞ」

「……存じております」

「お前の自制心には負けた」

「シグレス様が法に従ってくださったことに感謝します」

　わざと堅苦しい物言いをしないと、気持ちが流されてしまいそうになる。ナイティスはシグレスの顔も見ないようにしていた。熱っぽく見つめられると、体の奥がまた燃え、とろけだしそうになるのだ。

「では諸国を巡めぐる旅の後、婚こん礼れいの式を挙げてからでないと、お前は俺にすべてを許そうとはしないのだな？」

「……本日、かなりの部分をお許しいたしました……」

　ナイティスはそれだけやっと言うと、寝しん台だいの敷しき布ふに顔を埋うずめた。淫らな声を上げて悶もだえたことが恥ずかしくて、シグレスの顔を見ることができない。固く目をつぶっていたが、シグレスの手が愛いとおしげに自分の髪かみを撫なでるのを感じた。










　翌朝、ケディンが青ざめて重苦しい表情を浮かべたまま、シグレスとナイティスのもとへ現れた。頭に白い布を巻いた痛々しい姿のままだった。

　ナイティスがリンドロに拉ら致ちされる前、ガイナスの配下の者たちに後ろから打ち倒たおされたのだという。ケディンはふたりの前に跪ひざまずき、深く頭こうべを垂れた。

「私が付いておりながら、ナイティス様をあのような目に遭あわせてしまい、慙ざん愧きに堪たえません。この通りお詫わび申し上げます」

　ケディンの口調に偽いつわりはなく、打ちひしがれた様子だった。

「面おもてを上げよ」

　シグレスがふだんとは異なる重々しい口調で言い、ナイティスはそっとその横顔を覗のぞいた。見たこともない厳しい表情だった。

「お前がナイティスを陥おとしいれようとして、故意にしたことではないのだな」

「まさかケディン殿どのがそんなことは──」

　ナイティスを遮さえぎってシグレスは続けた。

「ナイティスは俺の妃きさきであり、俺に対するのと同様に守るようにと命じた」

「申し訳もございません」

　深く俯うつむいたケディンの表情は窺うかがえなかった。ナイティスははらはらした。シグレスはまさかこの騎き士しを青せい宮ぐうから去らせるのだろうか。

「あれは図書館の中のことで、まさかケディン殿もあのような場所でとは思われなかったのでは」

「守るというのはいかなる場所をも想定するものだ」

　ナイティスの言葉にもシグレスは厳しい口調を変えなかった。図書館の中でも剣けんを握り、わずかな隙すきもなかったクランの姿が浮かんだ。

　自分が拉致されたのもクランが警護についているときではなかった、とナイティスは気が付いたが、それでもとりなしたかった。

「ケディン殿だけでなく、私も油断をしておりました」

　ナイティスはシグレスに必死に訴うつたえかけた。

「ケディン殿も二度とあのようなことにはならないでしょう。私も今後はガイナス様の宮の者には一いつ切さい関かかわらぬようにいたします」

　とりなすナイティスの言葉の間も、ケディンは顔を上げなかった。シグレスはしばし黙もく然ぜんと考えていたが、「よかろう」と呟つぶやくように言った。

「二度はないぞ」

　シグレスの厳しい言葉に、ケディンは「ありがたき幸せに存じます」とさらに深く頭を下げた。そして初めてナイティスの方に顔を向けたが、視線は合わせなかった。白布に覆われた端たん正せいな顔に苦く悩のうが滲にじむのを、ナイティスは声もなく見つめた。

「ナイティス様にお詫びを申し上げます」

　やつれて青ざめた騎士にナイティスはようやく微笑ほほえみかけた。

「怪け我がを早くお治しください」

　ケディンは首を振ふった。

「そのようなお言葉をいただくわけにはまいりません。むしろ罰ばつしていただきたいのでございます」

「ナイティスがとりなしておるのに、何を言うのだ」

　シグレスが声を上げ立ち上がろうとしたが、ナイティスはそっと手を差しのべてそれを制した。

「しばらくは出しゆつ仕しせず、怪我の回復を待て」

　シグレスの言葉にケディンは深々と一礼し、よろめくような足取りで立ち去った。黒い騎士装しよう束ぞくの偉い丈じよう夫ふの後ろ姿が、今日は頼たよりなくすら見えることにナイティスは驚おどろいた。

「ケディン殿は大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

　つい唇くちびるからこぼれた言葉に、珍めずらしくシグレスは睨にらむような視線をよこした。

「お前はケディンの肩かたを持つのか？」

　苛いら立だちを含ふくんだ口調にナイティスはひるんだ。ケディンをかばうことで、シグレスを怒おこらせてしまったのだろうか。

「お前は平気なのか？　あの男のせいで、兄上からあのような目に遭わされたというのに」

　ガイナスのことを思い出すと、恐きよう怖ふと羞しゆう恥ち、怒いかりがないまぜになって、ナイティスは混乱する。心臓が苦しく全身が震え、冷たい汗あせが体を流れ落ちる感覚がする。ナイティスは首を激しく横に振って、記き憶おくから遠ざかろうとした。

「平気ではありません。でもケディン殿を責めることとは違ちがうのです」

　苦しげに目を閉とざすナイティスを見て、シグレスは声を和やわらげた。

「だからとりなしてやるのか」

「私が読んだ本に出てくる妃というものは、騎士のためにとりなしをしています」

「お前は──こんなときも物語なのか」

　シグレスが虚きよを衝つかれたような表情で、ナイティスの顔を覗き込んできた。ナイティスは目を見開き、まっすぐシグレスの瞳ひとみを見つめた。

「私が知っている妃の振る舞まいはそのようなのですが、おかしいでしょうか」

「いや、それでいい」

　シグレスの顔に微び笑しようが広がった。

「ソディアの宮きゆう廷ていでの妃の振る舞いは母上やデイラから学べるだろう。だが心こころ映ばえというものは物語から学ぶ方が理想的なのかもしれない」

　シグレスの言うことが分からず、ナイティスは小首を傾かしげてシグレスを見た。

「お前が妃らしい振る舞いを学んでくれるなら、なんでもよいのだ」

「私は妃になれますでしょうか」

「何を言っておるのだ」

　シグレスは呆あきれたような声を上げた。

「お前は既すでに俺の妃なのだ」










　ナイティスがクランやデイラに訊きいてみると、さすがにこの事件は王宮中に知れ渡わたり、ガイナスとシグレスはそれぞれ、父王の前で自分の立場を弁明しているらしかった。

　シグレスは自分を助けるためとは言え、兄王子の宮に火をかけて侵しん入にゆうしたのだ。赤せき宮ぐうのガイナスの寝しん室しつは、火矢での攻こう撃げきのせいで調度品のほとんどが焼け、使いものにならなくなったという。

「お二方のどちらもナイティス様のことを妃にするとおっしゃるので、王もお困りだと伺うかがっております。ガイナス様がなぜ横からお入りになるのか、こんなことを王がお許しになるとは思えませんが」

　デイラは眉まゆを顰ひそめながら言った。ガイナスは王の前では自分のことを妃として迎むかえるため、赤宮へ招き入れたのだと弁明しているらしい。

　ガイナスの勝手な言い分に憤いきどおり、シグレスが責められることがあるのではと思うと、ナイティスは辛つらかった。しかし今は、その経過に心を痛めながら、シグレスの無罪を祈いのるしかなかった。

　幸い、王宮の中では、今回の件はガイナスの方に非があるのでは、という流れになっているようで、そのことだけがナイティスの救いだった。

　もし万が一、シグレスに咎とがが科せられるようなことになれば、自分はガイナスの怒りを受けてもよいから王に直じき訴そしよう、ナイティスはそう考えていた。

　青宮に王からの使者が来たのは、シグレスの弁明があってから少し経たったときだった。王の使者は重々しく告げた。

「シグレス王子は書の司つかさの見習いであるナイティスを連れて、王の下もとにお越こしください」

　シグレスは平然としていたが、傍かたわらにいるナイティスは驚きのあまり、大きな瞳を見張った。

「私までも？　な、なんのためでございますか？」

「王命にお従いください」

　王の使者はそっけなく言うだけだった。シグレスと顔を見合わせながら、ナイティスは白はく王おう宮きゆうの王の下へ行く支し度たくをした。

　王座にいる王の前にシグレスと共に出るナイティスは、緊きん張ちようのあまり血の気を失っていた。

「そんなにこわばらなくともよい。俺の父上なのだから」

　そっとシグレスが声を掛かけてきたが、ナイティスは小さく首を振った。

「したくてそうしてるわけではありません」

　するとシグレスが手をとってきた。ナイティスは慌あわててひっこめようとしたが、強く握にぎりしめて離はなさない。そのままシグレスに引っ張られるように王の前に出た。

　墨すみのような長い黒くろ髪かみを背に流した威い厳げんのある王の顔をちらりと見るだけで、ナイティスは俯きそうになった。

「顔を上げるのだ」

　シグレスが小声で言う。ナイティスは必死に顔を上げた。上げたときに、王の隣となりに青せい宮ぐう妃ひのレイユスがいることに気が付いた。その静かな微笑を湛たたえた顔を見て、少しだけほっとした。

「書の司の見習いであるナイティスはお前か」

　王の声は顔と同じくいかめしいものだった。ナイティスは「はい」と答えて深々と一礼した。

「こたびのこと、ガイナスとシグレスそれぞれに聞いた。それぞれがお前を自分のものにしたいと言い、互たがいのしたことを責めあっている。埒らちが明かぬので、お前がどう考えるかを訊くことにした」

「……」

　ナイティスは絶句した。こんなふうに王に直ちよく截せつ的に訊かれるとは思ってもみなかった。これを自分の考えで決めて良いのだろうか？

「お前はどうしたいのか」

　威厳のある深い声こわ音ねに、全身に緊張が走る。しかしこの率そつ直ちよくな訊き方には、どこか覚えがあった。

「お前の望みを言うがよい」

　王は促うながした。ナイティスは緊張しながらも、ふと唇に笑えみが浮うかびそうになった。この、人をせかす物言い、まさにシグレスのそれだった。

　──この方たちはやはり親子で、よく似ておられる。

　ナイティスは顔を上げた。

「恐おそれながら申し上げます」

　王はうなずいた。隣にいるシグレスがじっと自分を注視しているのを感じる。

「私はシグレス王子様のものでございます」

「お前の心が決まっているのなら、それでよい。ガイナスの言い分は退けよう」

　王が立ち上がった。

「こたびのことは、お前たちのことが、正式に王宮内に広まっていないことも原因であろう。ここに私が認めることを広く伝えるように」

　王はふたりを手招きした。隣にいるレイユスが箱に入ったものを差し出した。その中を見て、ナイティスは息を吞のんだ。瑠る璃り色いろをした石を嵌はめ込んだ金の腕うで環わが収められている。

「これは私とレイユスの婚こん約やくのときに、レイユスに渡したものであるが、我らの子であるシグレスの婚約の証しるしに、ナイティスに授さずける」

　王に促され、シグレスが腕環をとり、ナイティスの腕をとった。なかば呆ぼう然ぜんとしながら、ナイティスは自分の手首に腕環がはめられるのを見つめていた。華きや奢しやな手首にずしりと金の環わの重みがかかる。

　その重みは婚約の確かな実感となり、ナイティスの心に静かな喜びが湧わいてきた。ソディアの王であり、シグレスの父であるこの御お方かたに、正式にシグレスの妃きさきと認められたのだ。

　ナイティスは王とレイユスに深く感謝を告げ、シグレスと一いつ緒しよに青宮へ戻もどった。青宮へ戻ると、早々とその知らせが伝わっていて、デイラが涙なみだを流さんばかりに喜んでいた。

「正式にご婚約が調ととのいましたこと、心からお慶よろこび申し上げます」

　クランが笑顔で歩み寄ってきて、言葉を述べた。ナイティスは礼を言いながら、ふとケディンの姿が目に入った。怪け我がが回復し、白い布はもう頭から外されている。

　しかしケディンの姿が以前のように厳しい偉い丈じよう夫ふに見えないことに、ナイティスは気が付いた。青宮の広間の片かた隅すみに、ケディンは剣けんを抱いだいたままぽつねんと立っていた。

　自分が心を捧ささげる王子が婚約する、その寂さびしさにすっかり心がうつろになっているようにも見えた。ナイティスは心の中でケディンに詫わびを言った。

　──申し訳ございません。でも、でも私もシグレス様のことをお慕したいしております！

　じっと見つめていると、こちらを向いたケディンと目が合った。が、ケディンは以前のような敵意すら見せなかった。彼の黒い双そう眸ぼうは哀かなしみをはらんで、ナイティスを通りこした遠くを見つめていた。










　王子の成年を迎える儀ぎ式しきの最後は、ソディア王国の東西南北を端はしから端まで回り、近きん隣りんの国々を訪問することだった。友好関係にある国、緊張関係にある国、さまざまな国を訪おとずれることになる。一人前の王子として近隣の国を訪問し、ソディアの国勢を見てとることができなければ、成年の資格が与あたえられないのだ。

　病弱な第一王子イザリクの成年の旅は、馬車に載のせた寝しん台だいに横たわるようにして、辺境の国々を回ったのだという。その旅には何十人もの騎き士し、召めし使つかい、医師、薬くす師しが付き添そったという話だった。それでも病弱な彼の心身には多大な影えい響きようがあり、今になっても体調が思わしくないのだという。

　ガイナスは訪問先の国々で恣ほしいままに振ふる舞まい、たいそう評判が悪かったらしい。それぞれの国で種器の者を召し出しては、ソディアまで連れて帰ったという。あのリンドロもそのように連れてこられた者のひとりだった。

　シグレスが国々をめぐる長い旅に出ている間、せめて白騎士のクランが身近にいてくれたら心強いのに、とナイティスは思ったが、シグレスの供はクランに決まった。

　黒騎士のケディンの方がナイティスの警護として、青宮に残るのだという。ナイティスは自分の警護として残ることをケディンが拒きよ否ひするのではと思ったが、彼は黙だまって役目を受け入れたようだった。

　旅立つ前に、クランがナイティスのところに暇いとま乞ごいに来た。ナイティスは指を組んで、クランの旅の無事を祈った。

「道中のご無事をお祈りいたします」

「あの御方と離れるのはつらいのですが」

　クランは寂しそうに笑って目を伏ふせた。

「しかし、あなた様の近くにいることは貴種である自分にとって危険だし、シグレス様もお許しにならないでしょう」

　クランが、まさか？　そんなことはないだろう、と思うナイティスに、クランは静かに微笑ほほえみかけた。

「シグレス様がいらぬ嫉しつ妬とで身を焦こがされぬよう、私はシグレス様のお供をいたします。ナイティス様はどうかケディンが立派な騎士になれるよう、導いてやってください」

「私がケディン殿どのを導くなんてとんでもない」

　クランは首を横に振った。

「いえ、これはナイティス様にしかできないことだと私は思っております」

　いったい何を意図してクランはこんなことを言うのだろう？　ナイティスは当とう惑わくしたが、いったんあれほど憎ぞう悪おを見せた相手と、毎日身近にいて仲良くすることを言っているのだろうかと考えた。

　自分はケディンに対して恨うらみも憎にくしみもないのだから、平静に接して、できればもう少し親しくなれるようにしよう、とナイティスは思った。自分に対するケディンの気持ちも、そう接していれば変わるかもしれない。

　旅立ちの前の夜、シグレスとナイティスは窓から暗い庭を見下ろしながら寄り添っていた。

「いよいよお前をおいて、長い旅に出なければならない」

　シグレスの口調は少し切ないものになった。ナイティスは涙をこらえながら、その腕の中にいた。

「一年、俺の帰りを待っていてくれ」

　ナイティスは黙って首しゆ肯こうした。

「ケディンがお前を守ってくれるだろう」

「はい」と答えたが、自分に好感を持たないだろうケディンに守られての生活は、気の重いことだった。しかし、ナイティスはそれを旅立つシグレスには言わなかった。初めての長旅に赴おもむく彼に、それ以上の重荷を背負わせたくなかった。

「旅先から手紙を送る」

「待っております」

「お前からも便りをよこすように」

「必ず書き送ります」

　果てしないほどに感じられる一年の長さを考えないようにし、旅立つシグレスに暗い顔を見せないようにしてきたナイティスは、シグレスの胸に顔をうずめて表情を隠かくした。

　翌朝、まだ暗いうちに旅支じ度たくを整えた一行は出立した。ナイティスは青宮の門まで出て、シグレスの騎き馬ば姿を見送った。シグレスは最後に碧あおい目をナイティスに据すえ、黙ってうなずいた。ナイティスは深く頭を下げた。

「では参るぞ」

　凜々とした声に従い、一群が動き出した。シグレスの白馬を囲んだ、彼のしるしである、空を映したような青い旗が風になびいた。







第６章







　ソディアの王宮の大学の新しい学期が始まり、貴族の子し弟ていを中心に多くの学生が王宮図書館に新しくやってきた。ナイティスはフィグレンに頼たのまれて、授業が始まる前に図書館の使い方を説明することになっていた。

　フィグレンはこの学期から王宮図書館の司書長となった。フィグレンが司書長となったため、ナイティスは王から正式に図書館の書の司つかさを命じられていた。

　ナイティスが学生たちの前に姿を現すと、彼らの間から小さなさざめきが漏もれた。

「あれが瑠る璃りの書の司」

　ナイティスは学生たちに小さく微笑みかけ、「図書館へようこそ」と語りかけた。

　いつも僧そう衣いに似た形の飾かざりのない瑠璃色の服をまとい、服よりもさらに鮮あざやかな瑠璃色の瞳ひとみをしているナイティスは、いつの間にか学生たちに「瑠璃の書の司」と呼ばれるようになっていた。腕うでにも瑠璃をあしらった金の腕うで環わをはめ、ただひとつ身を飾るそれは、青せい宮ぐうの王子の妃である証しるしだった。

　デイラに伸のばすように求められ、黒いつややかな髪かみは襟えり足あしにかかるところまで伸ばし、綺き麗れいに切りそろえていた。デイラや侍じ女じよたちが髪にさらに装そう飾しよくをしたがるのを、ナイティスはいつもとどめるのに一苦労だった。

　ナイティスの美しさに学生たちはざわめいているが、その姿をもっとよく見ようと前へ押し寄せたりはしなかった。厳しい顔をした黒ずくめの偉丈夫が、いつでも剣を抜ぬきそうな面つら構がまえで横に立っているのだ。

　ケディンはまるで石像のように、ナイティスが図書館の使い方について話している間、びくともせずに立っていた。ナイティスが書しよ架かに向かって歩き出すと、影かげのように静かに同じ速度で動いた。

　シグレスが諸国を巡めぐる旅に出てから半年が過ぎていた。ナイティスはその帰りを待ちながら、図書館で働いていた。書の司として、本を選び購あがなうことも任されるようになり、仕事の楽しみも増した。

　王都の周辺都市から、この王宮図書館までさまざまな商人が本を売りにやってくる。その中から王宮図書館の蔵書にふさわしい本を選ぶのも重要な仕事だった。

　説明が終わり学生たちが去った後、ナイティスはフィグレンの部屋へ向かった。書の司たちが集まり、選書の会議を行うのだ。

　アレト教のそれぞれの宗派の本や、学生たちの学びに必要な主題の本を選ぶ。書の司たちは自分の得意の分野を持ち、本を選んでいた。ナイティスは歴史を担当していたので、商人が持って来た中からソディアの歴史の本を探した。

　最初の頃ころはナイティスが会議に加わることに、各派の僧そう侶りよである書の司たちは難色を示していた。種しゆ器きである王子の妃きさきと同席することを拒こばむ者もあった。王の命であってもナイティスを仲間として扱あつかってくれるようになったのは、フィグレンの後押しがあったからだった。

　実際に選書の会議で話をするようになってからは、ナイティスのヒラス派を中心にした神学や歴史の知識の深さで、書の司たちからも一目おかれるようになった。

　午後になってナイティスが籠かご車ぐるまに積んだ図書を書架に戻もどそうとすると、学生たちがわらわらと寄ってきて手伝うと言う。次から次へと学生がやってきて、手伝いを申し出るので、ナイティスは返本のほとんどを彼らに任せた。

「瑠璃の書の司がいらっしゃると片付くのが早い」

　カダイ派の僧である書の司が嘆たん声せいをついた。

「秋にはみんなに手伝ってもらって、図書の虫干しをいたしましょう」

　ナイティスは笑って言った。

「その前に書架の掃そう除じだ。若者たちに大働きしてもらうぞ」

　フィグレンは頼もしそうに学生たちを眺ながめた。

「シグレス様は今はどの辺りを巡っておられるのでしょうか」

　ヒラス派の書の司に訊きかれ、ナイティスは「最近来た手紙では、オーランに向かう道中にあるとありました」と答えた。

　数カ月毎ごとにやってくる発情の時期には、ナイティスは青宮の中へ本を運んできて、写本作りの仕事をしていた。薬湯を飲んで抑おさえているとはいえ、ふだんより艶なまめかしい匂においがするとシグレスに言われて以来、その期間は青宮に籠こもっている。

　夕べの祈いのりが始まるまで、ナイティスは図書館で仕事をした。ナイティスが働いている間、ケディンも図書館の中にずっといた。図書館の中でナイティスがガイナスの配下に拉ら致ちされて以来、頑かたくななほどケディンはナイティスの近くにいて目を離はなさなかった。

　あの事件については、いまだに自分を責めるところがあるらしい。ケディンは青宮に戻るまでは、この静かな図書館ですら戦場であるかのように緊きん張ちよう感かんを保ったまま、ナイティスの供についていた。

　青宮に着くとようやくケディンはナイティスから離れる。ナイティスはほっと小さなため息をついた。二度と失敗をしないようにと心に誓ちかう気持ちは分かるが、ケディンがぴたりと貼はりつき、じっと見つめられていると、ナイティスも気が休まる暇ひまがない。

　日が沈しずむまでの短い間、ケディンが外で弓を引いているのが、窓から見えた。膂りよ力りよくに秀ひいでた彼は強ごう弓きゆう使いで、遠く離れた木に掛かけた的を次々に射い貫ぬいていく。

　その後ろ姿を見ていると、もっと小こ柄がらだが、姿勢よく弓を引いていたシグレスの姿が浮うかんだ。ナイティスが青宮に来た頃、シグレスは弓の稽けい古こをしていたのだった。剣けんより槍やりより、シグレスには弓を引く姿がよく似合っていた。

　──シグレス様は一日中馬上でお疲つかれの頃だろうか。

　ナイティスは怜れい悧りな顔を懐なつかしく思い浮かべた。シグレスは旅の空の下で、クランとその日一日見聞きした物事を話し合ったり、絵を描かいたりしているのだろうか。一日の終わりには、自分のことを少しは思い出してくれているだろうか。

　ナイティスのことを忘れてはいない証しよう拠こに、定期的にシグレスから手紙は届いていた。シグレスは絵が達者で、新しい国に着いて書くナイティスへの手紙には、たいてい絵が描かれていた。

　内容は淡たん々たんとして写実的な、いかにも彼らしいものだった。自分の知らない景色や文物を描いては、実に冷静な説明文をつけている。それでもナイティスは、そっけない文体の旅行記のようなシグレスの手紙をもどかしく思っていた。

「ナイティス様、シグレス王子様の手紙が届いております」

　広間にナイティスが行くと、迎むかえるデイラの声は華はなやいでいた。ナイティスは思わず走り寄った。開けるわずかな時間ももどかしく、手紙を広げる。

　手紙にはオーランとの国境の山脈を越こえたこと、オーランは四方を山に囲まれた土地であること、オーランの首都まではまだ一週間ほどかかることが書かれていた。緑の山脈が続き、野営をしながら峻しゆん厳げんな山道を行き過ぎようとしている状態だという。

　集まった侍女たちに向かって、ナイティスは手紙を読んでやった。自分宛あてとは言え、愛の言葉などまるでなく、本を読むように皆みなに読み聞かせてやれるのだ。その後には緑の山脈が描いてある絵を見せた。

「シグレス様はなんと絵がお上手なのでしょう。実際にこの風景を見ているような気がいたします」

「それにしても王子のそっけないこと。他ほかにナイティス様へのお便りがあるのでしょうか」

　侍女たちがさざめいている中に、ケディンが入ってきた。とたんに侍女たちが静まる。美しいが厳しい顔つきのケディンが入ってくると、いつも侍女たちは無口になるのだった。彼が立ち去ると途と端たんに、彼のどこか神秘的で端たん正せいな姿を褒ほめそやしたりするのだが。

　ナイティスは微笑ほほえんで、ケディンに手紙を渡わたした。

「シグレス様から、また絵のついたお手紙が届きました」

　ケディンは不ぶ愛あい想そうに一礼だけして手紙を手にし、食い入るように読んでいる。同じシグレスを愛する者として、ナイティスはケディンのことを今では好意を持って見るようになっていた。いまだにケディンの方からは必要以上の言葉をかけられることもなく、冷たく扱われているようなのだが。

　──きっとケディン殿どのの心の中でも、手紙の文章がシグレス様の声で聞こえているのだ。

　自分の心に響ひびくものと同じように。ナイティスはそう思いながら、一心不乱に手紙に目を通すケディンの姿を眺めた。懐かしいシグレスの声が耳の奥に蘇よみがえった。時に自分をからかい、時に真しん摯しだった声。

　──早くお目にかかりたい。

　侍女たちの前で口に出すことのない言葉を、ナイティスは心のうちでつぶやいた。

　夜明けに目覚めたナイティスは、爽さわやかな朝の風に当たりたくなり外へ出た。夜明けの祈りの鐘かねを聞きながら、ナイティスは青宮の回かい廊ろうに跪ひざまずき神に祈った。僧そう院いんにいたときの習慣は抜けず、いまだに夜半よわの祈り夜明けの祈りの時間に、自然に目が覚めてしまう。

　祈り終わって立ち上がったところ、目の前に黒い大きな人ひと影かげがいるのに気が付いて、ぎょっとした。影は近づいて頭を下げた。黒くろ騎き士しのケディンだった。黒ずくめというのは、こういうとき恐おそろしく見えて困る、とナイティスは心の中で苦く笑しようした。

「いつもこのような夜明けから祈られるのでしょうか」

　珍めずらしくケディンの方から口を開いた。

「はい。私は今でも僧院の時間が体に染しみついているのです。祈りの時間になると自然と目が覚めるので祈っています」

「そんな毎日、何を祈られるのですか」

　ケディンは真顔で問うた。ナイティスも真面目まじめに答えた。

「みなの者の暮らしに神の恵めぐみがあることを。シグレス様の旅のご無事を。祈ることはたくさんあります」

　ケディンは何か言いたそうに唇くちびるを開いたが、言葉は発しなかった。










　レイユスから使いが来て白はく王おう宮きゆうへ持ってくるのを頼たのまれた図書を届けに、ナイティスは白王宮へ入った。衛兵の居並ぶ入り口で図書館の者である札を見せようとすると、その前に衛兵長が深々と一礼し、恭うやうやしく入り口を開けた。

　後ろに黒騎士のケディンが控ひかえているせいか、腕うでにはめた金の環わを見たせいだろうか。自分自身は何も変わらないのに、周りの扱いがすっかり異なっていることに、ナイティスは今でも慣れず戸と惑まどうことが多い。

　従者に案内され、レイユスの居室へ向かう途と中ちゆう、以前図書館で出会ったカダイ派僧侶とすれ違ちがった。

「ヒラス派の鴉からすが瑠る璃り色いろの鳥になったか。よく化けたものだ」

　すれ違いざまに声をかけられ、ナイティスは思わず振ふり返った。

「孔く雀じやくほど華か美びではございませぬ」

　緑の地に孔雀の羽根模様の金の縁ふち取どりのある麗れい々れいしい僧そう衣いを、つい皮肉ってしまった。カダイ派僧が憤いきどおりを顔に表したが、案内の従者が割って入った。

「僧侶がナイティス様にそのような言葉をかけることはまかりならぬ。さがれ」

　愕がく然ぜんと目を見開いた僧をその場に残して、ナイティスは従者の後についてレイユスの居室へ向かった。

　──いけない。ああいうときに胸がすく思いをするのが、驕きよう慢まんというものなのだ……。

　カダイ派僧が驚おどろくのを見て、一いつ瞬しゆん、気分がよくなってしまった自分を戒いましめた。

　驚いたことに、レイユスの居室には王もいて、ふたりを囲むように重臣たちがいた。大きなテーブルには地図が広げられている。ナイティスはレイユスからの手紙を受け、揃そろえてきた図書を渡した。本を置いて立ち去ろうとすると、レイユスに引き留められた。

『この会議に陪ばい席せきしなさい』

　戸惑いながらも、レイユスに示された席に腰こしを下ろす。今まで聞きなれない言葉が飛び交かう、上つ方の政まつり事ごとの世界をナイティスは初めて垣かい間ま見みることになった。レイユスのために、聞き取った言葉を忙いそがしく筆を走らせて書く役目の者がいる。その者はレイユスが書いた言葉を読み上げる役も務めていた。

　ナイティスは隣りん国ごくの中で最も大きな国グレルドとソディアの関係が、良くないことを知った。グレルドとオーランもまた関係が悪化しているらしい。そのため、オーランとさらに深い絆きずなを結ぶため、近く使いを送る必要があると、その会議の中で決められた。

　会議が終わった後はレイユスから茶を勧すすめられた。

『今日の会議の内容から、次に私が読むべき本を探してください』

　シグレスによく似た碧あおい瞳ひとみに向かって、ナイティスは首しゆ肯こうした。耳も言葉も不自由でありながら、レイユスは王のそばでオーランの情勢や自分の考えを次々に提示していた。

　自分ももっと学び、レイユスのようにシグレスを支えることができるようになりたい。ナイティスは法律や歴史など神学以外の本を多く読み、大学で学ばなければと決心した。ナイティスは図書館での仕事の合間に、大学の授業にも出席させてもらうようになった。










　ナイティスがいたイクシの僧院から失われた聖ヒラスの手しゆ稿こうが、ナトラの祭りの市に出るらしいという知らせが、王宮内のヒラス派僧院から図書館にもたらされた。ナトラは王宮から一日ほどかかるところにある大きな街だった。

　失われた手稿の断だん片ぺんを、書の司つかさと一いつ緒しよに見つめた日のことを、ナイティスは鮮あざやかに思い出していた。

　伝えられた話によると、イクシの僧院の不心得な僧そう侶りよが、ひそかに手稿を持ち出して売り払はらったのだという。今の持ち主はナトラの近くの村むら長おさの家で、ずっと家宝にしていたが、村全体の暮らしが困こん窮きゆうしたため、売り払うのだと言う。

　ヒラス派僧院で購こう入にゆうしたいが、ナトラの祭りの市では競せりにかけられるため、値が吊つり上がると僧院で買える値段ではなくなる、と暗い顔で僧院はフィグレンに向かって語った。ナイティスは横で聞きながら、「それは本物の聖ヒラスの手稿なのでしょうか？」と問うた。

「実物を見るまでは分からぬのです。しかしおそらくは本物でしょう。イクシの谷の僧院の蔵書印もあるらしいと聞いております」

　ナイティスに対して、僧院長は丁てい寧ねいな口調で答えた。

「競りに入る前には、その実物を見る時間もあるでしょう。手に入れるには実際に行って実物を確かく認にんし、競りに参加するしかないでしょう」

　フィグレンは嘆たん息そくしながら言った。

「しかし、私ども僧侶がそのような場に行くのも……」

　ナトラの市での競りは貴族や富ふ豪ごうが競きそい、とんでもなく値が吊り上がると言われており、図書館ではおいそれと買うことができないかもしれない。それでも、聖ヒラスの手稿を見るだけでも見たいとナイティスは思った。

「私が市に行き、その手稿を購あがなってまいりましょうか」

　ナイティスの言葉に、ヒラス派僧院長は喜色を浮うかべたが、フィグレンは眉まゆを顰ひそめた。

「ナトラの祭りはずいぶん派手で賑にぎやかなのです。その分治安も悪いと言います」

「もちろん供の者を連れていきます」

　ナイティスはケディンを振り返った。ケディンはまるで話が耳に入っていないかのように無表情だった。

「ヒラス派僧院のどなたかと私とケディン殿で参りましょう。それならば安心ではありませんか？」

　ナイティスが訴うつたえると、ようやくフィグレンも眉を開いた。実のところを言えば、ナイティスはナトラの祭り自体にも興味があったのだ。かつて、シグレスに貸してもらった物語ではナトラの祭りが舞ぶ台たいになり、主人公たちがその夜に出会っていたのだ。

　──シグレス様がいつか連れていってやるとおっしゃってくださっていた……。

　だが、せっかくナトラまで行くのなら、好こう奇き心しんを先に満たしたかった。

　──シグレス様、祭りは私がご案内して差し上げます。

　青せい宮ぐうに戻もどって、デイラたち侍じ女じよにナトラの祭りへ赴おもむくことを告げると、侍女たちはフィグレンと同じように眉を顰めてみせた。

「賑やかですが危険な祭りでございますよ。無礼講で、狼ろう藉ぜきを働く者も多いと聞きます」

　妃きさきの行くようなものではない、と侍女たちは口々に言う。

「私は書の司の仕事として行くのであって、祭りの見物ではないのです。それに競りが行われるのは昼間なのですから、大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　ナイティスはそう言ったが、実のところは歌や踊おどりや見み世せ物ものがたくさん広場で行われている夜の見物がしたくてならなかった。

「まあ、ナトラの祭りに行って夜の見物をなさらないというのも、砂糖を入れない菓か子しのように味気ないものでございます」

　眉を顰めていたくせにデイラはそんなことを言って、ナイティスの服と同じ瑠璃色の長い布を取り出してきた。

「これを巻いてお顔を隠かくして行けば安心でございます」

　ナイティスの頭から顔にかけて巻き付け、目だけ出すようにしてみせた。ずいぶんと大げさな、とナイティスは苦笑したが、デイラの言うとおりにすることにした。競りにもこの装いで出れば、見知らぬ者たちに顔を覗のぞき込まれなくて良いだろう。




　ナトラへはナイティスとケディン、年老いたヒラス派僧侶の書の司の三人で、馬車で向かった。

「ナトラの祭りは総踊りの行列が楽しみでしてな」

　ヒラス派僧はのんびりした口調で言った。完全に物もの見み遊ゆ山さんの雰ふん囲い気きで、聖ヒラスの手稿を何とか値を吊り上げさせずに入手したい、ということばかり考えているナイティスとは、真逆の態度だった。

　だが、もしかしたら、このくらいの方がよいのかもしれない、とナイティスは思い直した。あまり露ろ骨こつに手稿を欲しがっているさまを見せない方が、値が上がらないためには効果があるのかもしれないのだ。ケディンはいつものように無言で、剣けんを胸に抱いだいたまま馬車の向かい側に座っていた。

　ナトラへ向かう道が次し第だいに混こんできた。馬車も増え、馬に乗り、或あるいは歩いてナトラを目指す人々の群れは、祭りを楽しみにする者たちの活気であふれていた。

　ナトラは王都ほどではないが、商業が盛んで人口も多い街だった。ナトラが近くなるにつれ道も広くなり、通りには店が並び出した。ナイティスたちは立派なナトラの城門の前で馬車を降り、歩いて門をくぐった。

　街全体が祭りの活気に賑わい、浮かれていた。人々は祭り用の晴れ着を着て、財さい布ふの紐ひもも緩ゆるくなっており、たくさん出ている露ろ店てんを覗き込み、子どもたちは祭りの菓子を手に走り回っていた。ナイティスは嬉うれしそうに集つどう人々を見つめた。

　競り市の中でも、聖ヒラスの手稿は特別な場所に陳ちん列れつしてあった。三十を過ぎたくらいの持ち主の男は、鋭するどい眼まな差ざしで手稿の箱を前に座っていた。

　ナイティスは頭からすっぽりと布を巻き付け、目だけ覗かせていた。競り市の中でその不思議な姿は目立って人々から奇き異いな目で見られていたが、ナイティスは気にせず、聖ヒラスの手しゆ稿こうのところから離はなれようとしなかった。手稿の持ち主の男は、瑠る璃り色いろの絹服を着たナイティスをいいカモと思うのか、しきりに声を掛かけてきた。

「さすがお目が高い。本物の聖ヒラスの手稿でございます。どうぞお手にとってご覧ください。明日の正午より、競りが始まります」

　ナイティスは五枚揃そろった手稿を手に取らせてもらった。一枚目に、イクシの僧そう院いんの蔵書印がある。目を凝こらしてみても、それは懐なつかしい僧院の蔵書印に間ま違ちがいなかった。

「こちらもご覧くださいませ。まぎれもない聖ヒラスの御ご手しゆ蹟せきでございますよ」

　もう一枚を手て渡わたされた。ナイティスははっとした。イクシの僧院でこの最後の一枚の破片だけが残されていたのだ。見ると、確かに右下の隅すみのその部分が欠けている。やはりこれはイクシの僧院から持ち出された本物の手稿なのだ。

「貴重な書でございますので、このくらいでご容よう赦しやを」

　男はナイティスから手稿を取り上げ、別の客に向けて見せ始めた。ナイティスはもっと見たかったが、いったんその場を離れた。

　しばらくして戻ると、持ち主の男は昼飯にでも行ったのか、箱を前にして少年が座っていた。ナイティスは急いで露店で菓子を買い、少年の前に行った。

「その書をもう少し見せてもらえませんか？」

　少年が困ったような顔をしていると、ナイティスは少年に菓子を握にぎらせた。

「ナトラの祭りは暑くて大変でしょう。どうぞお食べなさい」

　少年は当とう惑わくしながらも嬉しそうに菓子を受け取り、ナイティスに書の入った箱を渡わたした。ナイティスは箱を開いて目を凝らした。手稿はどれも聖ヒラスの筆ひつ跡せきに見える。だが、どこか違い和わ感かんを覚えるのだ。一枚目からすべての手稿を見せてもらい、また最後の一枚を見た。ナイティスはひとつの確信を得た。










　男が店に戻ったのを確かめ、ナイティスはヒラス派僧とケディンと一緒に男の前に立った。

「あなた様はご大家の奥方様でいらっしゃるのでしょうか？　ヒラス派のこのような書にご関心があるとは珍めずらしい御お方かただ」

　男はナイティスの腕うで環わに目を留めながら言った。

「私にこの手稿を、分けてお売りいただけないでしょうか？」

「何ですと？」

　今まで堂々として見えた男に、かすかに逡しゆん巡じゆんの影かげが走った。やはり、とナイティスは心の中でうなずいた。

「私が欲しいのは一枚目と五枚目の手稿です。他ほかは要いりません」

　ヒラス派僧そう侶りよが驚おどろいたような声を上げた。

「なぜそんなことを申される。せっかくの揃いの手稿なのに」

　声は出さないが、ケディンも驚きの眼差しでこちらを見ていた。男はじっとナイティスに鋭い目を据すえていた。ナイティスもたじろがず男に向かって言った。

「あなたには、その理由がお分かりのはず」

　しばらくナイティスと視線を絡からませあっていた男は、ハッと息を吐はくように笑った。

「俺の負けだな！　こちらはあなたが男なのか女なのか、それさえ判断つかなかったというのに、その手稿の真しん贋がんを見破ってしまわれたか」

　ナイティスは小さくうなずきながら答えた。

「私は種器の男です」

「ただの種器の者ではなかろう、あなたはいったい──」

　ナイティスは男の言葉を遮さえぎり、ヒラス派僧侶に振ふり返って言った。

「この手稿の一枚目と五枚目は本物の聖ヒラスのものですが、他は偽にせ物ものなのです」

「なに、我々を謀たばかろうとしたのか？」

　大きな声を上げ、僧侶は顔を真っ赤にして憤いきどおった。ナイティスの中にも聖ヒラスの書を使った謀はかりごとに腹立ちはあったが、男が潔いさぎよく認めたので、それほどでもなかった。

　男が最初に見せた、イクシの谷の僧院の蔵書印が押してある一枚目と最後の五枚目は本物だったが、間にある二から四枚目までは偽物だということが、ナイティスには字体のわずかな形の違ちがいや紙の質で分かったのだ。

　しかし、それにしてもよくできている。最初の一枚目と五枚目が本物なので、すべて本物であると信じて買おうとするはずだ。本物の揃いの手稿なら、競せりにかければ天てん井じよう知しらずの値段になったことだろう。

　贋がん作さくとしても、本物と同じような古い時代の料紙を選び、聖ヒラスの筆跡に巧たくみに似せ、完成度は高かった。

「偽物の書も写しとしては素す晴ばらしい出来です」

　ナイティスはついつぶやいた。男は苦く笑しようした。

「それでもあなたの目はだませなかったというわけだ。仕方ない、今さら競りにかけることもできない。せっかく時間をかけて作ったが、一枚目と五枚目をあなたにお売りするしかないのか」

「他の書はどこにあるのでしょう？　併あわせてお売りいただくことはできませんか？」

　ナイティスが問うと、男は目を伏ふせたまま答えた。

「私の村にあります。皆みなで相談し、すこしずつ手稿を売り払はらい、村の暮らしを豊かにしようと思っておりましたが、悪いことはできぬもの」

「この写本作りの技術があれば、村の人々の暮らしに役立つものが作れるのでは？　二から四枚目は、図書館のための写本としてなら、作るのにかかった手間賃で購こう入にゆういたしましょう」

「あなたはもしや、王宮図書館の書の司つかさではないでしょうか？」

　男の言葉にナイティスは首しゆ肯こうした。

「さすが、書の司殿どのの目はごまかせぬ。村の者たちにも言っておこう」

「王宮図書館では写本を作る職人を求めております」

　ナイティスは熱心に語った。

「このように、まるで聖ヒラスがお書きになったような文字に似せて書ける技術は素晴らしい。この技術を持つ方にぜひ王宮図書館に来てほしいのです」

「これを作ったのは体の不自由な私の弟です。農作業もできず、街へ行っての商売もできず、ずっとうちに籠こもっておりました」

　男はナイティスにひたと目を向けた。

「本当に王宮図書館で仕事が務まりましょうか？」

「私はできると思っております」

　男は破顔してうなずいた。

「それなら、この手稿はあなた、いや王宮図書館にすべてお売りいたしましょう。弟が王宮図書館で働けるなら、ありがたいものだ」










　結局競りに参加することなく、ナイティスは男と聖ヒラスの手稿を購入する約束をした。証文を交かわし、男はナトラの祭りが終わったら、弟を連れ、すべての手稿を持って王宮図書館へ来ることになった。ナイティスは役目を果たし、ほっと一息ついた。

　思ったよりも良い成果を収めた。聖ヒラスの手稿を競りにかけずに適正な価格で手に入れ、良い写本の職人を見つけることもできたのだ。ナイティスは驚きの目を見張っているだけだったヒラス派僧侶と、驚いているかもよく分からない無表情なケディンとともに宿に戻もどった。

　ナトラの祭りのため街中の宿は空いておらず、たいして広くも立派でもない宿だが、宿代はふだんの倍ほどの値段をとられた。ナイティスは僧侶とケディンと夕食をとった。僧侶はあまり食べようとしなかった。

「この後、夜の祭りを見に行きますからな。物売りが沢たく山さん出ておるのですよ」

　清貧と禁きん欲よくを旨むねとするヒラス派とは思えないほど、僧侶は食い意地が張っているようだった。戒かい律りつの厳しい僧院を出て、羽目を外したい気持ちなのかもしれない。

「ナトラの祭りのときにしか売らない菓か子しがあるのですよ。これだけでも買わなければ」

　ナイティスは苦笑しながら、自分も夜のナトラの祭りを見たいと思った。案の定、夜の祭りに行くのをケディンは渋しぶった。

「お願いします。総そう踊おどりの行列だけでも見たいのです」

　楽隊に先導された、目もあやな踊りの行列が続くという。祭りに来て夜の見物をしないのは味気ないものだ、とデイラは言っていた。祭りは危険だと言っていたが、デイラ自身はナトラの近くの出身で、祭りのことには詳くわしかった。

　必死に訴うつたえかけるナイティスの瞳ひとみにほだされたのか、ケディンは不承不承にうなずいた。

「ただし俺からの願いもお聞き入れください。祭りに来る人々に見られぬよう、あの布を顔に巻いておいてほしいのです」

　ナイティスにいや応はなかった。夕食を終えると、再び布を顔に巻き付けて、外出の支し度たくをした。










　ナトラの夜の祭りの総踊りの行列は壮そう観かんだった。赤や緑、色とりどりの提灯ちようちんを提さげ、音楽を鳴り響ひびかせ、男女が美しく着き飾かざって延々と踊りながらやってくる。ナイティスはごったがえす人ひと混ごみの中で息を吞のんで見つめていた。

　今ここにシグレスがいたら、この祭りの華はなやぎを見て、なんと言うだろうか。ナイティスは夢中で目に入るものを眺ながめ、記き憶おくに止とどめようとした。太たい鼓こを鳴らし、鈴すずを振り、笛を吹ふく楽士たち。腰こし布ぬのをなびかせて旋せん回かいする踊り子たち。

　王宮の荘そう重ちようで儀ぎ礼れい的な音楽や舞ぶ踊ようと異なり、荒あら々あらしくも彩いろどりに満ちて生き生きとした姿だった。心臓の鼓こ動どうをかき立てるような太鼓の音。明るく甲かん高だかく響く歌声。ナイティスは嬉うれしさで気が遠くなりそうだった。

　──シグレス様と一いつ緒しよにこの祭りを眺めることができたら……。

　面おも白しろいものを見るとき、いつも碧あおい目を眩まぶしいほどに輝かがやかせていた。あの輝く瞳で「これはすごい」と闊かつ達たつに叫さけぶだろうか。それとも「俺には興味がない」とうそぶくように平然と受け止めてみせるだろうか。

　懐なつかしい人の面おも影かげが胸に迫せまって、ナイティスはふと涙なみだぐんだ。もう一年近くもあの瞳を見ていないのだ。

　不意に誰だれかに手を握にぎられて、ナイティスは慌あわてて悲鳴を上げ、振ふり放した。この喧けん噪そうの中では悲鳴を上げても、誰も振り向こうとしない。ケディンは!?　ナイティスはいつの間にかケディンを見失っていることに気が付いてぞっとした。

　ナイティスの手を握ってきたのは若い男で、あっという間に自分の近くに近づいて来た。ナトラの街の上流階級の出身なのか、贅ぜい沢たくに着飾った青年だった。男は目だけしか出していないナイティスの顔をまじまじと見つめた。

「なんと素晴らしく美しい瞳だ。顔を隠かくしておられるが、さぞかしお美しい方だろう。そして高貴なご身分に違いない」

　ナイティスが男のそばから離はなれようとすると、男は腕うでを摑つかんできた。

「お離しください」

　振り払おうとしても、今度は男は強く握ってきて離そうとしない。ナイティスはもう一方の手で思い切り力を込めて、男の手をはずそうとした。すると男はもう片方の手を重ねてきた。

「情の強こわい御お方かただな。ナトラの祭りの夜に出会えたのに」

　男は笑って、手を離そうとしない。ナイティスは腹立ちを覚えながら、手をはずそうともがいた。優やさ男おとこに見えて、意外とその手の力は強い。

「お分かりかと思いますが、あなたと同じ男でございます」

「そうであっても心こころ惹ひかれるのは、その瑠る璃り色いろの瞳ゆえ」

「心はここにないのでございます。どうかお離しください」

「心ここにあらずとは口くち惜おしい限り。そのお心を捉とらえた者がうらやましい」

　きっとこの男も貴き種しゆなのだろう。熱っぽく自分を見つめてくる。そういう眼まな差ざしを受けると、自分の体の奥がかすかに反応するような気がする。ナイティスは慌てて言った。

「私は主あるじある身でございます。これ以上お近づきくださるな」

　その言葉でかえって男の目が燃え上がった。

「主ある方に近づくには、今こ宵よいの祭りしかないのですよ」

　しまった、ナトラの祭りは無礼講で、夫や妻以外の者と交わることすら許されるのだった、とナイティスは思い出した。

「今宵はやつがれを、その瑠璃の瞳のしもべにしていただきたく」

　男の強ごう引いんさは不快だが、その情熱的な物言いに、ナイティスはふと自分が物語の主人公にでもなったような気がした。いけない、と思いながらも、心がふわふわと巧たくみな物言いに引き寄せられて、いらぬ言葉を与あたえてしまいそうになる。

　男はナイティスをさらに自分の体の近くに引き寄せようとする。緩ゆるみそうになった心を引き締しめ、ナイティスは男から体を離そうとしながら叫んだ。

「ケディン殿！　どこです！」

　見回すとやっと大きな黒ずくめのケディンの姿が目に入った。ケディンも気が付いて、すぐさま駆かけつけて男の腕を振り払はらった。力を振るう偉い丈じよう夫ふに、貴族らしい優男はあっけなく引き離された。

「せっかくのお近づきの機会だったのに、このような強ごう力りきの供に守られていらっしゃるのが残念だ。私をぜひとも、あなたのしもべにしていただきたいのに」

　ケディンと共に立ち去ろうとするナイティスに、男はなおも言葉をかけ続けた。

「瑠璃の瞳の方。いずれ捜さがし出し、必ずあなたの御ご前ぜんに参りますぞ」

　男に背を向けて離れながら、いい気なものだ、とナイティスは思いながらも、もし男が本当に青せい宮ぐうに来たらどうしよう、と急に狼狽うろたえる気持ちが出てきた。視線をさまよわすナイティスに気が付いたのか、ケディンがぼそりと言った。

「あの男がのこのこと青宮に来ることがあれば、御前に出る前に俺が叩たたきのめしましょう」

　その口調がおかしく、ナイティスはつい、くすりと笑った。

「笑うようなことではありません。シグレス王子の前であのような男が口説いてきたら、お守りしている我らの立場がない」

　ケディンはなおも真面目まじめくさった口調だったが、ふだんよりも優やさしい雰ふん囲い気きであるような気がした。

　宿へ戻ると、宿の亭てい主しゆが血けつ相そうを変えてやって来て、部屋の床ゆかに額を擦なすり付けるようにして言った。

「誠まことに申し訳ございません。皆みなさまのために三つ部屋をお取りしておりましたが、どうかひとつにしていただけないでしょうか」

　話を聞くと、誤って予約が重なっており、ケディンの部屋にしていたところにイクシの太守の夫妻を泊とめたいのだという。ナイティスはケディンと顔を見合わせた。

　ヒラス派僧そう侶りよの方はまだ夜祭りから帰って来ていないが、僧侶が泊まるはずだった部屋は太守の娘むすめたちを泊めるので、僧侶は貧しい旅人が泊まる大部屋の隅すみに行ってもらえないかという。「宿代はお返しいたします」と亭主は床にめりこむほど頭を下げた。

　もともとはイクシの太守の家族が早々と予約をしていたようなので、つい最近申し込んだ自分たちが権利を振りかざして追い払うのも難しい、とナイティスは思った。ここで身分を明かして無理を通すこともしたくなかった。

「ケディン殿どの、私の部屋に泊まられますか？」

　ケディンは驚おどろきと不快感を同時に表したような表情になった。ナイティスはその嫌いやそうな顔に少し傷ついた。ケディンが愛するシグレスと婚こん約やくしている自分は、未いまだに彼の不ふ愉ゆ快かいの種のようで、今でも心から打ち解けられていないようだった。

「今夜は祭りで、どうしようもない事態なのです。ケディン殿が敷しく寝しん具ぐを借りましょう」

　それならば部屋の外で寝ねる、とケディンは言い張ったが、ナイティスは部屋の前だと近くの部屋の旅人たちに迷めい惑わくだろう、と言って止やめさせた。

　ケディンは怒おこったような顔のままナイティスの部屋へ入り、ナイティスの寝しん台だいから一番離れた、入り口の前に荷物を置き、敷しき物ものを敷いて座った。

「ナトラの祭りはソディア一の賑にぎわいと聞きましたが、本当に賑やかですね」

　沈ちん黙もくしたままのケディンが気になって、ナイティスは言葉をかけてみた。一緒の部屋で過ごさねばならないなら、少しでも打ち解けたかった。

「ケディン殿はこの祭りは初めてなのですか？」

　ケディンは黙だまったままうなずいた。

「夜祭りの総踊りの行列は素す晴ばらしかったです」

「……俺はあのような祭りや賑わいは好みません」

　そして不満そうに言った。

「人混みに紛まぎれないようにお守りするのが大変です。うっかり離れた間に、祭りの浮うかれ男に言い寄られてしまわれるとは」

　ナイティスは笑った。ケディンが話してくれるのは嬉しかった。

「言い寄られるだなんて。目だけしか見えていないのに」

「それでもあの男はあなたに魅み了りようされていた」

「見たことのない頭ず巾きんが珍めずらしかっただけでは？」

　ナイティスはケディンに答えながら、窓の向こうの未だにさざめく夜の祭りを眺ながめた。不意に大きな男の影かげが間近に近づいた。ナイティスはぎょっとして振り返った。ケディンが見たこともないほど自分の近くに来ていた。思えばひとつの部屋でケディンとふたりきりになることなど、今までなかったのだ。

「ど、どうしたのです」

　暗い色の双そう眸ぼうがひたと自分を見つめている。怖こわいと思うと同時に、体に奇き妙みような熱を感じた。

　──なぜ？　発情の時期でもなければ、ケディン殿は貴種でもないのに。

　ケディンは自分のことを嫌きらいこそすれ、熱い眼差しで見ることなどないはず。ナイティスはそう思っていた。しかし、今自分を見つめる彼の眼差しは、異様なほど強く熱い。ケディンはいきなり大きな体を折り畳たたむように、ナイティスの足あし下もとに跪ひざまずいた。

「騎き士しとしての私の愛と献けん身しんをお受け取りください」

　不器用な言い方で唐とう突とつにそれだけを口にし、大きな手を差し伸のべて、ナイティスの腕うで環わをはめた手をとろうとする。ナイティスは思わずその手を振り払ってしまった。

　ソディアの習わしでは、妃きさきが騎士に対してその腕環に口づけを許すことは、その愛と献身を受け入れることになる。ナイティスも、王宮に仕える騎士たちが、高貴な女性や王子へ無む償しようの愛を捧ささげる習慣を持つことは知っている。だからケディンがシグレスを愛する心については、理解していたつもりだった。

　しかし、まさかその想おもいが自分に向けられているとは、少しも思い至らなかった。ナイティスは驚きに震ふるえる声で言った。

「ケ、ケディン殿は私のことを嫌っているのだと思っていました。私のような──得体の知れぬ種器が王子の隣となりに立つことは許されないと」

　以前自分が言った言葉をそのまま言われて、ケディンはうなだれた。

「それに、ケディン殿は」

　ナイティスはそれを言ってよいかどうか、咄とつ嗟さにためらった。しかし彼の答えを聞きたかった。

「シグレス様のことをお慕したいしていたのでは？」

　ずっと彼が仕えていた、高貴で美しい金きん髪ぱつの少年のことを。ケディンがゆっくりと顔を上げる。感情をあまり面おもてに表さない彼だったが、その目の哀かなしげな色に、ナイティスの胸は痛んだ。

「初め、あなたはシグレス様のお心を奪うばった奇妙な僧侶として、俺の前に現れました。しかも種器の生まれであり、俺には──シグレス様に恋れん情じようを抱いだいていた俺にとっては、あなたがシグレス様の王宮での行く末に差し障さわる邪じや魔ま者ものに思われてならなかった」

　ケディンの率そつ直ちよくな言葉に、ナイティスは腹も立たなかった。今でも彼は、自分のことをそう思っているだろうと考えていたのだ。

「あなたの身近に仕えるようになり、あなたの人となりを──仕える者たちへの優しい心こころ遣づかいや篤あつい信しん仰こうを知るうちに、俺はシグレス様のお気持ちが分かってきたのです。それだけでなく、俺自身もあなたを──」

「それは──シグレス様と同じ気持ちにならねば、と思いこんだだけのことでは？」

　ナイティスはケディンの言葉をそのまま受け入れることができなかった。

「いや、違ちがう。俺の今の気持ちはシグレス様には関係ないのです。いつの間にこんなふうになってしまったのかは、分からないけれど」

　ケディンは端たん正せいな顔を苦しげに歪ゆがめながら言った。

「シグレス様は以前、『お前はあの瞳ひとみを見ても、何も思わんのか』と俺におっしゃったことがあります。そのときの俺はあなたを見ても何も思わなかった。──今は違います。その瑠る璃りの瞳を見ると俺は──喜びと苦しみを同時に味わいます」

　苦く悩のうの色を浮かべた彼の眼差しに射止められたように、ナイティスは動けなくなった。

「とどめようもなく、あなたに引き寄せられてしまう。俺は貴種でもないのに」

　思わずナイティスは顔を背そむけた。

「それこそ、シグレス様の気持ちをなぞってみただけなのでは？」

　あえて冷たい言葉を返してみたが、ケディンは静かに否定した。

「そう思ってみたこともあります。でも、俺は俺自身を偽いつわることはできないのです。俺の心はいつの間にか、あなたで占しめられてしまっている」

　膝ひざをついたまま、ケディンは頭を抱かかえていた。いつも石のように冷たく見えていた彼の姿にひびが入ったかのように、押し殺していた感情が溢あふれ出してきている。冷れい徹てつなまでに強い騎士であるはずの彼が、そんな自分の心の動きを持て余していた。ナイティスも激しく戸と惑まどいながら、彼の想いを冷たくはねつけることもできないでいた。

「シグレス様への忠誠はどうなるのですか？」

　ケディンから返答はなかった。ナイティスは続けた。

「私があなたの愛を受け入れないときは、私のそばから離はなれたいと思いますか？」

「離れるべきなのでしょうが、今はシグレス様がお命じになった通りに、あなたをお守りすることが俺の使命です──それにあなたから離れたくはない」

　夜のように深い沈黙がふたりの間に落ちた。ナイティスはこれまで、騎士の物語はたくさん読んできたけれど、今の自分を助けてくれる物語は何ひとつ思い浮かばなかった。

　物語では妃はいともたやすく騎士の心を受け入れ、ふたりは気持ちを通じ合わせている。しかし目の前の現実は、そんな甘美で単純なものではなかった。その心を受け入れるべきか、妃は悩なやみ苦しまなかったのだろうか。

　──私にはシグレス様がいる。当然、ケディンの愛を受け入れることはできない。

　それでも、跪いたまま、深くうなだれる黒くろ髪かみの頭を見下ろすナイティスの心は痛んだ。

　──誰だれよりも強いはずの黒騎士が、苦しみに打ちひしがれている。

　ナイティスはしばらく逡しゆん巡じゆんした末に、心を決めた。シグレスへの忠誠と、己おのれの心が求めるところ──ふたつの狭はざ間まで動けなくなっている騎士を、以前と同じように誇ほこり高く立たせてやりたかった。

「顔を上げなさい、ケディン」

　凜りんとした声に、ケディンが打たれたように顔を上げた。

「あなたの愛は受け取れませんが、献身ならば受け取ります。──私にもシグレス様と同じように忠誠を誓ちかいなさい」

　ナイティスはこれまで、ケディンにこのような強い言い方をしたことはなかった。彼のことを呼び捨てにしたこともない。愛は受け取らず献身のみ受け取る、こんな言い方をして彼は憤いきどおるだろうか、とも思った。

　しかし、ケディンはまっすぐにナイティスを見つめ、うなずいた。自分の剣けんを取り、ナイティスに差し出した。

　ナイティスは王が騎士の叙じよ任にんを行うときのように、ケディンの剣を手にすっくと立ち、誓いの言葉を述べた。

「神に従い、己おのれを慎つつしみ、名めい誉よを穢けがさず、民たみの守護者たれ」

　跪いたケディンの前に鞘さやを払はらって白銀に輝かがやく剣を差し出した。彼はその剣にそっと口づけ、誓いを行った。

「神に従い、己を慎み、名誉を穢さず、民の守護者となることを誓います」

　ケディンは、見たこともない静かな微び笑しようを浮かべた。

「これより騎士として、生しよう涯がいをかけてお仕えいたします」










　その夜の間中、ナイティスは寝ね付つけなかった。夜明け前、祈いのりの時間に目が覚め、部屋の端はしに座ったまま寝ねているはずのケディンの方を見やると、厳おごそかにこちらを見つめる眼差しにぶつかった。




　ナトラからの帰りの馬車の中でも、剣を抱いたケディンはしゃべらず、いつものままだった。だが、どこか身にまとう雰ふん囲い気きが異なっているような気がした。

　それを感じるのはナイティスだけではないようだった。青せい宮ぐうへふたりが入って行ったとき、デイラが微笑みながら言ったのだ。

「ケディン殿どのもついに、ナイティス様の本物の騎士になられたようですね」

　ナイティスはケディンが去った後、そっとデイラに尋たずねてみた。

「どうしてそんなことが分かるのです？　本物の騎士というのはどういうものなのですか」

　デイラの笑え顔がおはゆるぎなかった。

「見れば分かります。心を尽つくし守るべき人のそば近くにお仕えすることが、騎士の幸福なのです。今日のケディン殿は、なんと満ち足りたお顔をなさっていたことでしょう」







第７章







　王宮図書館のナイティスの下もとへ、ナトラの競せり市で出会った男が、聖ヒラスの手しゆ稿こうを持って訪ねてきた。フィグレンほか書の司たちも手稿を検分し、真筆であるとの見み極きわめを下し、王宮図書館は男から手稿のすべてを購こう入にゆうしたのだった。

　手稿そっくりの写しを作った、不自由な脚あしを引きずっている弟も一いつ緒しよにやってきた。

「贋がん作さくとしてではなく、貴重な手稿の代わりに学生が手にとって使える複製を作ってほしいのです。それにこれ以外にも原本そっくりの写本を作りたい本はたくさんあります」

　ナイティスの言葉に、弟は目を輝かせた。自分の技術が役に立ち、王宮図書館付きの写本師として名を残すこともできるのだ。さらにナイティスの計らいで、彼には王宮の手わざをする者たちのための小さな住まいが与あたえられた。

　ナイティスは聖ヒラスの手稿を、図書館の中で展観する会を開いた。大きな机の上に絹の布を敷しき、大切な手稿を並べた。聖ヒラスの優やさし気な細い字によって綴つづられている紙し片へんを見ていると、イクシの谷の僧そう院いんで初めて聖ヒラスの直筆の文字を見たときの感動が蘇よみがえった。

　ナトラから来た写本師に複製を作ってもらい、そのひとつはイクシへ寄き贈ぞうするつもりだった。レイユスも図書館へやってきて、熱心に手稿を閲えつ覧らんしていた。

『これがイクシの僧院から消えた手稿なのですね』

　美しい碧あおい目を見張りながら、レイユスは書きつけた言葉をナイティスに見せた。ナイティスはうなずいた。

『はい。私はイクシで、残された最後の破片だけを見たことがありました』

『この文ぶん献けんは他ほかに写しがなく、一度でいいから見てみたかったのです』

『聖ヒラスの晩年に書かれたもので、奢しや侈しに溺おぼれる他の宗派を風ふう刺ししながら、民衆に神の愛の教えを説いています』

　筆談でレイユスと聖ヒラスについて語り合うのは、ナイティスには時を忘れるほど楽しいことだった。シグレスによく似た美しい顔と対たい峙じできることも嬉うれしかった。

『シグレスはどうしているのでしょうね』

『東西南北のうち、いよいよ北の国々を巡めぐっているということです』

　北方は友ゆう誼ぎを結ぶ国もあるが、敵対している国も近く、辺境警備を手厚くしている地域だった。ガイナスが軍を率いてしばしば警護に向かうのもこの辺りだった。シグレスが率いるのは軍ではないため、ナイティスは心配でならず、毎日の祈りには必ずシグレスの無事を祈っていた。










　新しく大学に来た教授に向かって、ナイティスが図書の目録の引き方について説明していると、図書館の中がざわつき、人々が入り口の方へ目をやっていた。ナイティスもそちらに視線を向け、思わず立ち上がった。鎧よろいの胸当てをつけたままのガイナスが、足音も荒あらく入ってきた。

　彼はまっすぐナイティスの方へやってくる。ナイティスが後ずさると、その前にケディンが立ちはだかった。

「俺はまた北へ軍を率いて向かう。その途と中ちゆうでシグレスとすれ違ちがうだろう」

　一体何を言うのだろう、といぶかしく思いながら、ナイティスは緊きん張ちようしたままだった。ガイナスはいつもの鋭するどい眼まな差ざしのまま、にやりと表情をゆがめて言った。

「お前の大事な男に言こと伝づてはないか？　あったら俺が言ってきてやろう」

　ナイティスはほっと息を吐はいた。その姿を見るだけで、息を詰つめてしまうほど怯おびえてしまっていたのだった。

「シグレス様には、無事なお帰りをお待ちしておりますとお伝えください」

「つまらんな。もっと熱ねつ烈れつな言葉を言っておいてやろうか」

「いえ、このままで結構でございます」

　言葉を掛かけながら不ぶ躾しつけに自分の体を見回す視線に、ナイティスはやはりまた身構えてしまった。発情の時期ではないとは言え、ガイナスの常に欲よく望ぼうを兆きざしているような貴き種しゆの眼差しにさらされると落ち着かない。

「俺はお前の義兄あにになるのだぞ。もう少し打ち解けてはどうだ？」

　よくそんなことを言ってくるものだ、とナイティスは心の中で呆あきれながら、「不器用で申し訳ございません」と言った。

「俺とて父上の言いつけは守っている。もうお前に手出しはせん」

「……」

「しかし、シグレスが花はな嫁よめを連れて帰ってくるかもしれんぞ。諸国を回るといろんな国が、そこの姫ひめを差し出してくるのだ」

　ガイナスは面おも白しろそうな口調で言った。ナイティスは胸の奥がずきりと痛むのを感じた。わざわざガイナスが自分のところに来た理由が分かったような気がした。

「私は妃きさきのひとりにすぎないのでございます」

　できるだけ平然と、小さく微笑みながら返した。

　しばらくじっとナイティスの顔に目を据すえていたガイナスは、残念そうにため息をついた。

「つまらんな。シグレスがどこかの国の姫を連れ帰ってきたら、俺の宮にお前を引き取ってやろうと思っていたのに」

「お心こころ遣づかい痛み入りますが、無用のことでございます」

　ナイティスは以前のように、ただガイナスに怯えるだけではなく、言葉を返せるようになっていた。

「妃の位を得るとふてぶてしくなるものだな。お前はもうヒラス派の僧そう侶りよには見えん」

「過分なお言葉をいただき恐きよう縮しゆくです」

「では行ってくる。しばらくはソディアに戻もどらん」

「ご武運をお祈りいたします」

「お前等の婚こん礼れいの宴うたげには、俺は出ないだろう」

　鋭く絡からみつくような視線をしばらくナイティスに向けていたが、ガイナスはさっと体をひるがえして図書館を出て行った。図書館の中にいた者たちは一いつ斉せいに吐と息いきをついて、緊張を緩ゆるめた。

「ガイナス様は北の辺境の警護に出かけられるとき、お供が大変なのだそうですよ」

　訳知り顔のカダイ派僧の書の司つかさが言った。

「宮中は窮きゆう屈くつだということで、辺境で羽を伸のばされるのです」

　ガイナスの警護の旅は天幕での野営と言っても贅ぜい沢たくな調度を持っていて、かしずく供の数もたいそう多いのだという。

「これがソディアの財政を圧あつ迫ぱくすることにならないと良いのですが」

　書の司はやれやれといったふうに話を締しめくくった。ナイティスはリンドロがまた一緒に旅について行くのだろうか、とあの不自然なほど艶なまめかしい顔を思い浮うかべた。

　リンドロとはたまに王宮内ですれ違うこともあったが、あれ以来ナイティスから声を掛けることはなかった。王宮の中では正式にシグレスと婚こん約やくをしたナイティスの方が身分が高いとされており、リンドロの方から声を掛けることは許されない。

　ガイナスの軍が王宮を出て行った数日後、ナイティスは王宮の庭でリンドロに出会った。あっと思わず声が漏もれる。

「何か御ご用ようでしょうか？」

　王宮の中ではないので、リンドロの方から尖とがった声を掛けてきた。目が鋭く、どこか荒すさんだ印象がある。

「あ、いえ、何でもありません」

　ナイティスは顔を背そむけて立ち去ろうとした。リンドロの険しい声が追いかけてきた。

「私を笑っていらっしゃるのですね。ガイナス様に置いていかれた私を」

　ナイティスは首を横に振ふった。そんなことを笑いはしない。

「いずれ、あなた様も同じようになるのです。王子に忘れられ、捨て去られる」

　悪意と確信に満ちた物言いは、呪のろいにしか聞こえなかった。

「シグレス様はガイナス様とは違います」

　ナイティスはつい言葉を返した。

「そのようなことを言っておられるのも、今のうちのこと。じきにあざ笑われるのはあなた様です」

「私はあなたをあざ笑ったりしておりません」

　ケディンがじりじりと前へ出てきた。その手には剣けんが抜ぬかれている。リンドロには謀たばかられ、ナイティスを拉ら致ちされたとき以来の恨うらみがあるのだ。リンドロが何か手出しをしてきたら、ケディンはただではおかないだろう。

　ナイティスはじっとリンドロを見つめた。

「そんなにお辛つらいなら、神の道にお入りになりますか？」

　リンドロははっとした顔になったが、不意に白い喉のどをのけぞらせて甲かん高だかく笑った。

「はは、そんなことを私にお勧すすめになるとは、相変わらず物好きなお方だ」

「僧そう院いんに入るだけでなく、俗ぞく世せで神に仕える道もあるのです。あなたが望むなら──」

「そんなことを望むわけない！」

　ぎりっと唇くちびるを嚙かみ、今にも摑つかみかかるかのように顔を歪ゆがめた。ケディンが広い背中でかばい、ナイティスの前に立った。

「身を守ってくれる騎き士しまでいる結構な身分にはなれなかったけど、私には私の意地がある。ガイナス様のお帰りを待つのみ。ガイナス様がお帰りになればまた、私の下もとに来てくださるのだ」

　ガイナスに供することができず、哀かなしみでやつれた顔を風に晒さらして、リンドロは叫さけぶように言った。ナイティスは聞きながらそっと目を閉じた。

　リンドロのために、自分に言えること、してやれることなどない。辛い人生であろうが、この誇ほこり高い種しゆ器きの男にはかえって邪じや魔まなことだろう。










「シグレス様のご一行は北方のグレルドの訪問を終え、ソディアに向かって戻られるところです」

　ナイティスは青せい宮ぐうの人々を集め、シグレスからの便りを読んでやった。ガイナスからまで、北方警固の途中でシグレスの一行に会ったという文ふみがナイティスに届けられていた。ようやく一年ぶりにシグレスが帰ってくるのだ。ナイティスの周りにデイラたち侍じ女じよが駆かけ寄って、おめでとうございます、と口々に言った。

「無事にお帰りでございますね。さあ、お支し度たくの最後の仕上げをしなければ」

　侍女たちはシグレスの帰りを待つ間、婚礼の支度だの祝いの宴の準備だので、せっせと自分たちの仕事を増やしていた。

　婚礼だけは瑠る璃り色いろではなく白い衣装を着るものだと、侍女たちが主張するので、ナイティスは白と銀で飾かざり立てられた美しい婚礼衣装の仮かり縫ぬいに何度も立ち会ってきた。

　華か麗れいな衣装には気き後おくれするが、自分に仕えてくれる者たちを喜ばせたいという思いの方が勝まさり、ふだんの自分なら選ばないような、長く裾すそを引く白地に銀の花の縫ぬい取りが施ほどこされた細身の上衣を仕立てた。

　髪かみもだいぶ伸び、少しなら編み込むこともできるので、侍女たちが髪かみ飾かざりは宝石細工が良いか花が良いかで侃かん々かん諤がく々がくの話し合いを持ったりしていた。

　侍女たちの興奮を見ながら、ナイティスは物思いにふけっていた。シグレスが帰ってくる。果たして一年ぶりに会う彼はどうなっているだろうか？　ナイティスは侍女たちほど無む邪じや気きな考えではいられなかった。

　諸国を巡めぐる旅に出る前、今とは物言いもまるで違っていたケディンが、シグレスは花嫁を連れて帰ってくるはずだ、と言っていた。ガイナスもあのように自分に絡んでから旅立った。リンドロは自分と同じように王子から忘れられ、捨てられるのだ、と言い張っていた。それが本当のことになっていたら、自分はどうしたらいいのだろう。最初は小さな棘とげのように刺さった不安が、胸の奥でどんどん痛みを増してくる。

　ひとりになるために、ナイティスは中庭に行って噴ふん水すいのそばに座った。ひとりに、と言っても、少し離はなれたところに影かげのように黒騎士のケディンが付き従っていた。

「ケディン、シグレス様が帰っていらっしゃる」

　水に白い指先を浸ひたしながらナイティスは呟つぶやいた。

「待ち遠しいことでございます」

　影の男は静かな声で返答した。

「ケディンは以前、シグレス様が訪おとずれた国から、花嫁を連れて帰ってくるだろうと言っていました」

　ケディンはかすかに狼狽うろたえた様子を見せた。

「そのようなことを申し上げましたでしょうか」

　ナイティスは小さく笑ってうなずいた。

「あの頃ころのケディンは気難しくて、私に対しては少し意地悪でした」

「それは……そのときの自分は、シグレス様を奪うばわれたという気持ちばかりが先立っていたからです」

　ばつの悪そうなケディンに、ナイティスは小さく微笑ほほえみかけた。

「国々がソディアと婚こん姻いんという縁えんを結びたがるのは当然のこと。ましてシグレス様のような優すぐれた王子であれば、姫ひめ君ぎみ方にとっても申し分のないご縁でしょう」

　微笑んでいないと、心の奥底にどす黒い不安がこみあげてくる。ケディンの深々とした黒い双そう眸ぼうが、ひたとナイティスを見つめていた。

「……シグレス様はそんなことには応じられますまい」

　ナイティスは噴水を見つめて言葉を返さなかった。

「どのようになりましても、俺は変わらずあなたのしもべでございます」

　ケディンの声がさざなみのように静かに空気を揺ゆるがした。










　近くの街までシグレスの一行が着いたら、迎むかえに行きたいという気持ちと、早まって行くと恥はずかしいような気持ちの板いた挟ばさみになり、結局ナイティスは、ナトラの近くまで着いたらしいシグレスたちを迎えに行くことはなかった。

　会いたいという気持ちと、ケディンには話してしまった不安が入り乱れ、噴水の水が乱れ打つ池の水みな面ものようにずっと心が揺らいだままだった。

　伝え聞くところによると、シグレスは健康に問題なく元気で帰ってきたらしい。誰だれも花はな嫁よめの話はしないので、どの国の姫君も連れて帰ってはいないのかもしれないが、会ってみるまでは分からない。

　ナイティスは青宮の裏の林の中に立ち、シグレスに会ったら、まず何と言葉をかけたらよいか考えていた。

　──お帰りなさいませ、無事にご帰き還かんなされ何よりでございます、お会いできて嬉うれしく存じます。

　気持ちを伝えるより、表向きの正しい言葉で、妃きさきらしく。ナイティスはため息をついた。いつの間にかずいぶん自分の暮らしは窮きゆう屈くつになっている。好きです、愛しています、腕うでの中に飛び込んで、そんな言葉をすぐさま伝えたいのに。

　それにそんなことができるだろうか。帰ってきたシグレスの隣となりに、遠い国から連れてきた似合いの美しい姫君が並んでいる様子がふと思い浮うかんで、ナイティスは首を激しく横に振った。

「こんなところで何をしているのだ？」

　不意に目の前に背の高い見知らぬ青年が立ちはだかった。ナイティスはぎょっとして目を大きく見張った。青年は金きん髪ぱつを後ろで束ね、明るい碧あおい目をしている。思わず悲鳴のような声を上げた。咄とつ嗟さに見知らぬと思ってしまったのは、その背の高さに見覚えがなかったからだ。しかしその碧い瞳ひとみは間ま違ちがえようもなかった。

「シグレス様！」

「久しぶりだ。元気そうだな」

　たった一年でこれほど雰ふん囲い気きが変わるものなのだろうか……ナイティスは呆ぼう然ぜんとした。美しく怜れい悧りな少年は、ずいぶん背が高く体つきも逞たくましくなり、すっかり青年の面おも影かげに変へん貌ぼうしていた。ナイティスはシグレスの名前を口にしただけで、後は言葉が出ない。

「ナトラ辺りまで迎えに来ないのかと思っていたが、お前は来てくれなかったな」

　シグレスは不満そうに言いながらも微笑んだ。顔も以前より面おも長ながになって、男らしく頰ほおが削そげたようになっている。

「ナイティスはすっかり雰囲気が変わったな」

「……」

「どうした？　どう変わったか訊きかないのか？　訊きたくないのか？」

　堂々とした青年になっても、このせっかちな口調はそのままだった。

「口がきけないのか？」

　ナイティスの目から涙なみだがこぼれた。

「何を泣く。せっかく俺が無事に帰ったのに」

　シグレスの指が涙を拭ふきとった。それでもナイティスは言葉が出なかった。覚えのない身長差の体が近寄って来て、腕の中に抱だき締しめられた。胸から飛び出してしまいそうなほど、心臓の鼓こ動どうが速くなる。

「あまりのことに驚おどろいて……」

「なぜ驚く。俺が帰ってきたことは分かっていただろう」

「……分かってはおりましたが、あまりにお変わりだったので……」

「そんなに変わっておるのか？　背が伸のびただけであろう。お前の方が俺よりずっと変わっている」

「私が？」

「堂々として、もうヒラス派の僧そうには見えない。……そうだな、母上のようだ。綺き麗れいになった。立派な妃に見える」

　ナイティスは腕を背中に回して抱き返した。シグレスはこんなに背中が広く逞しかっただろうか。

「何を召めしあがったら、たった一年でこんなに大きくなるのでしょう」

「その土地の名物を食べただけだ。イクシではイクシの、オーランではオーランの。便りにも書いておいただろう」

　他た愛わい無ない言葉を交かわしながら、ナイティスはシグレスの胸の中でこみあげそうになる涙をこらえた。シグレスと花嫁となる姫君を儀ぎ礼れい的に青宮の広間で迎える、そんな再会にならずに済んだのだ。

「さあ、青宮へ戻もどろう」

　ナイティスの手を取り、シグレスが宮へ向かおうとした。ナイティスは慌あわてて周囲を見回し、いつものように黒くろ騎き士しの姿を探した。

「ケディンは俺が来るのを見て、宮へ知らせに先に戻った」

「ケディンはシグレス様に会えて喜んでいましたでしょう」

　シグレスは笑った。

「あれも変わっていたぞ。いつの間にか、すっかりお前の騎士になっているではないか」

　青せい宮ぐうの広間に入ると、家来や侍じ女じよたちが勢ぞろいして待ち構えていた。白騎士のクランの美しく懐なつかしい顔が目に入った。

　黒騎士のケディンが深々と頭を下げ、シグレスの帰還を寿ことほぎ、旅を労ねぎらう言葉を述べた。侍女頭がしらのデイラが得意そうに微笑みながら言った。

「お戻りになったらすぐにでも、と思いまして、ご婚こん礼れいのお支し度たくも調ってございます」

　デイラの言葉に、ナイティスは頰を熱くした。思わず俯うつむき、はっと見るとシグレスと手をつないだままだった。それも恥ずかしい。手を離そうとすると、シグレスが強く握にぎり、離そうとしない。

「皆みなの者、留守中の青宮の守りや采さい配はいに心から感謝している」

　シグレスはナイティスを見ながら言った。

「ことにナイティスを支えてくれたことには、皆ひとりずつに礼を言いたい思いだ」

　ナイティスは深々と頭を下げた。僧そう院いんからこの青宮へ来て、一いつ介かいの僧そう侶りよであった自分を青宮の一員として受け入れてくれたことを、いくら感謝しても感謝しきれない。胸が熱い。目の奥も熱く睫まつ毛げに涙が溜たまってくる。

　全身の熱さは、シグレスの帰還に対する興奮だろう、ナイティスは片手をシグレスにとられたまま、そっと胸にもう片方の手を当てた。どきどきとせわしなく鼓動を打っている。鼓動だけではなく、体の奥全体が熱い……。

　突とつ然ぜん、ナイティスの中に激しく動どう揺ようが走った。

　──そんな!?　まだ時期じゃないはずなのに！

　脈打つような自分の体の奥の興奮は、シグレスとの再会が火をつけたのかもしれない。いつも薬湯で抑おさえているので、忘れかけていた感覚が広がっていく。体の奥がきゅうっと収縮した。奥深くに甘く疼うずくような快感が広がる。

　──や、ま、待って！

　焦あせってもそれは止めようがなかった。発情の時期までまだ間があったはずだが、生理的な反応となって体が甘い匂においを発している。シグレスも気が付いたのか、ぎゅっと握る手に力を込めてきた。

　近くにいた白騎士クランもぎょっとしたような表情になった。顔色を変え、秀ひいでた額に汗あせが浮かびだした。クランの反応を見て、ナイティスはさらに焦った。

「では俺は部屋で少し休む」

　シグレスも動揺したように最後は早口で言い、ナイティスの手を引いて自分の部屋へ向かった。部屋の扉とびらの鍵かぎを後ろ手で閉めた途と端たん、シグレスはナイティスの唇くちびるを奪うばった。

「ん、ふぅ、ん」

　拒こばむこともできず、深い口づけになった。久しぶりにシグレスの腕に抱かれたせいなのだろうか、ナイティスにはいきなり始まった自分の発情が止められない。

　──そ、それにシグレス様の匂いが違ちがう……。

　発情した種器の発する匂いに反応し、貴種もまた匂いを放つという。シグレスの前より逞しくなった体から発されるのは、猛たけ々だけしいまでの男の匂いになっている。その匂いが鼻び腔こうの奥を突つき、さらに深い官能を掘ほり起こしてくるようだった。

　成熟した貴種の男は誰だれもが魅み了りようしてくるような匂いを放つというが、今のシグレスの匂いは嗅かいでいるだけで、下半身が蕩とろけてきそうになる。

　──これが成年を迎むかえられたということか。

　男らしい匂いにうっとりと目を閉とざしていると、生々しい熱い欲よく望ぼうのかたちが体に当たった。ナイティスは固い感かん触しよくにはっと我に返った。このまま勢いに流されてよいのだろうか。デイラたち自分に仕える者たちが、心を込めて婚礼の支度をしていることを思い出した。

「や、薬湯を用意させます」

　ナイティスは慌てて体を離はなした。

「その必要はない」

「でも、でもこのままでは……」

　熱くなった体がシグレスに触ふれられたがっているのだ。自分の衝しよう動どうが恥はずかしく、シグレスの目を直接見ることができない。せめて婚礼の宴うたげが終わるまで……。

「なんのために発情があると思っているのだ？」

　耳元で囁ささやかれると、それだけで背筋にぞくぞくと感じ、また体の奥からとろりと蜜みつが零こぼれていくようだった。

「せっかくお前の体が俺を欲しがっているのに」

「……！」

　体をなぞろうとする手をナイティスは押さえて留とどめた。

「だめなのか？」

「──か、神の前、での、誓ちかいをしておりません」

　体から込みあげてくる熱で舌が上手うまく回らないほどなのだが、ナイティスは辛かろうじて口にした。シグレスが呆あきれたように言う。

「お前はこんなときまで堅かた苦くるしいのか」

「……」

「今ここでも神は見ておられるだろう。今ここで誓えばよい」

　ナイティスは必死に首を横に振ふった。

「そ、僧院の、し、しきたりに基もとづいた、かたちで」

「こんな状態でしきたりを気にするやつがあるか」

「──！」

　耳元でシグレスに語り掛かけられるだけで、ナイティスは感じる。恥ずかしい声を上げたくなくて、歯を食いしばっていた。

「だがそういうところが俺は好きなのだ」

　耳の穴に息を吹ふき込まれるように言われて、「あぁっ」とこらえたはずの声が漏もれる。恥ずかしくて仕方のないナイティスに比べて、シグレスは直ちよく截せつ的だった。

「では今すぐ、式だけ挙げてしまおう。宴など後でゆっくりすれば良い」

　性急でまっすぐなシグレスの言葉も行動も、ナイティスには止められない。シグレスは、でも、でも、と身み悶もだえるナイティスをぎゅっと強く抱だきしめ、さらに深く口づけて黙だまらせた。










　結けつ婚こん式しきを王家の主流であるカダイ派教会の礼拝堂で挙げるか、ヒラス派の僧院にするか。シグレスの帰き還かんの前にはそんな問題もあったのだが、今すぐに、というせっかちなシグレスの言葉に応こたえられるのは、堅苦しい典礼の準備のいらないヒラス派の方だった。

　しかも花はな嫁よめの方はもともとヒラス派の僧侶なので、ヒラス派の式の心構えを説く必要すらなかった。

　突然、第三王子の結婚式を執とり行うように伝えられたヒラス派僧院では、僧院長が慌てて式典用の僧そう衣いに着き替がえて祭さい壇だんに立った。王子は旅装のままでやってきて、花嫁はかつてヒラス派僧院にいたことのある瑠る璃りの書の司つかさで、いつも図書館にいるときの姿のままだった。

　シグレス王子に抱かれるようにして祭壇に進む花嫁は、ひどく頰ほおが紅潮し様子がおかしいので、病を押しているのではないかと、ヒラス派僧院の僧侶たちは驚おどろいた。しかし式を進めるうち、僧侶たちの中でも貴種の生まれであるものは、ふたりが放つ甘い香かおりに責められるような心持ちになり、落ち着かない様子を見せた。

　急いで僧院に駆かけつけた司書長のフィグレンや仲間の書の司、青宮に仕える者たちの見守る中、ささやかではあるが厳げん粛しゆくに式は執り行われた。アレト神に誓いを述べ、僧院長がふたりの婚こん姻いんが成立したことを告げた。

「僧院長殿どのが式を執り行ってくださったことに感謝する」

　頭を下げて礼を言ったシグレスは、次の瞬しゆん間かんには花嫁を鞍くらに乗せ、見事な手た綱づなさばきで馬を走らせて去った。あまりの速さに、白しろ騎き士し黒くろ騎き士しすら出で遅おくれて、馬に拍はく車しやをかけて必死に続こうとしていた。

「シグレス様は文武に秀でた王子になられましたな。すっかり馬の扱あつかいが上達されておられる」

　置いて行かれて呆ぼう然ぜんとしながら、フィグレンは言葉を発した。祝いの言葉をかける暇ひまもなかった。

　青宮に仕える者たちは急いで後を追いかけようとして、デイラが式に来なかったのは、婚礼衣装を着せられなかったことに落らく胆たんしていたのではなく、青宮にシグレスが駆け戻もどることを予想していたからだと気が付いた。

　ナイティスは早駆けする馬の上で、必死にシグレスにしがみついていた。

「シグレス様！　そ、そんなに馬を駆けさせなくても！」

「俺の気持ちが分からんのか？　ギリは分かって走ってくれているぞ」

　愛馬のギリと比べられるのは心外だった。それに皆みなの者を追いてきぼりにしてきたのが、ナイティスは恥ずかしくてたまらない。

　横よこ抱だきにされて鞍あん上じようにいる姿勢のままシグレスを睨にらむと、シグレスが不意に口付けてきた。鞍上の不安定な姿勢が崩くずれ、ギリの足並みが乱れる。ナイティスは悲鳴を上げた。シグレスは闊かつ達たつな笑い声を響ひびかせた。ナイティスは不満気に小さい叫さけびを上げた。

「シグレス様は以前より子どもっぽくなられたような気がします」

「前はお前を乗せて馬を走らせるほど、乗馬に慣れていなかっただけだ。旅ではずっと騎き馬ば行だったので、いやというほど練習できたからな」

　風を切る速さの中で、ふとナイティスはイクシの谷の僧そう院いんにいた頃ころの出来事を思い出した。村むら長おさの息むす子こに拉ら致ちされ、同じように早駆ける馬の鞍上で、恐きよう怖ふしながらも落ちないように彼にしがみつくしかなかった。

　あのときに比べると、今はなんと幸福な道のりなのだろう。シグレスの胴どうに回した腕うでに力を込めた。シグレスもナイティスの体を支える手に力を入れ応えた。行く手に青い屋根が輝かがやく青せい宮ぐうが見えてきた。

　馬から下りるときもシグレスはひらりと姿よく下りた。ナイティスに笑って腕を差し伸のべる。馬から下りるだけだと思っていると、ナイティスを抱きかかえたまま青宮へ向かって歩きだした。

　ナイティスを抱だき上げることの出来なかった少年が、今では軽々と両りよう腕うでに抱き上げたまま歩いている。

　──そんな、恐おそれ多い。

　身を固くするナイティスに気が付いたのか、真面目まじめな口調でシグレスが言う。

「これがお前の好きなしきたりというものだ。婚こん礼れいの床とこまでは、花嫁がどんなに重くても花はな婿むこが運ぶらしいぞ」

「も、もし、運べぬほど重い御お方かただったら、どうなさるのですか？」

　ナイティスはシグレスの言葉に、つい疑問を呈ていしてしまった。

「旅に出る前の俺には、お前は運べなかっただろう。そのときだったら歩いてもらったな」

「背が高くなると力までつくものなのですか？」

「旅先では読む本もないから、体を鍛きたえてばかりいた。お前を抱き上げるほどの腕わん力りよくが欲しかったからな」

　旅の間も自分のことを想おもってくれていたことを知り、シグレスの首に腕を回したナイティスは、熱い頰をシグレスの胸に隠かくした。

　ふたりが進む先にはデイラが控ひかえており、恭うやうやしくシグレスの寝しん室しつの扉とびらを開けた。ばたばたと慌あわただしく何の用意もせずにヒラス派僧院に出で掛かけたかに見えたが、寝室の扉には婚礼を表す蔓つる草くさで編んだ環わがかけてあった。

「いつの間に……」

　ナイティスは呆然として辺りを見回した。寝しん台だいは扉と同じ蔓草で飾かざられ、新しい青と瑠璃の帳とばりと寝しん具ぐに変えてあった。「ご婚礼の支し度たくは調ととのっております」と胸を張ったデイラの言葉を思い出した。

「さすが青宮の侍じ女じよ頭がしらともなると違ちがうものだ」

　シグレスは辺りを見回しながら、そっとナイティスを寝台に横たえた。

　改めてシグレスと目が合う。その美しい碧あおい瞳ひとみに見つめられるだけで、全身が燃えそうになる。体の奥から熱い蜜みつが湧わき出してくるようだ。恥はずかしいと同時に、シグレスの手を待つ自分がいる。

「これでようやく俺たちは結婚したのだな」

　実に慌ただしい式だったが、結婚式を済ませた。シグレスの手が胸むな元もとにかかり、いつも着ている瑠る璃り色いろの服の紐ひもを解いた。ナイティスは思わず体をすくませた。

「アレト神の前で誓ったのだ。覚かく悟ごはできているな」

　ナイティスはうなずいた。

「シグレス様を愛しています」

　俺もだ、と言いながら唇くちびるが寄ってきて、ナイティスの唇に重なった。唇の狭はざ間まから舌が熱くナイティスを求めてくる。舌と舌を絡からませ、吸われる感かん触しよくに我を忘れた。

　濡ぬれたひそやかな音が部屋に響いた。口づけを続けながら、シグレスの手が胸元に直じかに触ふれてきた。肌はだをせわしなくまさぐり、胸の小さな尖とがりを求めてくる。指先に捕とらえられ、きゅっと力を込められた。

　──あっ。

　唇をふさがれていて声が出ないが、鋭するどく響く快感に体がのけぞりそうになる。シグレスの唇が喉のど元もとに落ち、薄うすい皮ひ膚ふを強く吸い上げる。

「ああっ」

　首筋から鎖さ骨こつをたどり、小さな尖りを唇に含ふくまれた。唇に力を籠こめられると、さらに快感が強くなる。そこに体の奥が反応する。収縮する体の奥から、また新しい蜜が滲にじみだしてくるようで、ナイティスは白い頰をうっすら赤く染めた。

「ここだけでそんなに気持ちが良いのか」

　唇を離はなしたシグレスに問われて、言葉にするのも恥ずかしく、ナイティスはこくこくとうなずいた。再び胸に唇を寄せられて、悲鳴のような声を上げる。もう片方の尖りは指に摘つまみ上げられた。

　──あ、こ、こんな、胸に触れられるだけで……。

　唇に食はまれ、指で捏こね上げられていると、ナイティス自身が勃たち上がってきていた。シグレスもそれを感じとって、下半身を摺すり寄せてきた。シグレスの固いものが自分自身にぐいと触れた。こんなところまで成長してるのか、と驚きながらも、かつてない大きさに震ふるえが走った。

　──ガ、ガイナス様のを見たときのよう。

　かつて天使のような容姿だった美少年の変へん貌ぼうぶりに、ナイティスは言葉も出なかった。戸と惑まどうナイティスに気が付いたのか、シグレスはナイティスの手を取って、自分のものを握にぎらせた。おそるおそる触れるナイティスの手を上から摑つかみ、力を入れさせる。あっと声を上げた。

「そんな驚おどろくほどのものでもあるまい。前にも見ただろう」

　ナイティスが触れる前から、すでに固く熱くなっていた。シグレスはナイティスのものと自分のものと合わせて手に包む。以前もこすり合わされたことがあった。今もその刺し激げきだけで、ナイティスは達してしまいそうになった。シグレスの声こわ音ねにも熱がこもる。

「だめだ、まだいかせない。俺が旅の間中、どれほどお前に会いたくて焦こがれていたか分かるか？」

「そ、それは、私の方だって、シグレス様に早くお会いしたくて、あぁっ」

　シグレスの指の動きが激しくなると、ナイティスは熱い吐と息いきをこぼした。

「それなのに、お前の手紙は愛の言葉もなくて物足りなかったぞ。こんなふうに」

　シグレスが耳元で囁ささやき、いきなり握りこんでいた手を離す。昂たかぶって解放を待っていた熱が置き去りにされ、腰こしが切なく揺ゆれる。ナイティスは小さく泣くような声を上げた。

「いや、い、意地の悪い……」

「お前だって、俺の気持ちが分かっていながらわざと冷たい手紙を書いて、旅先の俺をじらすとは、意地悪な妃きさきだと思ったぞ」

「そんな、シ、シグレス様の手紙だって、いつもそっけなくて……あうっ」

　文句を封ふうじるようにまた陰いん茎けいを握りこまれて、ナイティスは体をのけぞらした。発情の昂りを一刻も早く解放してほしいのに、シグレスはじりじりと炙あぶるようにゆっくりと愛あい撫ぶを続ける。じれったさに身み悶もだえる姿を、興奮に目を輝かせたシグレスがじっと見つめていることにナイティスは気が付かない。

「俺のことが待ち遠しかったか？」

「は、はい、とても。一刻も早くお会いしたいと」

「ならばなぜ、迎むかえに来なかった？」

　シグレスの声は笑えみを含みながらも、ナイティスが迎えに来なかったことを恨うらめしげに言った。

「それは……」

　ナイティスは口ごもった。そんなことより、体の熱が収まらないのに、なぜシグレスはもっと強く触れてくれないのだろう。狂くるおしさに身をよじってしまう。

　自分から迎えに行かなかったのは、それは……シグレスの隣となりに他国から来た美しい花はな嫁よめがいたらと思ったからだ。しかしそんなことをシグレスに直接言えない。ナイティスは唇を嚙かんでこらえようとした。シグレスの指が先走りの雫しずくをこぼす口を強くさすり、ナイティスは声を上げた。

「なぜだ？」

　切ないほどの昂りを滲ませながらも、容よう赦しやなくシグレスは問いかけてくる。

「だ、だれか、いたらと、思って」

「誰だれがどこにいるのだ？」

「シ、シグレス様のとなりに、だれか、ああっ、やっ、もっと、お、お願い」

　もっと強く触れてほしくて、つい心の奥にあることが出てくる。ナイティスは口を噤つぐもうとしたが、もうシグレスには気づかれてしまったようだった。

「俺の隣に立つのはお前だけだと言っただろう。なぜ信じない」

　急に憤いきどおるように手を激しく動かされると、あっという間に絶頂に追い込まれ、ナイティスは「ああっ」と声を上げながら熱く白い昂りを放った。意識が飛びそうな快感の中でも、シグレスの声は確かに耳に届いた。

「どこの国へ行こうが誰に会おうが、俺が欲しいのはお前だけだ」

　自分を見つめる碧い瞳が涙なみだで滲んで見えたのは、快楽のためだけではなかった。

　潤うるんだナイティスの瞳を覗のぞきこみながら、シグレスはほっそりした腰から双そう丘きゆうまで撫なでおろし、指を忍しのばせた。

「ここで、俺を欲しがってくれ」

「あっ、う」

　ひそやかな部分に待ち焦がれていた指が入ってきた。一番シグレスのことを欲ほつしていた部分がきゅうっと締しまった。

「もう俺を待っていてくれたんだな」

　口付けられたときから蜜が溢あふれ、もうその部分はすっかり濡れていた。指を動かすと、くちゅりと濡れた音がした。

「はっ、あ、だめっ」

　指が体の奥のたまらない部分を擦こすり、捏ね上げる。はしたなく声が漏もれ、腰が動いた。

「ここが柔やわらかく締めてくる」

　言葉に反応するように、自分の体の奥がシグレスの指を締め付けてしまう。

「俺が欲しいか？」

「あぅっ、あっ、は、はぃ」

　恥ずかしいが、答えない限りシグレスは自分の望みを叶かなえてくれない。小さな声でうなずきながら、ナイティスはシグレスを見上げた。シグレスのもので自分の中を満たしてほしい。今はその熱い思いしかなかった。

「お、お願い」

「俺の望みもそうだ」

　掠かすれた声で囁くと、ゆっくりと固いものが襞ひだを開きながら入ってきた。思わず、うっと声が漏れる。苦痛より圧あつ迫ぱく感かんが大きく、ナイティスは首を振ふった。

「苦しいのか？」

「あ、い、いえ、ああっ」

　優やさしく訊ききながらも、容赦なく屹きつ立りつが根本まで埋うめ込まれた。

　──あ、こ、こんな奥まで。

　触ふれられるだけでたまらない部分に、ぐっと大きな衝しよう撃げきがぶつかっては引かれる。

「うっ、あ、あぁ、も、もう、だめ」

「だめではないだろう」

　激しく突つき入れをしながら、シグレスが呻うめくように言う。程ほどよい筋肉のついたしなやかな体が、うっすらと汗あせを浮うかべながら動いている。衝撃で気が遠くなりながらも、ナイティスはシグレスを見上げた。

　快感に顔を歪ゆがめている姿も美しい。すっかり逞たくましくなった体が、飽あくことなく律動を繰くり返す。ナイティスのものも動きの中でこすられ、昂っていた。シグレスが勢いよく奥まで来ると、ナイティスの背がたわんだ。

「ナイティス、いくぞ」

　激しく揺すられ、突き上げられ、ナイティスは自分の体の奥が収縮し、シグレスを待ち焦がれているのを感じた。

「ああっ」

　熱く勢いよく体の奥に放たれ、その一いつ瞬しゆん、意識が白く霞かすむほどの快楽にさらされた。シグレスの手につかまれ扱しごかれ、ナイティス自身も熱い欲よく望ぼうを放つ。

　発情の欲望に煮に詰つめられたようになっていた体が、ふんわりと放ほうり出されるように解放された。体の奥の待ち受けた場所にシグレスの精を受け、狂おしさが少し収まった。それでもまだシグレスの顔を見ると、ナイティスの体の中に火が灯ともる。　>>>♥

「お前だけを愛している」

　碧あおい瞳ひとみが輝かがやいていた。

「私も、です。シグレス様、だけ」

　意識が薄うすれそうになる頭の中に、切れ切れの言葉が行き過ぎる。










　気が付いたときには、ナイティスは青せい宮ぐうの浴場にシグレスとふたりだけでいた。なみなみと満たされた湯の中で、シグレスにもたれている自分に気が付いて、ナイティスははっとした。

　──い、いつの間に。

　再びシグレスに抱だき上げられてここまで来たのだろうか。

「気が付いたか？」

　白い石でできた大きな浴よく槽そうのある浴場に、シグレスの声が低く響ひびく。その胸に身を持たせかけたまま、ナイティスはこくりとうなずいた。シグレスの手がゆっくり動き、ナイティスの体の中心を優しく撫でる。

「あっ、シ、シグレス様、な、なにを……！」

「知れたこと」

　まだ、自分は満ち足りぬのだろうか？　ナイティスは驚きよう愕がくし、恐きよう怖ふすら覚えた。さっきから自分は何度、シグレスに追い詰められ、絶頂の極きわみへ投げ込まれただろう。思い出すだけで全身が赤く染まるほど恥はずかしいのに、なおもこの浴場で、シグレスに触れられるだけでまた自分自身が昂たかぶってくる。

　──私は、いったい、どこまで淫みだらになるのか……！

　その心を読んだかのように、シグレスが言った。

「良いではないか。お前は身も心も俺に対たい偶ぐうしているのだ。俺たちは運命の番つがいなのだから」

　運命と思ってよいのだろうか。そうずっと悩なやみ迷っていた気持ちも、シグレスの熱い眼まな差ざしを受け止めるうちに、確かなものになっていった。シグレスにただひとり対偶する者として、身も心も繫つながりあっていたい。

　浴槽の縁ふちに座らされ、脚あしの間にシグレスが顔を埋うずめたときは、ナイティスはさすがに高い悲鳴を上げた。

「そ、そんな、そんなことはおやめくださいっ」

　シグレスはナイティスの声を無視して、口中に収めてしまった。

「あっ、やあっ、や、おやめくださいっ」

　激しい快楽に再び襲おそわれ、ナイティスは浴場の壁かべにもたれるようにのけぞった。身もだえして声を上げてもシグレスは離はなしてくれない。

「あっ、だ、だめっ、ああっ」

　とうとうナイティスはシグレスに咥くわえられたまま、放ってしまった。そんな、王子の口の中に……呆ぼう然ぜんとしたまま、ビクビクと震ふるえる体を、再び抱だき締められた。シグレスが耳元で囁ささやいた。

「次は俺を気持ちよくしてくれ」

　いつの間にこんなに男らしい声になったのだろう、とナイティスは快感に震えながら、シグレスの膝ひざの上に後ろ抱きに抱きかかえられた。固い屹立が秘ひ孔こうに当たり、その刺し激げきだけで背筋を快感が駆かけ上がる。屹立はゆっくりと襞を押し分けながら入ってくる。

　──あ、そ、そんな……。

　何度も抱かれ、すっかりシグレスの形に馴な染じんだそこが、再び彼を受け入れる。

「ああっ」

　刺激に声を上げながら、ナイティスは深々と入ってきたシグレスを感じた。シグレスはナイティスを抱いたまま、湯の中に入っていった。

「あっ、あっ、お、お待ちくださいっ」

「何を待つというのだ？」

　悲鳴のような声を上げると、シグレスがあやすように言う。その声が耳に入るだけで、体の奥が収縮し、シグレスを締め付ける。シグレスも苦し気な声を上げた。

「こ、こら、急に締めるな」

「あっ、やあっ、そんな、こと、やっ、無理、です」

　ナイティスにも自分の体の制せい御ぎよが利きかなかった。自分でも思わぬ動きのまま、シグレスを締しめ付けてしまう。そしてさらに体の奥でシグレスを感じてしまうのだ。

「ああっ、もう、あっ、シグレス様っ」

　ナイティスの頭の中にはシグレスが愛いとおしいことしかなく、抱かれていると何もかも忘れて湯の中に溶とけてしまいそうだった。　>>>♥

「ナイティス、お前はもう俺から離れてはならん」

　狂くるおしい快楽の中、シグレスが耳元で囁く。ナイティスは夢中でうなずいた。湯から出た後、寝しん室しつに戻もどったふたりはさらに睦むつみあった。

　夜明け、ナイティスはいつもの祈いのりの時間に目を覚ました。シグレスの腕うではしっかりと自分を抱いたままだった。

「どうしたのだ？」

　低い声が優しく囁いてくる。

「明けの祈りの時間でございます」

「このままここで祈れ。俺の腕の中で」

　シグレスが腕の中の自分を放さないので、ナイティスはそのまま目を閉じ朝の祈りを唱えた。祈り終わったナイティスが目を開けると、シグレスがそっと口付けてきた。










　シグレスとナイティスの婚こん礼れいの宴うたげは、王のいる白はく王おう宮きゆうで行われることになった。日取りが決まると、青宮に仕える者たちは、今まで以上の仕事ぶりで立ち働いた。ナイティスはいつも彼らの働きぶりを賞賛していたが、今回の熱心さにはいつも以上に驚おどろきの目をもって見つめた。

　デイラや侍じ女じよたちが仕立てた衣装は、ふたりとも揃そろいの銀の縫ぬい取りのある白地のもので、それぞれの体にぴったりに仕立てられていた。

　シグレスは旅に出る前より、かなり背が伸のび、胴どう回まわりもしっかりした肉付きになったのだが、デイラの準備はそのことすらすっかり見み越こしていたものらしかった。

　ナイティスは侍女たちが幾いく度ども話し合って決めた、イクシから運んできた白い花を髪かみに編み込み、象ぞう牙げのように白いうなじを見せて立っていた。銀の飾かざり帯を締めるとほっそりした腰こしが強調されて、いつもよりたおやかさが際きわ立だっていた。

「ほう、見み違ちがえたな。どこかの物語の姫ひめのようだ」

　先に支し度たくを終えたシグレスが声をかけた。

「私もシグレス様のことを見違えそうになりました」

　シグレスは金色の髪を背に流し、成年を迎むかえた王子の証しるしである金の環わを額にし、碧い瞳を輝かせている。ナイティスはその姿を見るだけで、陶とう然ぜんとしていた。

　──なんて美しいのだろう。

　自分の愛する人の美しさについ見み蕩とれてしまう。ナイティスの視線に気が付いたシグレスが、面おも白しろそうにこちらを見た。

「そんなに目新しいのか？　俺の姿が」

「素す晴ばらしくお美しいと思います」

　正直な言葉が口をついて出た。シグレスは苦く笑しようした。

「それは俺の言う台詞せりふだ。お前こそ、これまで見たことがないほど美しいのに」

　自分では分からないが、シグレスがそう言ってくれるなら、とナイティスはそっとうなずいた。

　白しろ騎き士し、黒くろ騎き士しも典礼用の美々しい衣装で控ひかえ、デイラたち侍女や家来など青宮に仕える者も青で揃えた衣装をまとっている。

　誰だれもかれも晴れやかな表情だった。ナイティスはレイユスから借りて読んでいた物語の中にいるような気がして、ふと目め眩まいを覚えた。銀の靴くつを履はいた足元が揺ゆらぐ。気が付いたシグレスが声をかけた。

「どうした？」

　扉とびらの向こうは王宮の広間で、王、正せい妃ひ、青せい宮ぐう妃ひ、赤せき宮ぐう妃ひ以下、この国の主だった人間が集まっているのだ。それを思うとナイティスは自然と動どう悸きがした。その緊きん張ちようを見てとったのか、シグレスがナイティスの手を取った。

「これから、お前はずっと俺の隣となりに立つ」

　ナイティスは取られた手のぬくもりを、一生忘れないだろう、と思った。

「俺の隣に立つのはお前だけだ」

　ナイティスはうなずき、手を握にぎり返した。

「では参るぞ」

　シグレスが前に顔を向けると、侍じ従じゆうたちが重くきしむ大きな扉を開けた。　>>>♥







　あとがき




　初めまして、魚うお形がた青あおと申します。このたびは拙せつ著ちよをお手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　これが私の初めて世に出す本になります。自分の創った物語が、昔から読んでいた角川ルビー文庫の一冊として出版されるのだという現実に、あとがきを書く今となっても、信じられないような気持ちでいます。

　私は図書館が大好きです。一冊ずつの本に著者の世界があり、その世界が何万何十万も集まった図書館は、まるでひとつの宇宙を見ているような気がします。旅先でもつい図書館の中に入り、書しよ架かの間を巡めぐり、どんな本を置いているのか、どんな人が図書館で働いているのか、それを見るのを楽しみにしています。

　中でもヨーロッパの王宮や大学にある、歴史ある豪ごう壮そうな図書館には憧あこがれます。図書館の司書を主人公にし、図書館を舞ぶ台たいにした物語を書いてみたいと思ったとき、やはり舞台のイメージは、古い革かわ装そう幀ていの本が天てん井じようまで届く書架にぎっしり並び、大きな木の閲えつ覧らん机がある王宮の図書館になりました。

　王宮図書館で働く司書が恋こいをする相手は、本を通じて触ふれ合った身分違ちがいの王子。真面目まじめで堅かた苦くるしい彼の運命を変えるきっかけを、オメガの発情にすれば──王宮図書館を舞台にしたオメガバースの物語はこうして始まりました。

　オメガバースの約束事のうち、何をどこまで取り入れるか、ずいぶんと悩なやみました。いろんな作品を読み検討していくうちに、それぞれの作者が自分のルールでやっても良いのかな……という結論に達し、自分なりの世界を構築することにしました。

　アルファやオメガという言葉が、自分の思う中世ヨーロッパ風の世界に合わず模も索さくしているときに、オメガバース作品で漢字の言葉を使っているのを見かけ、「それだ！」と思いました。勝手に言葉を創つくるとややこしいかと心配でもあったのですが、「貴き種しゆ」と「種しゆ器き」という言葉を使うことで、私の中で物語がくっきりと立ち上がりました。

　そして、碧あおい目の王子と瑠る璃り色いろの瞳ひとみの書の司つかさのふたりが、本を間にして絆きずなを深めていくのを描えがくのは、とても楽しかったです。本好きのふたりですが、実は好きな本のジャンルは全く違っており、お互たがいの趣しゆ味みをからかってみたり、理解したり、そんな情景が浮うかんできます。

　気品ある美しいイラストを担当してくださった、みずかねりょう先生、本当にありがとうございます。担当してくださると伺うかがったときは、嬉うれしくて思わず部屋の中をぐるぐると回ってしまいました。

　出版までの間、手を引くように導いて下さった編集担当様にも、感謝申し上げます。物語が本の形になるまでの緻ち密みつな作業に関わらせていただき、貴重な経験となりました。

　そして、たくさんの本の中からこの本を手にし、最後までお読みいただいた読者の皆みな様さまに、心からお礼申し上げます。


魚形青


















電子書籍特典　書き下ろし短編

『金の光、蒼の香り』







　輝く水のように、敷布の上をうねりながら流れる黄金。朝日を受けてまばゆいばかりに光るそれを、ナイティスはそっと手のひらにすくいとってみた。持ち上げる手のひらから、幾筋かさらりとこぼれ落ちていく。手の中のしなやかな金色の束をそっと握りしめた。

「ん？　何をしておるのだ？」

　髪をすくいあげ握ったことで力が入ったのか、シグレスが目を覚ました。ナイティスは慌てて手を離した。寝台の上にはらりと金色の髪が広がる。寝乱れた金髪のうちかかる端正な顔は、ナイティスを見て苦笑した。

「そんなに面白いのか、俺の髪の毛が」

　ナイティスはうなずき、急いで言い直した。

「面白いのではなく、美しいのです」

「そんなに気に入っているなら、束にして切って、お前にやってもよいぞ」

「それは結構です」

　ナイティスは急いで首を横に振った。切られた髪の束をもらっても嬉しくない。金の髪はシグレスの美しい顔の大事な一部だから、触れたくなるのだ。

　ソディアの王家や貴族階級、王家に仕える者たちは男でも髪を長く伸ばしている。平民は髪が短いし、僧侶はさらに短く刈り込んでいる。

　イクシの谷の僧院にいた頃は長い髪に触れたこともなかったので、ナイティスは今でもシグレスの髪に触るたびに新鮮な驚きがある。しっとりした手触り、しなやかで美しく、いくら手にしていても飽きない。

　白騎士クランの馬の尾を思わせる褐色の豊かな髪も、烏からすの濡ぬれ羽ばのような黒騎士ケディンの黒髪も美しいと思って眺めているが、シグレスの金の輝きに勝るものはない、とナイティスは思っていた。

　その美しさを今は日々独り占めしているのだ。朝、目覚めるたびに隣に眠るシグレスに目をやり、ナイティスはその喜びをかみしめていた。

「今日は良い天気だな」

「はい、日差しがとても暖かです」

　何気ない言葉を交わしながら、シグレスは起き上がろうとした。そのむき出しになった逞たくましい胸元や腕をちらりと見て、ナイティスは目をそらせた。その体つきも髪に劣らず美しいが、そちらはまじまじと見つめることができない。ナイティスは、裸のまま自分に笑いかけるシグレスに視線を合わせなかった。自然と胸の鼓動が速くなり、顔に血が昇っていくのだ。婚礼を挙げてまだ数日しか経っておらず、ナイティスはいまだに、近すぎるシグレスの存在に慣れることができなかった。

　シグレスから目をそらしたナイティスは、自分の胸元が大きく開いているのに気がついて、慌てて素肌にまとった夜着の前をかき合わせた。胸の薄い皮膚に、シグレスの昨夜の熱い口づけの痕が薄赤く残っている。それに気づいてナイティスはますますうろたえた。

　そろそろ侍女たちがやってくる時間だ。ナイティスは見られないうちに着替えるため、寝台を離れようとした。

「お前は今でも僧侶のように勤勉で早起きだな。身の回りのことはもっと侍女に任せればよいのに」

　シグレスの言葉に小さく微笑みながらも、ナイティスは首を横に振って、素早く身仕舞いした。




　朝の光が差し込む明るい部屋の窓辺に、くつろいだ部屋着姿のままシグレスは座っていた。外からの光を受けていっそう金髪が照り映える様子に、そばに立つナイティスは見入っていた。

「髪全体に木の実油を伸ばすように梳くしけずります」

　ナイティスが好奇心いっぱいの顔で覗きこんでいると、長らくシグレスの身の回りの支度を整えてきた侍女が、木の櫛くしを見せながらゆっくりと梳すいてみせた。シグレスは椅子に深くかけて、髪を侍女に預けたまま本を読んでいる。毎朝の身支度の間は侍女任せで、いつも読書の時間になっているらしい。

　ナイティスの髪にも侍女たちが手入れをしたがるが、ようやく肩に届くほどに伸びた髪は自分で梳いていた。いつも櫛で梳くだけで木の実油はつけていないが、ちょっと試してみるのもよさそうだ、とナイティスは思った。

　簡素な暮らしのヒラス派僧院から青せい宮ぐうに来た当初、ナイティスは顔を洗うために湯が運ばれるのでさえ、当惑していた。僧院では厳冬であっても、朝の身支度には少しの水しかなかった。

　青宮に暮らすことが長くなり、ナイティスも侍女たちに世話されることにも慣れてきたが、いまだに直接肌に触れる支度は自分ひとりで済ましてしまう。

「水が流れるように櫛が通るようになりますと、仕上げに香油をつけます」

　侍女が持ってきた櫛の箱には小さな飾りのついた瓶がいくつも並んでいた。髪につやを与えるのが木の実油、仕上げには良い匂いのする香油を垂らすのだという。香油は花の香り、木の香り、果実の香りなどいくつも用意されている。

「シグレス様、本日はどの香りになさいますか？　イクシから取り寄せた白花と、オーランの蒼そう木ぼく、ナトラの林りん檎ごの香りでございます」

「適当に選んでくれ」

　侍女が困ったようにナイティスに向かって微笑んだ。いつもこうなのですよ、と言っているようだった。

「では私が選びます」

　ナイティスは目を輝かせながら、ひとつひとつの瓶を開け、深く匂いを嗅いで確かめた。甘やかな花の香り、若木のみずみずしい緑の香り、芳ほう醇じゅんな果物の香り、どれもシグレスの髪から漂ったら素晴らしいだろう。目移りして選ぶのに困る。

　それでもどれがよいか選ばなければ──と、ナイティスは木の香りの瓶を手にとった。青空に向かって立つ伸びやかな若木を思わせるシグレスには、この香りがふさわしいだろう。

　いつの間にか侍女頭のデイラが部屋に入ってきて、目を細めてナイティスの様子を見ていた。ナイティスは本から目を離そうとしないシグレスに声をかけた。

「シグレス様、これは若木の蒼あおい香りがいたします。これがお似合いなのでは」

「どれでもいい」

　シグレスは興味のなさそうな声を出した。

「ナイティス様、中身を少しお手にとって、両の指先に伸ばしてください」

　侍女に教えられたとおり、ナイティスは香油を指につけた。

「こめかみの辺りから、頭皮に伸ばしてください。そう、そのように」

　侍女がやってみせたように、ナイティスはシグレスの後ろに立って、そっと頭の両側から指で香油をのばしてゆく。木の実油でつやを増した髪から、爽やかな木の香りが立ち上って、ナイティスはうっとりと目を閉じた。










　シグレスはふいに落ち着かない気分になった。物もの心ごころついてから、髪だけでなく身の回りのことは侍女まかせで、彼女たちから何をされてもこれまで何も感じることはなかった。今だっていつもの朝と同じように、髪に香油をつけているだけなのだ。それなのに。

　ナイティスの細い指先が、こめかみから耳の後ろまでを優しく撫でる。指の腹で丁寧に頭皮を撫でさするその手つき──。耳のあたりの皮膚が過敏なまでに、愛撫に似た動きを感じ取る。

　シグレスは自分の体の反応に気づかざるを得なかった。昨夜もナイティスの華きゃ奢しゃな体を抱きしめ、ふたりとも息も絶え絶えになるほど愛し合ったというのに。

「ああ、本当に青葉の瑞みず々みずしさそのまま……とても良い香りです」

　ナイティスの唇がこめかみに近づいて、ため息をつくように言った。耳元に風のような柔らかな声と吐息がかかり、ずきりとするほど体の奥を刺激してくる。シグレスが素早く目を走らせると、そば仕えの侍女にデイラが耳打ちし、皆がそっと部屋を出ていこうとする姿が視界に入った。

　シグレスはなおも髪をくすぐる細い指先をつかんだ。ナイティスが驚いたように声を上げる。シグレスはナイティスの方を向き、腕をとって引き寄せようとした。

「もうよいだろう」

　シグレスの意図を察したナイティスが、戸惑うように視線をさまよわせた。

「でも、みなの者が」

　シグレスも辺りを見ながら言った。

「見るがいい。俺たちふたりきりだ」

「まだ朝でございます」

「朝だから、なんだというのだ？」

　ためらうナイティスを膝の上に抱き寄せた。年上だが僧院育ちの物もの堅がたい妃は、シグレスが少し戯れかかるだけでもすぐ赤くなる。ナイティスはほんのり色づいた頰を、シグレスの髪に埋めた。顔を隠したナイティスが小さな声で呟く。

「若葉を茂らせた木の香りがいたします」

　ナイティスを抱いたまま、シグレスは飾り瓶を手にとり、そっと自分の指を濡らした。その指をナイティスの耳元の髪に差し入れる。イクシの森に咲く白い花の香りがふわりと立ち上った。あっと小さな声を上げ、膝の上の体が震えた。

「お前からもいい香りがする。イクシの花の香りが」

　シグレスは黒髪の間から覗く、花びらのような淡い紅に染まった耳に口づけた。
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